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第42回学会大会開催にあたって
~日本におけ 、とその語順をめぐって~

日本レジャー・レクリエーション学会(JSLRS)

会長 鈴木秀雄

関東学院大学教授、 Ph.D. 

第177回国会(常会)において成立し、昨年 (2011年8月24日)施行されたスポーツ基本法(平成

23年法律第78号)の第24条に、“野外活動およびスポーツ・レクリエーション活動の普及奨励"が初

めて条文として明文化された。まさに画期的な出来事である。

レジャー・レクリエーションを学会の共通言語とする日本レジャー・レクリエーション学会にとって

も、今後のスポーツ・レクリエーションを“どう本質的" に、また、“どう概念的" に捉え、さらに“ど

う普及・啓発"していくかが重要である。スポーツ基本法の第24条の全文は、次のとおり:

条文見出し:r (野外活動及びスポーツ・レクリエーション活動の普及奨励)

第二十四条 国及び地方公共団体は、心身の健全な発達、生きがいのある豊かな生活の実現等のために

行われるハイキング、サイクリング、キャンプ活動その他の野外活動及びスポーツとして行われるレク

リエーション活動(以下この条において「スポーツ・レクリエーション活動」という。)を普及奨励す

るため、野外活動又はスポーツ・レクリエーション活動に係るスポーツ施設の整備、住民の交流の場と

なる行事の実施その他の必要な施策を講ずるよう努めなければならない。Jとある。

スポーツとして行われるレクリエーション活動の意味とは、“レクリエーションは広い範需におよび

その中でスポーツはレクリエーションの身体的領域である"と捉えている。 即ち、レクリエーション

は、そもそも身体的領域 (PsychomotorDomain)のみならず、情意的領域(AffectiveDomain)およ

び知的・認知的領域 (CognitiveDomain)を含む全人的な活動領域を全て有しているのであり、この第

24条の表記の意味合いをそのように理解しておかなければならない。

また、スポーツ・レクリェーションの語順については、この 2語が入れ替わりレクリェーション・ス

ポーツとなるとナカグロの存在が不明確になる。何故なら、この語順では前のレクリエーションが形容

調化して捉えられ、スポーツ自体がやわらかいスポーツになることを意味してしまう。換言すれば、“強

ポーツ"、 ポーツ"、

ポーツ"の種目・活動等の意味合いに捉えられかねないという心配からである。スポーツ・

レクリエーションの語順であれば2語は共に独立した概念として捉えられ、前者のスポーツは逆に厳し

さを有する運動競技 (AthleticCompetition)的なスポーツでもあり、後者は緩やかな身体運動(Physical

Exercise & Activity)的な領域と捉える暗黙の了解がR本の社会で既に成立しているからである。

心身の健全な発達、生きがいのある豊かな生活の実現等のためのスポーツ・レクリエーションと捉え

るなら、ここでは明確に“スポーツ"は レクリエーションの広い概念の中に身体的レクリエーション

(Physical Recreation)としてしっかり“内包"されているという明快な正しい概念理解が重要である。

第42回学会大会 (2012年)のシンポジウムでは、如上に関連した内容として「スポーツ基本法とレ

クリエーション~2013 年東京国体準備・ 2020 年東京オリンピック招致の中で~J などが予定されてい

る。先のロンドンオリンピック・パラリンピックではかつてないほどの“スポーツによる感動"を国民

の各層にもたらした。この感動がメ夕、、ル獲得数の多寡に比例していないことも事実である。スポーツの

本質的な素晴らしさや意義を学会としても深く議論し、 2020年東京オリンピック招致に向けた学会と

しての協働を、「宣言Jなどとして具体化していくことを願いたい。多くの学会員の大会参加を期待する。



日本レジャー・レクリエーション学会第42回大会開催要項

大会テーマ「レジャー・レクリエーション再考」

主催 日本レジャー・レクリエーション学会

主 管 : 日本レジャー・レクリエーション学会第42回大会実行委員会

後 援 - 文部科学省、公益財団法人日本レクリエーション協会、

一般財団法人公園財団、一般社団法人全国森林レクリエーション協会、

社団法人東京都レクリエーション協会

協 賛 : 大塚製薬株式会社、株式会社はとパス

期日 2012年 11月 16日(金) ~18 日(日)

会場 上智大学四谷キャンパス(〒102-8554東京都千代田区紀尾井町7-1)
JR総武線・中央線、地下鉄丸ノ内線・南北線 四ツ谷駅下車2分

日 程 11月 16日(金)地域研究「江戸~東京のレジャー・レクリエーションI

13:00~15:00 東武鉄道東向島駅~向島百花園~言問団子~長命寺桜餅~
三囲神社(江戸の人気レジャーコース)~東京スカイツリー

参加費 1，000円(現地徴収)

11月 17日(土)理事会・基調講演・シンポジウム

11:00~12:30 理事会(昼食時間も含む) 2号館5階506会議室

13:00~13:15 開会式 12号館1階 102教室

13:15~14:45 基調講演 12号館1階 102教室
「世界レジャー会議2010の成果と

レジャー・レクリエーションの価値・機能J

韓国レジャー・レクリエーション学会名誉会長

金 俊希(Kim，Jun-hi Ph.D. ) 

15:00~17:00 シンポジウム 12号館1階102教室
「スポーツ基本法とレクリェーション

~2013 年東京国体準備・ 2020 年東京オリンピック招致の中で~J

コーデ、ィネーター 森川貞夫

(日本体育大学名誉教授・市民スポーツ&文化研究所代表)

パネリスト: 中平公士

(文部科学省スポーツ振興課スポーツ指導専門官)

杉山 茂

(スポーツプロデ、ューサー・東京都スポーツ振興審議会会長)

j華内 隆

(東京都レクリエーション協会専門委員・文教大学講師)

17:30~ 18:00 貸切はとパスで夜の東京ミニツアー30分 (先着 53名)

18:00~20:00 懇親会・江戸大道芸紹介(六本木 ホテルアイビス)参加費 5，000円
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11月 18日(日)研究発表・総会・学会賞表彰式・特別セッション・閉会式

09:00~11:00 口頭発表 (A) 12号館2階202教室
09:00~11:20 口頭発表 (B) 12号館2階203教室

09:00~12:00 ポスター発表(質疑応答 11:20~12:00) 

12号館1階102教室

12:00~13:00 研究相談会 12号館1階102教室

13:00~13:50 総会・学会賞表彰式 12号館1階102教室

14:00~15:40 口頭発表 (A) 12号館2階202教室
(B) 12号館2階203教室

15:40~16:40 特別セッション

(A) 東日本大震災とレクリエーション

山崎律子

(余暇問題研究所・学会震災対応プロジェクトリーダー)

佐藤喜也

(福島県レクリエーション協会事務局長)

12号館2階202教室

(B)公園レクリェーション

森本 千尋(公園財団開発研究部長)

田中 裕子(公園財団越後公園管理センター)

12号館2階203教室

16:40~16:50 閉会式 12号館 2階202教室

※大会本部・荷物置場・控室 12号館2階201教室

※昼食 : 17日(土)と 18日(日)は大学食堂は閉屈しております。
12号館地下のセブンイレブン(飲食スペースあり)か、 JR四谷駅ピル(アト
レ)、 JR四谷駅麹町口前の主婦会館・スクワール麹町(消防庁共済会館)、ホ
テルニューオータニなどの飲食屈をご利用ください。

※喫煙所:12号館前の喫煙所(屋外)以外での喫煙は厳禁です。また四谷駅周辺は路上喫
煙禁止です。ご協力をお願いいたします。
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日本レジャー・レクリエーション学会

第42回学会大会組織委員会

大会会長 鈴木秀雄 〔学会会長 関東学院大学〕

大会副会長 坂口正治 〔学会副会長 東洋大学〕

西田俊夫 〔学会副会長 淑徳大学〕

監事 上野直紀 〔学会監事 いわき明星大学〕

田中 光 〔学会監事 流通経済大学〕

組織委員長 麻生 恵 〔学会理事長 東京農業大学〕

委員 浮田千枝子 〔学会常任理事 帝京平成大学〕

小椋一也 〔学会常任理事 やわらぎ・ホーム西立川〕

上岡洋晴 〔学会常任理事 東京農業大学〕

嵯峨 寿 〔学会常任理事筑波大学〕

下嶋 聖 〔学会常任理事 東京農業大学〕

菅原成臣 〔学会常任理事 (株)YMサービス〕

高橋 伸 〔学会常任理事 国際基督教大学〕

田中伸彦 〔学会常任理事東海大学〕

土屋 薫 〔学会常任理事 江戸川大学〕

沼津秀雄 〔学会常任理事立教大学〕

前橋 明 〔学会常任理事早稲田大学〕

松尾哲矢 〔学会常任理事立教大学〕

師岡文男 〔学会常任理事上智大学〕

山崎律子 〔学会常任理事 (株)余暇問題研究所〕

横内靖典 [学会常任理事城西大学〕

天野 勤 〔学会理事 聖徳大学〕

j也 良弘 〔学会理事 日本福祉医療専門学校〕

小野寺浩三 〔学会理事 東北福祉大学〕

神谷明弘 〔学会理事 聖徳大学〕

栗田和弥 〔学会理事 東京農業大学〕

錦持 武 〔学会理事 (社福)伸生会〕

茅野宏明 〔学会理事 武庫川女子大学〕

寺島善一 〔学会理事 明治大学〕

マーレー寛子 〔学会理事 (社福)小羊会〕

森川貞夫 〔学会理事 市民スポーツ&文化研究所〕

幹事 遠藤晃弘 〔学会幹事 東海大学〕

小遣考人 〔学会幹事 東海大学〕

清宮啓太 〔学会幹事 (株)余暇問題研究所〕

矢野加奈子 〔学会幹事 東京農業大学〕

吉田祥子 〔学会幹事 心身障害者地域デイケア施設ねこのて〕
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実行委員長

副実行委員長

実行委員

日本レジャー圃レクリ工ーション学会

第42回学会大会実行委員会

師岡文男 〔上智大学〕

上岡洋晴 〔東京農業大学〕

島 健 〔上智大学〕

j畢内 隆 〔東京都レクリエーション協会〕

下嶋 聖 〔東京農業大学〕

菅原成臣 ( (株)YMサービス〕

高橋 伸 〔国際基督大学〕

田中伸彦 〔東海大学〕

土屋 薫 〔江戸川大学〕

沼津秀雄 〔立教大学〕

マーレー寛子((社福)小羊会〕

森川貞夫 〔市民スポーツ&文化研究所〕

山崎律子 〔余暇問題研究所〕

横内靖典 〔城西大学〕

-5一
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大会参加者へのご案内

(1)受付

|第 1日目 地域研究「江戸~東京のレジャー・レクリエーションJI 

11月16日(金)
13: 00-15: 00東武伊勢崎線東向島駅~向島百花園~言問団子~長命寺桜餅~

三囲神社(江戸の人気レジャーコース)-東京スカイツリー

受付場所 東武鉄道東向島駅改札口

受付時間 12・50-13目00
参加費用 ￥1，000-(現地徴収) 雨天決行

※黄酸り事慣主上最担巴聖士会安土芝空三票固L左四室主壇貫工堕理工型金が玄夏巨
主主主~~主主ι男L.君主主日京支長ι委型日開込庄工虫由主主会璽任委員長唖閉ま里
主主d~賓斗~:t貫ふ@連糧生貫貫費雪i主主盈立吐堕費電話費費~士
投Lfr界よ査盛支立記主り主主性重I地域聞賓委担里込止主更生五 03-坦明ゴ5坦
世芝方法畑区明同島明hi急~臥豆島知己立三主主~~聞込締坦ょ 11 旦]旦旦i主i

厘三旦旦 基調講演・シンポジウム・懇親会|

11月17日(土) 受付場所 12号館1階102教室前
受付時間 12:00-16目00

|第3日目 研究発表・総会・学会賞表彰式・特別セッション・閉会式|

11月18日(日) 受付場所 12号館1階102教室前
受付時間 9:00-16:00 

(2)大会参加費(2，3日目通分)・懇親会費
(大会参加費) 正会員、非会員 ￥4，000-

学生(大学院修士課程、学部、短大、専門学校) 無 料

※受付時に学生証(有効期限)の提示を条件に無料とします。

(懇親会費) ￥5，000 

。合計額を 11月10日(土)までに下記にお振込みください。
三井住友銀行経堂支扇普通預金口座6864511
口座名「日本レジャー・レクリエーション学会大会組織委員会」

(3)昼食
17日(土)・ 18日(日)大学食堂は閉屈しております。 12号館地下のセブンイレブン
(飲食スペースあり)か、 JR四谷駅ビル(アトレ)、 JR田谷駅麹町口前の主婦会館・スク

ワール麹町(消防庁共済会館)、ホテルニューオータニなどの飲食庖をご利用ください。

(4)駐車場
上智大学構内に駐車場はありません。公共交通機関のご利用をおすすめします。

(5)喫煙場所
構内は全面禁煙です。喫煙は12号館前の所定の場所(屋外)でのみお願い致します。
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研究(口頭)発表へのお願いとお知らせ
1 口頭研究発表者へのお願いとお知らせ

(1)会場受付を発表するユニット開始時間の30分前までに済ませて下さい。尚、会場受付

時に未払諸費用(年会費、参加費等)がある方は支払手続(全納)を済ませて頂きます。

(2)発表会場(教室)にはユニット開始時間の20分前までに入室(次演者席付)して下さい。

(3)配布資料(レジュメ、補足資料等)のある方は50部をご用意して下さい。発表予定の教

室に待機している補助学生にお渡し下さい。尚、演題番号(例:A-1)、演題名、演者氏

名(筆頭)を記載して下さい。また、残部はお持ち帰りのほどお願い致します(厳守)。

(4) 発表開閉l主1連題巨2主良金主主~会経過ω明:: 1 周り竺l~全経過暁区2国竺些

査哩i;L-整主主主旦ま支ι質援毘賓!主j思襲五金~~主主史上尊民賃住享忠
(5)メディア対応については、 PCのOSはWindows対応(7， Vista， XP)のみとなります。

App I i cat i onはPowerPoint2007，2003 と致しますofk翌り眼宴査三重葺虫夏民~査空

前型発衰の君!主佐投足ヱf後発表i'ROX1J1主13:3則立担査発表会境I::!JZ，1:員提長三立おk
(6)動画対応については、 WindowsMedia Playerのみとなります。

2 口頭研究発表の座長へのお願いとお知らせ

(1 )会場受付は、座長をする発表ユニットの開始30分前までに済ませて下さい。

(2)発表会場(教室)には発表ユニットの開始20分前までに入室(次座長席付)して下さい。

(3)時間を厳守(発表時間質疑応答時間)して進行するようお願いします。

(4)質疑応答は原則として各ユニット毎にまとめて執り行うようにして下さい。

(5)発表取消等で空き時間ができた場合は、討論や休息に当てられる等、ご裁量下さい。

3 口頭研究発表における質問者へのお願い

(1)挙手をし、座長の指示を待って所属先と氏名を告げ、質問をして下さい。

(2) 質問は演者、座長、会場の聴講者に努めてわかりやすいように発言して下さい。

4 ポスター研究発表者へのお願いとお知らせ

(1)会場受付を、ポスターの掲示作業が開始される 15分前までに済ませて下さい。尚、会場

受付時に未払諸費用(正会員の年会費、参加費等)がある方は支払手続(全納)を済ませて頂き

ます。

(2)掲示するポスターボードのサイズは幅80cmx高110cm(模造紙サイズ)です。

ポスターのサイズが多少このサイズ、をオーバーしても支障ありません。

(3)掲示に使用する文房具については画鋲でお願いします。

(4)掲示するポスターボードは、演題番号(例目 P-2)の貼付により指示します。

(5)質疑応答の時聞は 11:20-12:00です。時間内はポスターの前で待機をお願いします。

(6)ポスターの撤収時間は12目00-12:30です。必ずお持ち帰り下さい(厳守)。

-研究奨励賞ーポスター発表部門ー について

昨年度より、学会賞研究奨励賞に「ポスター発表部門」が設けられています。同日夕方に

開催される閉会式において、優秀ポスターへの表彰(会長賞と理事長賞)を行います。「研

究奨励賞ーポスター発表部門一」選考の該当資格は、筆頭著者が学生(大学院生、大学生、

短期大学生、専門学校生等)であることとなっています。
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-第42回学会大会開催地略図

事上智大学

M 

.，輔崎 Na.l (1)6零省毎春場目町"'"蝿 <<912号館 嗣 g胤 clクJレツプ咋ル 刷 ppHall

o，号舘 岡 gNc.2 .7号錦 B崎 ""7 ⑧J曙紀尾捕ピル 岬，"~曲 B均一 @マンンオいル MachineH副

.，号館 B噛"" 。8号館 酋同出a @ホフマノ・ホール 糊同fj)ハヲステショ;..-1 POW前"酬の I

..号書官 邸d回NC>.4 09号館 B均出S 保健セJト 相附白帽 @ハワステーション11 Pow9(Stati加川

@修醐 "，m~帥 (11)10号貧富 包跡地唱。 @中央届輔 同創出問 ②パワステーンヨ:.-mp，叩抽ωm
プール 釦~mmaogPool 6)11号館 BidgNo.ll 総合研努傑崎船 出向醐釘"'同蜘帽@クルドゥ'"、イム 陶仰向川

〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町7-1

OS.J ハウス ，""H似蹄 ~E繍(B勾 θ
⑧上智町ピル J~川町向ach\BU!ld 吻

.." "帥酬叩.5口町@断{臨開削)

糧食堂AastalJralll .蝿(野，.絃下帥醐醐刈@噛"約⑤悠下科歯酬刷
• AEO (自動体!舛式総.，島義J学内Sカ所向。川崎tedExternal Deflbrillato， 
争コJピニエンススげ師同抽醐鋭醐@地下回醐満州

JR中央線、東京メトロ丸ノ内線・南北線/四谷駅麹町口・赤坂口から徒歩5分

※大会期間中は土・日のため新宿通りに面した北円は閉鎖されています。聖イグナチオ教会の右側の

ソフィア通り(江戸城外堀の土手沿いの一方通行の道)をホテルニューオータニ方面に約 200m

歩いた左手にある「正門 」からお入りください。正門から真っ直ぐ歩き、初めての十字路を左折し

て突き当りの左側の建物が会場の 112号館」です。

※キャンパス内には駐車場がありません。周辺の駐車場をご利用ください。

駐車場案内(財団法人東京都道路整備保全公社ホームページ)
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第 42回学会大会

基調講演

シンポジウム

特別セッション
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基調講演

2010年春川ワールドレジャー総会の再検討と

レジャー・レクリヱーションの価値及び機能

金俊希

(韓国レジャー・レクリエーション学会名誉会長・Yongln University教授)

ワールドレジャー総会は“レジャー活動を通じた人類の豊かな生活の追求"をもとに創設されたワー

ルドレジャー機構 (WOL)によって 2年に 1回大陸別に循環開催されている最高の権威をもっレジャ

ー分野の学術会議として、 1988年カナダのレイルクで第 l回目の総会が聞かれた。

そして第 11回目の総会は、韓国の江原道に位置する春川市で 2010年 8月 28日から 9月2日まで

の6日間“余暇とアイデンティティ(Leisureand Identity)"というテーマで行われた。

40カ国のレジャー関連学者、政策関係者、企業人、学生など 3150名が参加し、 8月28日総会登録

と前夜祭、 29日開幕式と基底講演など、 9月2日まで多様なセッション、ワークショップ、シンポジウ

ムなどが行われた。特に“余暇とアイデンティティCLeisureand Identity)"をテーマに750編の論文

が発表されており、こうした学術活動と共にさまざまな体験プログラムも行われた。

またワールドレジャー総会と共にワールドレジャー競技大会を初めて開催された。これは春川市とワ

ールドレジャー機構が主催するものとして、世界 67カ国から 14927名が参加した最大規模のレジャー

大会で、あった。この大会によって春川は世界的なレジャー都市として跳躍した。

第1回春川ワールドレ、ジャー競技大会(l'stWorld Leisure Games Chun -Cheon 2010)は、体験に

よる生活の向上を主題にソンアムスポーツタウンーや滑空競技場などで、 2010年 8月28日から 9月5

日までの 9日間行われており、従来レジャー総会たけで聞かれた世界大会が 2010年春川で初めて総合

競技大会と共に開催された。

今大会は、余暇学からレクリエーション、公園、観光、保健、心理学、ホテノレ経営学などレジャー

と関連するすべての分野の学問領域を扱う国際的な学術行事として、今後のレジャー学の流れが伺える

ことで国内外の関心が集められた。さらに初めに行われたレジャー競技大会は、人が追求する幸せな人

生、健康、生活向上、豊かな生活追求に相応しい理論的レジャーと実践のレジャーが創り上げたレジャ

ーの機能と役割にその価値が認められる行事であったと考えられる。
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2012学会大会シンポジウム「スポーツ基本法とレクリエーションj

シンポジウム「スポーツ基本法とレクリエーション

.....2013年東京国体準備・ 2020年東京オリンピック招致の中で.....J

コーディネーター 森川貞夫

(日本体育大学名誉教捜・市民スポーツ&文化研究所代表)

く開催趣旨>

昨年制定されたスポーツ基本法の第 24条には「国及び地方公共団体は、心身の健全な発達、生きが

いのある豊かな生活の実現等のために行われるハイキング、サイクリング、キャンプ活動その他の野外

活動及びスポーツとして行われるレクリエーション活動(以下この条において「スポーツ・レクリエー

ション活動」という。)を普及奨励するため、野外活動又はスポーツ・レクリエーション活動に係るス

ポーツ施設の整備、住民の交流の場となる行事の実施その他の必要な施策を講ずるよう努めなければな

らない。」と規定されました。

周知のように旧スポーツ振興法では第 10条で「心身の健全な発達のために行われる徒歩旅行、自転

車旅行、キャンフ。活動その他の野外活動を普及奨励」するとあったのに比べるとかなり突っ込んだ内容

になっています。また施設整備だけではなく「住民の交流の場となる行事の実施その他の必要な施策を

講ずるよう努めなければならなしリという文言にあるように「スポーツ・レクリエーション活動」への

期待は従来よりまして大きいといえるでしょう。同時に国や地方公共団体だけではなく学会やレジャ

ー・レクリエーション関係団体の「連携・協働J(第 7条)により、「国民が生涯にわたり心身ともに健

康で文化的な生活を営む上で不可欠なJ¥スポーツを通じて幸福で、豊かな生活を営む」権利の実現のた

めに貢献することが求められているといえるのではないで、しょうか。

したがって本シンポジウムではそれぞれの演者が置かれている立場から来年開催される東京国体準

備と 2020年東京オリンピック招致の中でどのようなことを期待し、実現しようとしているかを論じ合

えればと考えています。またフロアからの積極的な質問や発言も期待します。
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シンポジウム「スポーツ基本法とレクリヱーション」

我が国のスポーツ政策の動向

~レジャー・レクリエーションの果たす役割について~

中平公士

(文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ振興課スポーツ指導専門宮)

11.スポーツ基本法について|

-制定の経緯

-スポーツ基本法の概要

-第24条 野外活動及びスポーツ・レクリェーション活動の普及奨励

!2.スポーツ基本計画について|

-制定の経緯

-スポーツ基本計画の概要

-レジャー・レクリエーションに関連する項目について

区三週

-具体的な取組事例
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シンポジウム「スポーツ基本法とレクリエーション」

杉山茂

(東京都スポーツ振興審議会会長・スポーツプロデューサ一)

「スポーツ基本法」は、スポーツの社会的な役割を明らかにした点が、いささか遅きに失したとはいえ

大きな特徴といえる。

その“具体的な手法"として、スポーツに親しむ(行う)者とスポーツ関係団体の努力規定を設け、そ

れらの権利や利益の保護、健康の保持増進などの推進を図るとしている。

スポーツは、スポーツ大好き人間の体育会的・運動部的信者だけのものではようやく無くなった。

「スポーツ基本法」によって、スポーツは一皮むけたとも言えるが、それをスポーツの格上げとばかり

に信者たちが浮かれあがっては元も子もない。「スポーツ」の社会的責任は過去とは比べものにならな

いほど大きく深く拡がった。

それは、改めて「スポーツとは」を聞い直すことになる。この作業を怠っては、日本のスポーツの“発

展"はいつまでも望めない。

改めてスポーツの本質は、プレイ=遊び にあることが認識され、「レクリエーション」との共通項を

強めることが求められる。

スポーツはスポーツだけのもので、あっては広がりが限られる。社会的、文化的なほかの活動との関わり

を深め、それらとの“合体"を目指すべきだろう。

それによってスポーツを通じてのクラブライフが展開できるし、スポーツツーリズムによって自然や環

境を身近に考えることができる。

健康をめぐっても休養(睡眠)、栄養などを含めてスポーツ愛好者同士の会話のなかからテーマを探し

出したい。これらの交流は、地域への愛着を育み、活力(一体感)を呼ぶことが期待される。とはいえ、

「スポーツ基本法」が打ち出す「住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備」は相変らず課題

が多い。

スポーツクラブも総合型という名目を冠するが故に“混乱"がつづいたままだ。ヨーロッパでも 5競技

(種目)以上を抱えるスポーツクラブは少なく、 30を越すスポーツ活動をつづける日本の「大学スポー

ツ」は彼(彼女)らの白からすれば驚きだ。私の理解する“総合"は多世代である。

施設の悩みも消えない。モデルとされた施設が提供される例はない。

指導者もボランティアの活用は進んでいるとされるが、軸となる専任指導者の“職業化"にはほど遠い。

「スポーツ基本法」はスポーツを楽しむ、スポーツで遊ぶ状況が整えられてこそ活きる。

この I法」でスポーツが拡充するのではなく、“スポーツ"を愛好する総ての人によってこの「法」を

光あるものにしたい。
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シンポジウム「スポーツ基本法とレクリエーションJ

津内陸

(東京都レクリエーション協会専門委員 a文教大学講師)

。「スポーツ基本法」の中でレクリェーションも法律の条文に!

第 24条「国及び地方公共団体は、心身の健全な発達、生きがいある豊かな生活の実現などのために

行われる(中略)野外活動及びスポーツとして行われるレクリェーション活動[スポーツ・レクリエー

ション活動】を普及振興するため、野外活動又はスポーツ・レクリエーション活動に係るスポーツ施設

の整備、住民の交流の場となる行事の実施その他必要な施策を講ずるよう努めなければならない。」

-諸外国のスポーツ関連法の3分類/国連の権利宣言や政策

-日本レクリエーション協会『高齢者の体力っくり支援事業」ニューエルダ一応援事業

-東京都レクリエーション協会 スポーツ祭東京2013 デモスポ行事

.1まち歩き」のすすめ
-東日本大震災支援

。スポ・レクイノベーションの必要性

スポーツ・レクリエーションを通して居心地の良さ、人と繋がる楽しさ、健康になれる喜びなどを実

感し、生活に活かす。参加者協働で、既存スポーツのルールを工夫変化させて楽しむ力を育む。

。アイデアキーワード

ニューウェーブ エアスポーツ/空中エクササイズ/ショー・クワイヤ

総合型スホーツクラブのテーマパーク化、宿泊、ジム、フィットネス、飲食施設

スポーツツーリズム/スポーツイベントを通しての企業とのコラボ

地域の歴史・文化に根付いたスポーツ・レクリエーションが地域を活性化

中高年消費の主役 カラオケボックス/フィットネスクラブ/TDL

社内のイベント IT企業に活力 障害物競走/ドッジボール/たこ揚げ

なでしこジャパン効果/東京マラソン効果/スポーツボランティア

ノミーチャルスポーツ・レクリェーション シンクロ動画の活用

ワンコインお試し体験講座の人気

MAKENA 1 FUTURE (負けない未来、自分で創る!)
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特別セッション (A)東日本大震災とレクリエーション

震災後の日常世界とレジャー・レクリエーション

-2年自の暮らしと復興支援~

コーディネータ一 山崎律子(余暇問題研究所長・学会震災対応プロジェクトリーダー)

0震災対応プロジェクトの活動

大自然の脅威に直面してから l年が経つ。その直後から、本学会の理事会有志が“震災対応準備委員

会"を設けた。実のところ、本学会として何をしてよし、か分からなかった。試行錯誤の末、その後理事

会の中に“震災対応プロジェクトチーム"が立ち上げられた。

数々の会合の結果、現場に直面して、活動している日本レクリエーション協会小田原一記先生、学生

と共に現場に関わった江戸川大学後藤新弥先生、そして学会員の小池和幸先生、田中伸彦先生、谷口勇

一先生などに、昨年開催された大分大学での本学会大会にシンポジストとして当時の状況を報告してい

ただいた。(レジャー・レクリエーション研究 69号・ p99~ p 116) 

そこで得たものは、本学会員としての連帯感と、実践力の必要性だ、った。そこで本学会の社会的使命

の中心課題である“すべての人々のQOLを高める"ためには、本学会員の連帯意識と実践力の向上が必

須であると認識された。その具体的な情報共有のための下記に示す専用メールを開設して、学会員の

方々の情報交換を通して、震災対応支援活動を行う態勢を整えて、活動の様子をぜひ知らせてくださる

ことを願ってきた。また、お寄せくださった情報を分類整理することを進めて、長期的にも対応できる

ようにしている。

専用メールアドレス 3.lldisaster.Japan@jslrs.jp 

そして、いただいた情報は、学会のホームページに掲載させていただくようにしている。ちなみに、

ホームページは・.. 

学会ホームページ URL:http://jslrs.jp/3.lldisaster.japan/ 

学会員の皆様の積極的なご協力を切にお願いしたい。

0今回の特別セッション

さらに今回は、現場で献身的に活動されている福島県レクリエーション協会事務局長の佐藤喜也先生

に、 2年目の状況をお聞きすることにした。

本学会としても 2年目が正念場であることを銘記して、積極的かっ活発なご質問、ご意見をいただき

たい。そして本学会の社会的使命の一つで、ある震災対応の道筋を明らかにする機会となることを期待し

たい。そのためには、学会員一人一人のご協力が欠かせない。
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外で遊びたい!故郷に帰りたい!

~福島県の被災者の現状とレクリエーション協会の動き~

佐藤喜也(特定非営利活動法人福島県レクリエーション協会事務局長)

1 3月11日からのこと

震災直後、私達は、福島県や事務局のある福島市の社会福祉協議会に対して、必要な支援にはいつで

も応える旨の連絡を入れ、情報収集・避難所の状況把握を行い、平日でも動けるメンバーを募りながら

3月22日から避難所訪問を開始しました。

避難所では様々な話をお聴きしました。それぞれに被害の深刻さ、及び被災者の心の重さを訴えるお

話でした。私達が、たくさんの話を聴くことができたのは、「マニキュア」や「喫茶」、「マッサージ」等を

避難所で提供するアクティピティの中に位置づけたからだと思います。

2 避難所から仮設住宅へ

8月になると避難所は閉鎖され、避難者の生活の場は仮設住宅に移っていきました。

福島県協会も、 8月から仮設住宅を訪問してきましたが、そのきっかけは、震災前からずっとつなが

りを持ってきた社会福祉協議会との関係でした。「播いた種しか刈り取れない。」と言いますが、日常の

関わりがこのような非常時に役立つことを強く感じました。

3 そして巡り来た3月11日

震災から 1年を過ぎて、私達がある仮設住宅を訪問したとき、年配の女性から声を掛けられました。

「待ってたよ、 1年たったら急に誰も来てくれなくなっちゃってさ。」

忘れ去られていくことへの恐れは私達にもあります。忘れ去られて起きる高齢者の孤独死や、放射能

で外遊びが大きく制限されてから 1年以上がたつ、子どもたちの健康の問題と、私達はこれからも、福

島の地で闘し、続けなければなりません。

4 レクリエーションにできること

外で遊びたいのに遊べない。故郷に帰りたいのに帰れない。福島県の被害は目に見えない、そして復

興に最も長く時間を要する被害かも知れません。その苦しみを背負っている被災者のために私達ができ

ることは、苦しみの中でも楽しさを伝えることであり、「私達は忘れません。」という気持ちを、レクリ

エーション活動の楽しさにのせて伝えることだと思います。

I筋トレは疲れるから行かない。」と言っている高齢の女性の方は私達の訪問には、欠かさずおいで

になります。震災後5月から行っている保育所・幼稚園の訪問は、最初は「押しかけIで始まりましたが、

今はたくさんの保育所・幼稚園、小学校からもオファーを頂きます。

震災直後は、「レクリエーションって、何ができるの ?Jと避難所を担当する行政職員から語られまし

た。あってはならないことですが、もしも再びこのようなことが起きたときのためにも、市民・行政が

認めてくれる制度の確立が必要です。

「何かをなし得るためには、心底信じる人の懸命な努力がなければうまくはいかない。そういった人

は、片手間でやる人の中からは見いだせない。Jというドラッカーの言葉をかみしめながら、私達はま

た被災地へ向かいます。
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特別セッション (8) 公園レクリエーション

都市公園におけるレクリヱーション・サービスの現状と課題

森本千尋(公園財団 公園管理運営研究所開発研究部長)

田中裕子(公園財団 越後公園管理センター)

はじめに

都市公園は、主として屋外レクリエーションの場であり 1956年制定の都市公園法では、園路及び広

場、休養施設、遊戯施設、運動施設、教養施設と言って施設を公園に設置できる施設と定めている。公

物管理として、これらの施設の利用環境を維持すること(維持管理)から、社会環境の変化に対応した

サービスの提供の重要性がますます高まっている。本稿では、都市公園におけるレクリエーションに関

するニーズ、に応える利用者サービスを概括し、公園レクリェーションの活性化に向けた課題を整理する。

1 .近年の公園管理の動向 ~利用者サービスの向上という命題

平成 15年の地方自治法の一部改正により、「公の施設のより効果的・効率的な管理を行うため」、指

定管理者制度が導入された。他の公共施設同様、都市公園の管理業務においても、都道府県、政令市、

人口規模の大きい自治体で、また、総合公園等の規模の大きい公園での本制度の導入率は高い。 1)

本制度は、管理費の縮減とともに利用者サービスの向上という効果が求められているが、本制度導入

に伴う利用者サービス向上の具体的事例(都市公園に限らず)としては、開館日時の延長、講座・イベ

ントの充実、予約制度の改善、料金設定の変更、設備の充実、広報の充実に関するものがあげられてい

る。 2)

東京都立公園の指定管理者の選定基準をみると、業務の知識及び経験、安定的な経営基盤、管理運営

体制の確保、適正な維持管理能力とともに、「公園利用者に対する質の高いサービスの提供を行えるこ

と」が含まれており、指定管理者の行った管理運営状況の評価の観点には、事業効果の項目の一つに「利

用者サービス向上の取組(イベントや情報発信、圏内サインの工夫)Jとあげられている。東京都のホ

ームページで公表されている都立公園の評価結果を見ると、公園利用を誘発し、公園の環境や資源を有

効に活用した公園利用の幅を広げる試みが利用者サービスの向上として評価できる項目とみなされて

いることがわかる。(表1参照)

表1 東京都立公園指定管理業務の評価における利用者サービス関係項目の整理

区分 事例

多様な主体との連携 地元警察・消防との連携、文化館との協働、アーアイストとのコフボレーション、ボフンア

ィアとの協働ほか

イベント セミナー、コンサート、樹林観察会、里子外展不会、ガイドツアー、花壇コンァスト、水仙ま

つり、伝統的構物手入れ、寄席、ウォーキングイベントほか

体験型、利用者参加型 外来種の防除・希少種の保護活動、ため池保全、田畑作業体験(サツマイモ、シイタケ、田

んぼ)、各種ボランティア活動ほか

レクリエーション利用情 HPリ二ューアル、マールマガジンの配信、掲不板の増設、携帯端末の活用、生きものマップ

報の発信 作成、子ども向けガイドブックほか

※ 平成 23年度指定管理者管理運営状況評価評価結果一覧(都立公園等)より

指定管理者制度の導入により、公園利用者の自由なレクリエーション利用を座して待つので、はなく、
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公園の有するレクリエーションの場としてのポテンシャルを最大に引き出すことが、ますます求められ

るようになったと言えよう O

2.公園マネジメントにおけるレクリエーション・サービス

公園利用者は一律ではない。公園も立地環境や施設内容によりその役割はさまざまである。利用実態

調査で把握できることは、マスとしての公園利用者の利用動向や利用意向である。したがって、レクリ

エーション・サービスを企画する場合は、大量の動員力のあるイベントも行いつつ、少人数のイベント

も企画する。また、高齢者の参加しやすいプログラム、学校団体のニーズに応える学習プログラム、障

害を持つ方も参加できるプログラムなど、きめの細かい対応も必要である。

公園の持つ資源を生かしたテーマ展開(景観、自然資源、歴史文化、地域の文化や産業、健康、防災

など)や、地域振興、観光振興、地域環境の保全など公園の立地する地域全体から見た公園の役割につ

いても留意しなければならない。さらに、それらのレクリエーション・サービスの計画段階から実行段

階までのさまざまな場面で、住民、ボランティア団体、 NPO、各種関係機関等との連携も利用者サービ

スの質を向上させる上で重要となる。

サービスの形態も、単発のイベント、ガイド型(人によるガイド、ウォーキング、コースの設定やガイ

ド、マップを活用したセルフガイドなど)、また、バーベキューなどの食の楽しみの提供、雑木林の手入

れなどの作業型など、分類不能なほど多様である。

3.市民参加によるレクリヱーション・サービス

さらに、指定管理者制度とともに、市民参加による公園運営も広がっており、公園ボランティアの活

動内容は多岐にわたる。参加者は比較的年齢の高い方が多く、社会参加活動そのものが余暇活動のーっ

となっていると言える。そして、このようなボランティア活動が、一般公園利用者のためのレクリエー

ション・サービスの拡充にもつながっている。

公園管理者のお手伝いをするボランティアばかりでなく、一定のエリアの管理運営の多くの部門をボ

ランティアの活動として実施している例も見られる。

当財団が毎年募集している I夢プラン」は、国営公園で自分たちがやってみたいことを提案していた

だく事業だが、アイデア部門、チャレンジ部門に数多くの応募があり、レクリエーション・サービスが

公園管理者から利用者への一方通行ではないことを実感する。

おわりに

都市公園は、レクリエーションの場としてばかりでなく、防災(災害時の避難地や救援活動の場など)、

環境保全(ヒートアイランド現象の緩和、生物の生息・生育環境など)、景観(地域の歴史文化資源と

一体となった緑など)の機能を持っている。都市住民の豊かなレクリエーション体験は、これらの都市

公園機能が生かされてこそと考える。公園や地域の持つ資源(環境、施設、人材、情報等)についての

深い理解・認識がレクリエーション・サービスの提供者二公園管理者に求められる。

参考文献

1)(社)日本公園緑地協会「指定管理者制度に関するアンケート調査報告書j平成22年 12月

2)大阪市「平成22年度指定管理者の管理運営状況に対する評価結果j平成24年4月 1日
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第 42回学会大会

研究(口頭)発表・演題

ポスター発表
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日本レジャー・レクリエーション学会 第42回学会大会
口頭発表演題

-研究発表A会場 12号館2階202教室

1・9: 00~ 1O : 00 座長高橋伸[国際基督教大学]i 
A-1 保育園幼児の生活と夜 10時以降の活動 -2011年調査より一

0前橋 明[早稲田大学]、泉秀生[郡山女子大学]、松尾瑞穂[国際学院埼玉短期大学]

A← 2 幼稚閏幼児の生活実態と習い事との関連性 (2011年調査結果)

0泉秀生 [郡山女子大学]、前橋明 [早稲田大学]
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0松尾瑞穂[国際学院埼玉短期大学、前橋 明[早稲田大学]
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-研究発表B会場 12号館2階203教室
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0堀田哲一郎[鹿児島国際大学]
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O上岡洋晴[東京農業大学]、本多卓也[日本学術振興会]
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B-ll 都市近郊緑地における管理団体の発足形態と活動継続性関す研究

0上回早織[東京ランドスケープ研究所]、麻生 恵[東京農業大学]
大質疑応答
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I A-1 I 

保育園幼児の生活と夜 10時以降の活動
-2011年調査よりー

0前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

泉 秀生[郡山女子大学] 松尾瑞穂[国際学院埼玉短期大学]

key words :保育園幼児，生活習慣，生活リズム 夜 10時以降の活動， 2011年生活調査

はじめに

本研究では、保育園幼児の保護者に対し、子どもの生活習慣調査を実施し、その結果から、保育園幼

児の抱える生活習慣や夜の時間の過ごし方に関する課題とその対策を模索することとした。

方 法

2011年に保育園幼児 9，787名の保護者に対し、その子どもの生活習慣の実態を調査した。主な質問

項目は、就寝時刻、夜 10時以降の活動、起床時刻、朝食摂取状況、朝の排便状況、帰宅後のあそび、

帰宅後の主なあそび場などであった。

結 果

保育園幼児の生活活動の時間・内容および人数を 年齢別・性別に表1← 1・表1-2に示した。夜
10時以降に就寝する幼児が、どのような活動をしているのかをみると、 3歳男児では、おもちゃでの

あそび (11.7%)が最も多く、次いで、、テレビ視聴(10.4%)であった(図 1-1)。女児では、テレ

ピ視聴 (8.8%)が最も多く、次いで、本読み (8.0%)であった。 4歳以上児では、男女ともテレビ視

表1-1 保育園幼児の生活活動の時間・内容および人数(男児)
¥¥¥  歩十品| l歳児(861人) 1 2歳児(1213人) 1 3歳児(1257人) 1 4歳児(830人) 1 5歳児(564人) 1 6歳児(229人)

項目¥¥斗平均値 程l平均値 i監|平均値 l程|平均値!需|平均値 l程|平均値|瀧
且望時刻 21時06分i41分121時19分141分121時28分140分121時30分! 38分121時31分I39分121時28分 34分

煙堅時間 9時間47分140:5汁 9時間39分139分19時間33分141分 9時間2防士 3耐子 9時間22:5士 39分 9時間2行士 37分
一一一ー一一l型床時立 1 6時53分132分1 6時58分133分1 7時限分135分 日時5防士 29:5士 6時53:5士 31:5示 6時5附士 29分
一 一
同食時刻 | 7時17分128分1 7時21分128分1 7時2扮 27分1 7時1扮 2扮 7時lR分 2扮 7時1扮 2R分

世便時刻 1 10時11分1251分113時21分1295分い3時日分 30E分113S寺3訪れ21分 12日寺1扮 327分113時11分1330分
陸車時刻 1 8時10分123分1 8時13分131分1 8時1必判 22分1 8時12分125分1 8時15:5示 41)士 8時10:5示 2R分
同閑時間 12分1 8分 12分1 8分 12分 8分 10分1 7分 弱士 7分 何士 7分

|あそひ時間 |3時間13分193分13時間13分!88分13時間C自分 9出土 2時間48:5士188:5士 2時間19分 7防士 2時間28:5ま R7分

いもタトあそひ時間 24分I34分 29分 36分 30:5士 38分 初分136分 32分139分 27分139分
一一一 一

うち、TV・ピデオ視聴時間11時間40分 80分12時間01分 78分12時間日分 75分 1時扇面到 7扮 1時間48分161分 1時間55:5分167分

|遊ぶ人数(人 2.1 1.2 1 2.1 I 1.02.3  1 1.1 1 .4 1 1.1 1 2.4 1 1.2 1 2.3 1 1.0 

|夕食時刻 一 1 18時32分 40分118待37分138分118扇面否T4u蚕11時43分I38分118時43分I38分118時49分I37分
表1-2 保育園幼児の生活活動の時間・内容および人数(女児)

¥¥¥  針色| 1歳児(851人) 1 2歳児(1196人) 1 3歳児(1167人) 1 4歳児(813人) 1 5歳児(568人) 1 6歳児(238人)

項目 ¥¥J平均値|惇|平均値|監|平均値|僅|平均値|群|平均値 群|平均値;監
且雪時実 21時09分144分121時22分141分121時27分139分121時29分139分121時30分 34分121時27分 37分

陛堕時間 19時間46分I41分19時間40分I39分19時間33分I37分|9時間30分I39分19時間22分:34分19時間24分 3f分
埋刷寺安リ 1 6時56分I33分1 7時02分I30分1 7時01分l29分1 6時59分I31分1 6時52分筑分1 6時51分 31分|
用食時刻 1 7時19分128分1 7時23分 2ち示1 7時2必判 27分 1 7時21:5士 29:5示1 7時14分 28:5汁 7時14分 30分
世{f時刻 10時46分 270分114時17分 274分 14時34分 281分間寺10分 307分112時09分1321分112日寺32分 325分

陸国時亥 1 8時10分 23分1 8時13分 22分1 8時14分122分 自時13:5士 2耐士 8時1(分 2均十 8時関分 3(分

恒男F問 12分 7分 12分 8分 11分|自分 附士扮 8分 6分十 扮 8分

恒思召尋問13時間:312I3時明器Frl耕一樹J212
時間;;2;:非時間;z;;2

巴 TV・ビデオ視聴時間 1時間42分179分11時間53分176分12時間02分178分11時間59分177分11時間53分1209分12時間00分 6E分一 一
陸主主聖日) 2.1 I 1.1 I 2.2 I 1.02.2  1 1.1 1 2.2 I 1.0 1 2.3 I 1.1 2.5 I 1.4 
L夕食時刻 I 18時36分I39分I18時38分I38分I18時39:5士 37分I18時43分|ω分I18時45分I39分I18時485士 41分
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図1ー 1 幼児の夜 10時以降の活動(保育園3・4歳児， 2011年)

10 四 30 40 50何色)

聴 (12.2%~14.7%) が第 1 位で、あった(図 1 -2)。中でも、テレビ視聴・ビデオ視聴、テレビゲー

ムといった光刺激を伴う活動の人数割合をあわせると、 1歳男児で 5.3%、女児で 8.8%、2歳男児で

11.8%、女児で 11.7%、3歳男児で 13.8%、女児で 16.9%、4歳男児で20.1%、女児で 17.1%、5歳

男児で 23.5%、女児で 19.1%、6歳男児で 17.4%、女児で 22.3%となった。

また、夜 10時を過ぎてテレビ視聴、ビデオ視聴、テレビゲームを行う幼児の人数割合は、男児は4

歳と 5歳で、女児では6歳で、それぞれ2割を超えた(図 2L

q
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図1-2 幼児の夜 10時以降の活動(保育園5・6歳児， 2011年)

考 察

睡眠時間は、 4歳を過ぎると平均9時間 30分以下の短時間睡眠となり、注意・集中力のなさや、イ

ライラ感の増大、じっとしていられない状態を誘発していくことが心配された。幼児期の睡眠と覚醒の

リズムを図3で示すとおり、午後 10時には就寝していてもらいたいが、多くの子どもたちが起きて図

1で示す様々な活動を行っている。中でも、光や音の刺激の強いテレビやビデオ視聴、テレビゲームの

実施は、睡眠とは逆行するものであり、この状態が維持されると、健康的な睡眠リズムの確立は難しい。

子どもたちの睡眠のリズムが乱れると、図4で示すように、朝ご飯が食べられない、摂食のリズムが

4
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4歳

5歳」一一一17.4
6歳 l
L 

10 15 20 25 (q，も)

図2 夜10時以降にテレビ視聴、ビデオ視聴、
テレビゲームを行う保育圏幼児の人数割合

崩れていく Oエネルギーをとらないと、

午前中の活動力が低下し、運動不足に

なり、心地良い疲れが得られず早く眠

れないという悪循環となる。そして、

体力低下を生じるだけでなく、自律神

経の働きが弱まって、体温リズムの乱

れを生じ、やがて、ホルモンの分泌リ

ズムも崩れてくる。このような状態に

なってくると、子どもたちは、体調の

不調を起こして、精神不安定にも陥り

やすくなって、勉強どころではなくな

る。学力低下や体力低下を引き起こす

ようになっていく O

つまり、睡眠、食事、運動の機会が

子どもたちの生活に保障されないと、

白律神経の働きが悪くなって、オート

マティックにからだを守ることができなくなり、結果的に意欲もわかず、自発的に、自主的に行動でき

なくなっていくのである。そのような問題を生じさせないようにするためにも、今回、確認されている

夜間、とくに夜 10時以降の諸活動は控えさせたいものである。

まとめ

子どもたちの活動が効率よく展開されるためには、まず、子どもたちの生活を整え、 1f3のスタート

を快く開始できる状態にもっていくことが、最も大切なことである。そのためにも、今回の調査で、保

育園幼児に多いと明らかになった、睡眠を妨げる光刺激や音刺激のあるメディアを用いた夜のあそびは

できうる限り控えて睡眠を整え、より一層の生活リズム向上に向けての努力が求められると言えよう。

文 献

1)前橋 明:子どもたちが抱える健康福祉上の諸問題，日本教育No.406，pp.14-17， 2011. 

2)前橋 明:体温リズムと子どもの生活 心身ともに健康で、生き生きとした暮らしづくりのための

知恵一，小児歯科臨床 16(6)，pp.16-22， 2011. 
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幼稚園幼児の生活実態と習い事との関連性 (2011年調査結果)

O泉 秀生(郡山女子大学) 前橋 明(早稲田大学)

キーワード:幼稚園幼児，生活時間，習い事，睡眠時間，テレビ視聴時間

はじめに

近年、社会全体の夜型化やテレビ・ビデオの過度な利用、保護者中心の夜型生活な

どの影響から、子どもたちの生活も遅寝遅起きや短時間睡眠となり、その睡眠リズム

の乱れから、幼児期でさえも、精神的疲労症状を訴える子どもの存在 1)が確認されて

きた。子どもたちの就寝時刻を早め、夜間の十分な睡眠時間を確保させるためには、

日中の外あそびを積極的に行えるようにし、夜には、心地よい疲労感を抱かせること

が効果的 Z) である。

しかし、外あそびの実施には、時間・空間・仲間といった 3つの問(マ)が必要で

あるため、近年の子どもたちにとって、女性の社会進出や防災、防犯、少子化などか

ら、これら 3つの間(サンマ)を揃えるのは幼児期の子どもを育てる家庭にとって、

容易ではない O 実際、幼児の生活実態調査の結果から、保育園幼児と比べて降園時刻

が早く、帰宅後に戸外でのあそびに興じる時間のもてる幼稚園 5・6歳児においても、

外あそび時聞が男女ともに平均 1時間程度 3)であり、その短さが顕著であった。

これらのことを考えると、時間・空間・仲間のサンマが揃っており、かつ、安心・

安全な環境が整っている活動として「習い事」があり、その中でも、とくに「動的な

習い事」をしている子どもほど、規則正しい生活を送れていることが予想されるが、

これまで、「習い事」と生活実態との関連性を詳細に検討された報告はなされていない O

そこで、本研究では、幼稚園幼児の生活習慣調査を実施し、幼稚園からの帰宅後の「習

い事jの内容別に、幼稚園児の生活実態を分析して、それらの関連性を調べることとした。

そして、近年の幼児期の子どもの生活習慣改善のための方策と具体的な保育・教育実践の

あり方を検討して、子育てや保育・教育、ならびに、子どもたちの健康福祉活動に寄与す

べき知見を得ようと考えた。

方法

2011 年 1 月 ~12 月に 1 都 9 県(東京都・埼玉，千葉，栃木，静岡，愛知，岡山，香川 1 ，

高知，沖縄の各県)の幼稚園 5 ・6歳児 1，149名(男児 588名，女児 561名)の保護者に

対して、幼児の生活習慣調査 4)を実施した。

調査内容は、習い事の有無・内容、就寝時刻、起床時刻、外あそび時間などであった O

習い事に関しては、「していないJi静的な習い事をしている Ji動的な習い事をしている」

「静的・動的両方をしている」の 4群に分けて、それぞれの生活実態を分析した。

統計処理は、 SPSS(ver. 20)を用いて、一元配置の分散分析、 Bonfferoniの多重比較や χ

2検定を行い、あわせて、相関係数を算出した。

結 L 果

習い事の内容を図 1に、また、習い事の内容足iJにみた生活時間を表 1- 1と表 1- 2に

それぞれ示した。また、習い事の内容別にみた生活実態を図 2 (女児)、図 3~ 図 7 (男児)

に示し、生活要因相互の関連性を図 8- 1と図 8- 2に男女別にそれぞれ示した。
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図1幼稚園5・6歳児の習い事の人数割合(2011年)

表1ー1幼稚園男児の習い事の内容別にみた生活時間(2011年)

10 

女運動系の習い事

平均値(標準偏差)

習い事の内容 夕食開始時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 朝食開始時刻 通園時刻 外あそび時間 TV・ビデオ時間

動的な習い事 18時31分 20時54分 本* 10時間00分 6時53分 7時17分 8時23分 56分 1時間40分

(N=124) (38分) *** (37分*** (32分***(27分) (24分) (25分***(52分) (58分)
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男児全体平均 18時42分 21時06分 9時間47分 6時54分 7時17分 B時14分 1時間01分 1時間47分

LN=582) (41分) (42分) (38分) (28分) (25~'l (28分) (65分) (61分)

表1-2幼稚園女児の習い事の内容別にみた生活時間(2011年)

習い事をしていない幼児との差 *pく0.05，** p<O.Ol ， *料p<O.OOl

平均値(標準偏差)

習い事の内容 夕食開始時刻 就寝時刻 睡眠時間 起床時刻 朝食開始時刻 通園時刻 外あそび時間 TV・ビデオ時間

動的な習い事 18時34分 21時00分 10時間00分 7時00分 7時23分 8時25分 42分 1時間54分

(N=74) (36分) ** (34分*** (34分)林*(25分) (25分) (29分*ホ*(43分) (61分)
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当ドヰ
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静的・動的両方 18時37分* 20時53分 10時間03分 6時56分 7時22分 8時25分 44分 1時間37分

(N=78) (35分) (33分*** (30分)料*(23分) (22分) (27分) *** (41分) (52分)

していない 18時54分 21時21分 9時間39分 7時00分 7時21分 B時10分 55分 1時間55分

(N=262) (43分) (41分) (40分) (25分) (23分) (28分) (56分) (64分)

女児全体平均 18時45分 21時10分 10時間01分 6時58分 7時21分 8時16分 51分 1時間50分

(N=553) (41分) (41分) (35分) (25分) (23分) (29分) (52分) (63分)
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図Bー1生活要因相互の関連性(幼稚園5・6歳男児)
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図8-2生活要因相互の関連性(幼稚園5・6歳女児)

男女ともに、習い事をしている子どもが 50.0%以上、確認された O とくに、男女ともに

「スイミング」や「学習塾・くもん」が上位であったことは、 2010年に行われた先行研究

5， 6 )においても同様であった O しかし、 1991年の報告 71によると、幼児期のうちに「学

習塾」に通っている子どもは皆無で、「スイミング」を行っている子どもが多く、小学 5年

生で、「スイミング」を辞めて「学習塾Jに通う子どもが多くなるとのことであった。これ

らの結果から、早期教育に対する保護者の考え方の変化や経済状況の変化、また、学習塾

に通わなくても、家庭において通信教育が受けられる等、時代の変化とともに習い事の内

容や習わせる年齢も変化していることを確認した。

次に、子どもたちの生活実態をみると、「習い事をしていなしリ幼児や「静的な習い事を

している」幼児では、就寝時刻が 21時を超え、睡眠時聞が 10時間を下回っていることが
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示された O とくに、「習い事をしていなし、」幼児では、その他の子どもに比べても外あそび

時聞が 1時間程度とそこまで長くはないものの、テレビ・ビデオ視聴時聞が 2時間程度と

なっていたことから、日中の運動不足による、今後の、ますますの体力低下が懸念された。

一方、「動的な習い事をしている」子どもは、習い事によって十分な活動量を確保するこ

とで、心地よい疲労感を得て、その結果、規則正しい生活が送れているものと推察した。

とくに、女児において、習い事を「していなしリ幼児では、起床時の機嫌が「良い時と悪

い時が半々」の幼児がとても多かったことは 日中の活動量の低下によって心地よい疲労

感が得られず、就寝が遅くなって、十分な睡眠時聞が確保できず、その影響が朝の機嫌に

つながっているものと推察した O

その他にも、習い事を「していなしり幼児では、夕食前後のおやつを「食べる時の方が

多いJi食べない時と食べる時が半々」の幼児の人数割合が多い傾向にあったことから、子

どもが夕食を欲する時間と、保護者が夕食を提供する時間にズレを生じていることが推察

された。あわせて、習い事を「していなし、」幼児において、朝食を「食べない時がある」

幼児や、朝食時の TVを「見る時の方が多しり幼児、また、朝の排便を「しない時の方が多

し、」幼児が多かったことから、降園後に運動ゃあそびに興じられていない子どもは、夕食

前のおやつ摂取をすることで、夕食にしっかり集中できておらず、十分な夕食の食事の質

と量の確保ができないことが考えられた O また、夕食後のおやつ摂取により、朝において

も、空腹を訴えにくい体となっていることが懸念された。

生活要因相互の関連性からは、夕食開始時刻が遅れると就寝時刻が遅れることを示唆す

る結果が得られたため、それぞれの地域や家庭で、夕食開始時刻を早めるための、でき得

る工夫を行っていくことで 夕食開始時刻を少しでも早め、ひいては、子どもたちの規則

正しい健康的な生活リズムづくりにつながっていくことを願った。

まとめ

幼稚園幼児 1，149名(男児 588名，女児 561名)の生活習慣調査を実施し、子どもの「習

い事j の内容別に生活実態を分析して、それらの関連性を調べた結果、習い事をしている

子どもは、男児で 52.4% (306名)、女児で 53.1% (297名)であった。また、降園後に習

い事をしている子どもほど、規則正しい生活が送れていることを確認した。中でも、「動的

な習い事j をしている子どもの生活は健康的に整っていたことから、日中、生活の中に運

動を取り入れ、活動的に過ごすことの大切さを確認したとともに、安心・安全な環境を整

えてあげることが、子どもたちの健全育成にとって急務であるといえよう。
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出土日

小学校児童の生活と余暇時間の過ごし方
一高知県M小学校児童を対象としてー

0松尾瑞穂、[国際学院埼玉短期大学] 前橋 明[早稲田大学人間科学学術院]

key words :小学校，児童，生活，余暇活動，健康づくり

はじめに

近年、夜型化した社会や家族の生活の影響を受けて、子どもたちの就寝時刻の遅延や睡眠時間の短縮

傾向が確認されている。小学校児童においても、学年が進むにつれて、就寝時刻の遅さや短時間睡眠が

顕在化してきた。小学校期、とくに高学年では思春期前期にさしかかり、生理的に睡眠相の後退がみら

れる時期1)でもある。このような、成長期の自然な睡眠の発達に対して、過度なテレビ視聴やゲーム

機器の多用によって、生活のさらなる夜型化や翌朝の疲労症状有訴の増加、集中力の欠如など、心身に

ネガティブな影響を来たしている子どもたちの存在が懸念される。

そこで、本報告では、小学校児童に焦点をあて、児童の生活状況、朝の疲労症状の訴え、余暇時間の

過ごし方についての調査を行い、その結果から、子どもたちの実態を把握し、近年の児童の抱える生活

習慣や余暇時間の過ごし方に関する課題とその対策を模索することとした。

方 法

2012年6月、高知県高知市内のM小学校に通う高学年児童 274名 (5年生男子 70名・女子 65名，

6年生男子 76名・女子 63名)に対して、児童の生活習慣調査2)を行った。主な質問項目は、就寝時

刻、起床時刻、朝食摂取状況、朝の排便状況、朝の疲労症状、帰宅後のあそび、帰宅後の主なあそび場

などであった。

結 果

1 生活状況

高知市M小学校児童の生活活動の時間・内容および人数を、表 1に示した。就寝時刻別の人数割合を

みると、学年・男女を問わず 122時半以降就寝児童」の人数割合が最も多く、 5年生男子で 47.1%、

女子で46.2%、6年生男子で 44.7%、女子で 58.7%であった。

朝食摂取状況をみると、毎日朝食を食べている子どもは、 5年生男子で 87.0%、女子で 89.2%、6

年生男子で 89.3%、女子で 93.5%であった(図1)。男子では朝食を「食べていなしリと「あまり食べ

ていなしリ割合が両学年にみられた一方で、女子ではこれらの割合は皆無で、あったことから、女子の方

が朝食を定期的に摂取している傾向にあった。

また、朝の排便状況をみると、「毎朝する」と「朝する時の方が多し、」児童を加えた割合は、 5年生

男子で 32.9%、女子で 32.8%、6年生男子で 43.5%、女子で 36.5%であった(図 2)0 各学年・男女

ともに朝の排便のある子どもの状況は、 3割程度と少ない特徴が確認された。

2 朝の授業前のコンディション

授業開始前の児童の様子を、疲労に関する 10症状の訴え状況からみると、 5・6年生は、男女とも

に「あくびがでるJ1ねむしリ「横になりたし¥J 1からだがだるし、Jの訴えが顕著であった(図 3)0 とく

に、あくびゃねむけ症状を 4~6 割の子どもたちが訴えていた。

3.余暇時間の過ごし方

帰宅後のあそび(3項目選択)をみると、 5年生男子以外はテレビ・ビデオが最も多い結果となった

(図4)。具体的には、 5年生男子ではテレビゲーム (68.6%)が最多で、次いでテレビ・ビデオ(47.1%)、

マンガ・カードゲーム (21.4%)と続いた。 5年生女子は、テレビ・ビデオ (43.1%)、マンガ (29.2%)、
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表 1 小学生の生活活動の時間・内容および人数 (高知市M小学校N=274)

項1目¥~対---象~ 5年生男子(70人) 5年生女子(65人) 6年生男子(76人) 6年生女子(63人)

平均値 標準偏差 平均値 標準備差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 22時18分 49分 22時09分 46分 22時22分 49分 22時30分 45分

睡眠時間 8時間16分 50分 8時間22分分 47分 8時間11分 54分 8時間06分

三42函41 分分起床時刻 6時34分 33分 6時32 30分 6 時3 33 分分トお卜-1時37朝食時刻 6時58分 27分 6時56分 21分 6時5 時01分

排便時刻 9碍10分 231分 8時54分 241分 9時14分 260分 9時00分 239分

登校時刻 7時32分 23分 7時32分 16分 7時29分 19分 7時37分 20分

通学時間 19分 13分 19分 12分 19分 11分 17分 10分

運動時間 1時間44分 92分 1時間43分 93分 1時間45分 92分 1時間03分 63分

うITVち-、戸外での運動時間 1時間36分 123分 1時間17分 96分 1時間12分
1 72 31 分分

37分 44分

ビデオ視聴時間 2時間35分 136分 2時間52分 153分 2時間38分 ト 2時間30分 110分

TVゲーム使用時間 1時間40分 113分 39分 57分 1時間21分 112分 31分 46分

PいイCンゲターム使用時聞 30分 61分 12分 21分 32分 97分 12分 28分

ーネット使用時間 19分 41分 29分 81分 27分 50分 25分 51分

PCでの勉強時間 6分 25分 10分 26分 6分 22分 12分 24分

携帯電話使用時間 4分 17分 5分 12分 1分 7分 2分 8分

|携家帯でのメー勉ル強使時用間時間
1分 6分 5分 11分

1 匡19堕時F四2D411分分分17LL111 - 25632017分分分9 7 

18分
4588ラ分士j

同27分「 67分 1時間34分 93分 1時間40分

遊ぶ人数(人) 4.5 3.1 3.9 2.4 3.2 

習い事の数

I1叩;21 0.9 2.1 ← 1.0 1.9 1.0 

夕食時刻 69分 19時16分 64分 19時15分 73分

ロ毎日食べている ロだいたい食べている ロ毎朝する 日朝する時の方が多い
回食べる人食ベない日が半々 岡あまり食べていない 回朝する碍としない時が半々 園朝しない時の方が多い

-食べていない 圃朝しない
2.9 

5年生男子| 87.0 同調1.4 5年生男子 1
(N=70) ! (N=70) 

5年生女子 l
89.2 l7.71213.1 (N=65) (N=65) 

2.7 
6年生男子| 89.3 i震調

6年生男子|

(N=76) (N=76) 

6年生女子 |7.91 
1:16.5 

28.6 6.3 
93.5 (N=63) (N=63) 

一」

20% 
。目 20尚 40% 60% 80% 100% 

0% 40% 60首 80% 100% 

図1 小学生の朝食摂取状況 図2 小学生の朝の排便状況
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図3 小学生が訴える朝の疲労症状
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テレビ Eビデオ 47.1 テレビピデオ 43.1 

テレビゲーム 68.6 24.6 

マンガ 21.4 マンガ 29.2 

絵をかく 11.4 絵をかく 21.5 

本読み _18.6 本読み 23.1 

カードゲーム 21.4 5年生男子 カドゲム圃4.6 5年生女子

20.0 (N=70) 
サッカー圃圃3・1・ (N=65) 
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図4 小学生の帰宅後のあそび

テレビゲーム (24.6%)の順に多かった。また、 6年生をみると、男子では、テレビ・ビデオ (59.2%)、

テレピゲーム (56.6%)、サッカー (26.3%) の順に多く、女子では、テレビ・ビデオ (66.7%)、マン

ガ (39.7%)、本読み (34.9%) の順に多かった。

帰宅後の主なあそび場については、学年・性別を間わず、家の中が最も多く、 5年生男子で 64.3%、
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図5 小学生の帰宅後の主なあそび場

女子で 67.7%、6年生男子で 71.1%、女子で 84.1%となった。次いで、多かったのは、 5年生男子で公

園 (51.4%)、女子で友人の家・公園 (47.7%)、6年生男子で公園 (50.0%)、女子で友人の家 (58.7%)

であった。

考 察

授業開始前の朝の子どもたちの様子を、疲労に関する 10症状の訴え状況からみると、 5・6年生は、

男女ともに「あくびがでるJiねむしリ「横になりたしリ「からだがだるしリの4症状を顕著に訴えてい

た。とくに、あくびゃねむけ症状を、 3~6 割近い子どもたちが訴えているということは、前夜からの

睡眠が疲労の回復を図っていないことを示すものであり、この睡眠の問題を解決することが急務であろ

う。また、放課後の時間に、自然に体力の高まる運動的なあそびの経験が少ないこと、あそびの場も家

の中や友人の家というダイナミックな運動あそびが展開できない室内が多いことからも、疲労症状の発

現と保有をしやすい身体的特徴(体力の弱さ)をもつようになっているのではなかろうか。

さらに、夕食の開始が遅いことと、テレビやビデオ視聴、 TVゲーム使用時聞を合わせると 3時間を

超える状態となっていることから、夜型化した生活を送り、質の良い睡眠が十分にとれていないことも

推察され、懸念された。

まとめ

小学校児童の帰宅後のあそびで 40%を超える子どもたちに行われている活動は、 5年生男子でテレ

ビゲームとテレビ・ビデオ、女子でテレビ・ビデオ、 6年生男子でテレビ・ビデオとテレビゲーム、女

子でテレビ・ビデオであり、多くの子どもたちが静的で、対物的な活動を行っている実態を確認した。

文 献

1)井上昌次郎・白川修一郎・神山 潤・清水徹男・杉田義郎・稲見康司:初心者のための睡眠の基礎

と臨床， s本睡眠学会「睡眠科学・医療専門研修」テキスト， pp.1-16， 1999. 
2)泉 秀生・田山美智子・前橋 明:神奈川県の子どもたちの生活実態とその課題，食育学研究3(2)，

pp.16-33， 2008. 
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韓国仁川市における児童の生活状況と放課後のあそびの実態

O李 琉京(早稲田大学大学院)金 鉱基(早稲田大学大学院)泉 秀生(郡山女子大学)

松尾瑞穂(国際学院埼玉短期大学)李 照仙(明知大学)前橋 明(早稲田大学)

キーワード 韓国，仁川，小学生，あそび，生活

はじめに

韓国において、家庭と教育機関および地域社会との協力による体系的な教育が行われる

最初の時期は児童期であるため、この時期の基本的生活習慣に関する研究は極めて重要で

あるが、児童を対象とした基本的生活習慣に関する研究は極めて少ない。なお、韓国の小

学生のパソコンの使用率および使用時間 1)は、他の諸国より高い割合を示しており、基本

的生活習慣の乱れをはじめ、学業の支障やインターネット中毒など、社会的な問題にもな

っている。

そこで、本研究では、韓国の児童期の子どもの基本的生活習慣の実態を調査・分析する

ことにより、韓国における児童の抱える健康上の問題点を把握し、あわせて、児童のため

の健康管理プログラムづくりに有効な知見を得ようとした。そして、得られた研究知見を

もとに、韓国の教育行政や機関、団体に、韓国児童の生活課題や問題の改善策を提示する

こととした。

本報では、韓国の仁川市に居住している小学生を対象に生活習慣調査の中から、子ども

たちの帰宅後の活動に着目して報告することとした。

方法

2011年 12月に、韓国の仁川市に居住する小学生 472名(男子 236名，女子 236名)

に対して、生活習慣調査を実施した Q

主な調査項目は、就寝時刻、起床時刻、朝食前の活動、朝食開始時刻、朝食摂取状

況、朝食をいっしょに食べる人の有無、朝の排便状況、排便時刻、主な通学方法、帰

宅後のあそび、遊ぶ場所、夕食開始時刻などであった。

統計処理は、 SPSSver. 16を用いて、クロス集計と χ2検定を行い、あわせて、生活

時間相互の相関係数を算出した。

結果

韓国仁川市の小学生の生活時間の平均値を表 1- 1と表 1-2に、男女別にそれぞれ示

した。また、生活要因相互の関連性を図 1と図 2に示し、帰宅後のあそび場所を表 2に、

あそび内容を表 3にそれぞれ示した。

考察

仁川市の小学生において、睡眠時間の平均は 9時間 4分、起床時刻の平均は 7時 22分で

あった。前橋 (2012) は、児童において、 1日の活動の準備をするためには、少なくとも

活動開始の 2時間前には起床すること引を推奨している O つまり、大脳は目覚めてから少

なくても 2~3 時間のウォーミングアップ時聞がないとうまく機能しないことから、午前

9時頃から開始される学校活動を充実させるためには、起床を午前 7時までにすることが

望ましいということである O しかしながら、起床は 30分くらい遅れていることから、学校

開始時の学習効率が悪いのではないかと懸念した O このことは、学年が進むにつれて、よ
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表1-1 韓国仁川市児童の生活活動の時間・内容および人数(男子)

lFd竺 1年生(23人) 2年生(99人) 3年生(36人) 4年生(11人) 5年生(35人) 6年生(32人)

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 21時48分 42分 22時11分 51分 22時18分 48分 22時59分 35分 22時30分 50分 22時55分 46分

睡眠時間 9時間38分 44分 9時間11分 49分 9時間10分 56分 8時間25分 62分 8時間50分 44分 8時間23分 54分

起床時刻 7時26分 25分 7持22分 27分 7時2j)分 44分 7時25分 45分 7時20分 31分 7時18分 27分

朝食時刻 7時56分 20分 7時46分 24分 7時40分 16分 7時34分 37分 7時40分 23分 7時36分 25分
排便時主1) 12時07分 222分 11時41分 265分 10時46分 271分 11時07分 298分 9時56分 238分 10時37分 277分
登校時刻 B時17分 9分 8時15分 11分 8時13分 13分 8時11分 13分 8時10分 15分 8時02分 26分
通学時間 7分 5分 11分 7分 13分 7分 12分 9分 11分 7分 10分 7分

運動時間 59分 49分 1時間16分 54分 1時間33分 68分 1時間42分 69分 1時間27分 61分 1時間14分 65分
うち、F外での運動時間 51分 56分 46分 48分 1時間18分 66分 1時間14分 42分 1時間10分 66分 1時間06分 57分
TV・ビデオ視聴時間 1時間05分 60分 1時間35分 87分 1時間40分 75分 2時間04分 82分 2時間16分 90分 2時間08分 73分
Wゲーム使用時間 58分 74分 43分 73分 24分 35分 44分 111分 10分 27分 23分 39分
PCゲーム使用時間 1時間19分 98分 1時間17分 75分 58分 63分 1時間42分 99分 1時間25分 77分 1時間36分 63分
イン亨 才、ッ卜使用時間 1時間22分 127分 54分 65分 27分 27分 1時間10分 62分 1時間04分 75分 53分 38分
PCでの勉強時間 37分 54分 53分 83分 lli士 33分 20分 30分 25分 38分 22分 37分
携帯電話使用時間 38分 72分 25分 38分 19分 27分 7分 11分 26分 63分 57分 60分
携帯メル使用時間 22分 42分 17分 37分 9分 16分 。分 2分 31分 92分 16分 24分
家での勉強時間 1時間46分 99分 1時間38分 87分 1時間47分 81分 44分 52分 1時間06分 53分 51分 48分
遊ぶ人数(人) 2.4 1.9 3.7 2.4 3.7 2.2 6.8 2.2 4.7 2.4 4.8 2.0 
習い事の数 2.2 1.1 2.2 1.0 2.5 1.2 2.3 1.1 1.8 1.0 1.6 0.5 

夕食堕豊Lー← 」旦堕幻分 59分 19時13分 54分 18時55分 61分 18時48分 58分 19時09分 60分 19時29分 57分

表1-2韓国立川市児童の生活活動の時間・内容およ世主塾(女子)

lpd竺 1年生(28人) 2年生(92人) 3年生(37人) 4年生(15人) 5年生(41人) 6年生(23人)

平均値 標準備差 平均値 標準備差 平均値 標準偏差 平均値 i塵墾偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 21時44分 31分 21時56分 51分 22時11分 53分 22時55分 43分 22時44分 34分 22時59分 50分
睡眠時間 9時間41分 39分 9時間28分 47分 9時間10分 51分 8時間31分 42分 8時間33分 34分 8時間15分 56分
起床時刻 7時25分 27分 7時24分 31分 7時22分 23分 7時27分 28分 7時17分 23分 7時14分 36分
朝食時刻 7時46分 31分 7時43分 22分 7時40分 19分 7時45分 14分 7時36分 19分 7時41分 25分
排便時刻 11時22分 234分 11時13分 273分 11時07分 271分 9時56分 194分 11時04分 256分 11時37分 301分
登校時五l 8時16分 16分 8時16分 10分 8時13分 13分 8時14分 17分 B時09分 13分 8時11分 16分
通学時間 10分 7分 11分 7分 11分 7分 13分 9分 11分 6分 12分 7分
運動時間 1時間12分 47分 1時間02分 51分 50分 35分 1時間04分 44分 57分 66分 1時間09分 88分
うち、戸外での運動時間 59分 57分 42分 47分 37分 31分 55分 45分 39分 58分 38分 40分
TV'ビデオ視聴時間 1時間17分 88分 1時間24分 68分 1時間19分 72分 2時間08分 109分 2時間12分 108分 2時間24~ 114分
Wゲーム使用時間 54分 70分 29分 50分 42分 107分 35分 57分 17分 53分 277 54分
PCゲーム使用時間 51分 72分 52分 64分 46分 41分 1時間08分 46分 40分 44分 28分 34分
イン告ー才、ット使用時間 1時間12分 86分 33分 36分 35分 36分 1時間21分 57分 49分 37分 1時間08分 52分
PCでの勉強時間 1時間03分 86分 42分 51分 3~ 37分 1時間11分 109分 27分 38分 28分 35分
携帯電話使用時間 27分 49分 25分 40分 17分 18分 1時間00分 60分 35分 52分 53分 59分
携帯メール使用時間 20分 36分 28分 66分 31分 91分 23分 42分 13分 23分 30分 40分
軍での勉強時間 1時間15分 98分 1時間50分 86分 1時間21分 53分 1時間45分 125分 1時間40分 84分 1時間14分 54分
遊ぶ人数(人) 2.4 1.0 3.0 2.0 3.1 1.3 4.0 2.4 3.9 1.8 3.4 1.6 
習い事の数 2.1 1.2 2.2 1.1 2.0 1.1 2.8 1.3 2.3 0.9 17 0.8 
夕食時刻 四堕1旦分 56分 19時08分 66分 18時59分 59分 19時23分 58分 18時59分 59分 19時08分L.J1分

22時18分 9時間4分 7時22分

8時13分
(N=472) 

図1 韓国仁川小学校児童の生活要因相互の関連性

pく0.05.r詮10.31のもののみを抜粋〔数値は相関係数(r)J 
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表2 韓国立且1市児童の主なあそび場
学年 性別 1{立 2位 3位;

男子 公園 家の中 団地の廊下・階段

1年生
(N=23) (60.9~也) (21.H也) (13.0呼色)
女子 公園 家の中 ストア・ショッピングモール|
(N=28) (53.6号白) (21.4号色) (60.99也)

男子 公園 家の中 空き地

2年生
(N =98) (40.4号色) (33.3~也) (11.1 %) 
女子 家の中 公園 友人の家
(N =92) (37目O号色) (29.3早色) (13.0号色)

男子 公園 家の中、団地の廊下・階段、土手

3年生
(N=36) (33.3%) (13.9今o)
女子 公園 家の中 友人の家
(N=37) (43.2%) (24.3%) (13.59も)

男子 公園 団地の廊下・階段 友人の家、家の中
(N=11) (54.59也) (13.0号色) (9.1号色)

4年生
家の庭、友人の家

女子 公園 家の中 団地の廊下・階段、土手
(N=15) (46.H也) (20.09も) ストア・ショッピングFモール

(6.1 ~也)
男子 公園 家の中、土手

5年生
(N=33) (34目3号色) (22.9~色)
女子 公園 家の中 友人の家
(N=40) (51.2砂o) (29.3与も) ( 14.6与も)

男子 公園 空き地 家の中、友人の家

6年生
(N=32) (62.5~也) (15.6~も) (9.4号也)
女子 家の中、公園 空き地
(N=23) (34.8号色) (13.0~也)

r=O. 35 

r=O. 76 

1時間10分 (N=472) 

図2 韓国仁川小学校児童のメディア利用時間と勉強時間および運動時間相互の関連性

p<0.05， r~ 10.31のもののみを抜粋 〔数値は相関係数(r)) 

り強くなっていった。この遅れた起床が、児童の 1日の活動開始を遅らせることにもつな

がっていくという、ネガティブな影響を与えている問題点も示唆された。

運動時聞が男子で 59分(1年生) ~ 1時間 42分(4年生)、女子で 1時間前後と比較的

短く、一方で、 TV' ビデオ視聴時間や TV ・ PC ゲーム使用時間は計 4~5 時間に及ぶ長さで

po 
qa 



表3 韓国仁川市児童の帰宅後旦あそび内容
学年 性別 1位 2位; 3イ立

男子 7レビ・ビデオ マンガ カードゲーム、サッカ一、なわとび

1年生
(N=23) (47.8~也) (26.1 ~也) (21.7与も)
女子 絵をかく なわとび ァレビ・ビデオ
(N=28) (53.6呼也) (50.0~也) (42.9呼色)

男子 ァレビ・ビデオ マンガ、サッカー

2年生
(N=98) (38 .4~も) (34.3~色)
女子 絵をかく 7レビ・ビデオ 本読み
(N =92) (62.0~也) (42.4呼色) (4 1.3~也)

男子 7レビ・ビデオ サッカー マンガ

3年生
(N=36) (58.3号色) (41.7号也) (27.8~も)

女子 ナレビ・ビデオ 本読み 絵をかく
(N=37) (62.2~も) (56.8~も) (45.9~也)

男子 ナレビ E ビデオ、サッカ一、野球

4年生
(N=11) (36 目4~も)
女子 ナレビ・ビデオ マンガ、絵をかく
(N=15) (60 目O~色) (33.3~也)

男子 サッカー ナレビ・ビデオ 野球

5年生
(N=33) (54.3号色) (51 .4~色) (36 .4~也)
女子 ナレビ・ビデオ 絵をかく、本読み
(N=40) (61.0~も) (36.6~も)

男子 ナレビ・ビデオ サッカー Tレビゲーム

6年生
(N=32) (78.1 %) (59 .4~也) (34.4号も)
女子 7レビ・ビデオ 絵をかく マンガ、本読み
(N=23) (65.2与も) (43.5~也) (30.4~も)

あることから、仁川市児童の運動不足を痛感した。前橋 3)によると、児童期の身体活動は、

1 日の中で、体温が最も高まる午後 3~5 時墳が最適であることが示されている O この時

間帯に積極的な身体活動を行うことにより、夕食時刻を楽しみにし、さらには、心地よい

疲労感で早めに熟睡することができ、翌日の朝食や排便にも肯定的な影響を与え、登校後

においても快い状態で情緒的に安定された 1日を過ごすことができるだろう。しかしなが

ら、その放課後の時間帯は、家に帰った後は、多くの子どもたちはテレビやビデオをはじ

めとする対物的、静的なあそびに多の時聞を費やすというものであった O これでは、心地

よい睡眠が得られないし、体力も高まらないと心配した。

まとめ

韓国仁川市の小学校児童の放課後のあそびで最も多かったものは、テレビ・ビデオ視聴

であり、対物的で静的な活動を主体として展開していることより、成長期の運動不足の様

子が懸念された。

また、生活要因相互の関連性に関して検討を行った結果、就寝時刻と睡眠時間、起床時

刻と朝食開始時刻、朝食開始時刻と登校時刻、起床時刻と登校時刻などの項目で有意な関

連性がみられ、生活時聞が相互に関連していることと、生活のリズムも遅寝・遅起きのリ

ズムになっていることを確認した。

文献

1) Robert D. Atkinson • Daniel K. Correa・Juli巴A.Hedlund Explaining International 

Broadband Leadership (The Information Technology and Innovation Foundation : ITIF) ， 

May 2008. 

2 )渋谷由美子・石井浩子・前橋 明・中永征太朗.幼児期の健康管理に関する研究 (2) 

朝の登園前の生活実態について一，運動・健康教育研究 8(1)， pp.79-82， 1998. 

3 )前橋 明:生活リズム向上大作戦，大学教育出版， p.58， 2006. 
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1.はじめに

“学校レクリエーション"は子どもたちに何をもたらすことになるのか

ーコミュニケーション能力の変容に着目して一

0谷口勇一[大分大学]

キーワード “学校レクリエーション" コミュニケーション能力 子ども

2011 年 2 月 19~20 日にかけて開催された九州レジャー・レクリエーション学会平成 22 年度大会

において、「子どもの発育・発達とレクリエーションの役割一“学校レクリエーション"の普及展開を視

野に入れて」が検討された註 1)。

当該大会において実施されたシンポジウムでは、概ね以下のような議論が展開されている。まず、

幼児心理学の立場から安原氏は、幼児期のあそびと親支援について「幼児期におけるあそびの持

つ意味はその後の発育発達と密接な関係性を有している。その際、幼児(子ども)は親と対峠する中

で“あそびによる社会化"がなされることとなる。一方で、遊ばせ方もしくは遊び方自体を知らない親

(大人)存在の増加傾向が看取されており、幼児期を含めた各種教育場面における“あそび学習"

機会の創造が重要な視点、となっているJと論じた。同様の発言は、幼児体育の専門家である瀧氏か

らもなされ、「幼児から小学校低学年期の子どもは、身体活動を伴う遊びの量に比例して、学習意

欲を高める可能性を有している。遊びには、人との関係性を理解する要素、すなわち、相手の話して

いる内容を理解し、行動せねばならない一種の規範性の理解が促される。また、競争を伴う遊びの

場合、自らの中での試行錯誤が生じることとなる。遊びの機会が減少している今日の子ども社会は、

まさにコミュニケーションをはじめとした学習機会の減少を招きかねなしリと述べられた。

子どもを取りまく各種能力(体力、学力、コミュニケーション能力)の低下が社会的な問題とみなさ

れ始めて久しい。上述した 2名のシンポジストの見解はおおいに首肯されるものであり、今日の教育

活動における子どもの遊び機会の創造が急務であることを再認識することとなろう。当該シンポジウム

登壇者の一人であり、小学校教諭の平松氏は、上述した 2名のシンボジストからの発言を受け、「私

自身がレクリエーション・インストラクター資格を有していることもあり、学校ではさまざまな場面でレクリ

エーションを導入しています。朝の会、帰りに会でのソングをはじめ、休み時間のゲーム、ときには体

育の時間にグループづくりのためのダンスやゲームもやります。レクリエーション=遊びなのかはわかり

ません。しかし、レクリエーションに含まれている遊び要素が子どもたちの心を惹きつけてやまないのだ

と感じています。このごろは他の先生方にも『スキル』を伝授しているところです」と呼応した。

平松氏の言う「レクリエーションに含まれている遊び要素が子どもたちの心を惹きつける」のコメント

は、今日の子どもたちを取りまく各種問題点の解決に向けた視座を提示していよう。すなわち、「人と

人、人と社会をつなぐ」レクリエーション 1)は、子どもたちのコミュニケーション能力をはじめとした各種

学習能力を高めることに貢献できる可能性を有しているのである。

そこで本研究では、以上の学会大会の議論を踏まえつつ、子どもたちの学校生活場面において、

レクリエーション活動がもたらす効果を実証的に検討することを目的とした。なかで、も、レクリエーション

活動に伴う子どもたちのコミュニケーション能力の変容に着目し、“学校レクリエーション"活動(以下、

レク活動)の今日的な意味と可能性について言及してみたい。

2.研究方法

1) コミュニケーション能力測定尺度の作成手続き
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本研究にて用いた児童のコミュニケーション能力測定尺度は、以下の手続きをもとに、筆者ら独自

で作成した。すなわち、①子ども期のコミュニケーション能力に関連すると思われる先行研究 2)3)を収

集し、②学校および家庭において、適切な仲間関係を形成し、維持するために必要とされる行動ス

キル要素(項目内容)を選定した、③抽出された計 50項目に及ぶ仮尺度をもとに、小学 4年生 250

名に対する質問紙調査を実施した(予備調査)、④回収された質問紙データを因子分析(主因子法、

パリマックス回転)により解析したところ、固有値l.0以上の 4因子(37項目)を抽出した。因子の解

釈と命名については、因子負荷量 0.50未満の項目や 2つ以上の因子で 0.50以上の因子負荷量

を有する項目を除外した。なお、抽出された 4因子の累積寄与率は 52.9%で、あった。

抽出された 4因子は、第 1因子「規範維持スキルJ(12項目)、第 2因子「積極的主張・行動スキ

ルJ(12項目)、第 3因子「共感的行動スキルJ(10項目)、第 4因子「礼儀・質問スキルJ(3項目)と

解釈・命名した。

本研究では、上述した 4因子 37項目を「小学生版コミュニケーション能力測定尺度」として用い、

事業実施前後の数値変化をもとに各種検討を施した。なお、各質問項目の回答カテゴリーは、 15

いつもそうだ」から11 ぜんぜんそうでないJ(5件法)とした。

2) 調査対象者ならびに実施方法・時期

調査対象者としては、 O市内 4小学校の 4年生(計 175名)とした。 4校の選定にあたっては、現

状において、いわゆるレク活動が実践されていない学校を抽出した後、各学校長への趣旨説明を実

施し、協力を得るに至った。

4校におけるレク活動は、昼休み時間帯に実施され 1回あたり 30分程度を要した。また、レク活動

頻度の違いが子どものコミュニケーション能力の獲得にし、かなる差異を生じさせることになるのかを検

討する目的から、学校ごとの活動頻度の違いを設定した。

各学校におけるレク活動の支援・指導は、主に O大学学生註 2)により実施された。活動内容は概

ね以下に集約できる。すなわち、アイスプレイキングゲーム、ジェスチャーゲーム、キャッチサ守スティック

(ゲーム・スポーツ)、レクダンス、等である。なお、本調査活動の実施時期は、 20日年 11月から 2012

年 1月の 3ヶ月間である。

3) 調査および分析方法

レク活動による子どものコミュニケーション能力への影響を測定する目的から、上述したコミュニケー

ション能力測定項目を含んだ質問紙調査を活動前後に実施した(11月期と 1月期)。回収した数量

データの分析処理にあたっては、 PASWstatistics 18を用いて行われた。

3.結果と考察

1) コミュニケーション能力の推移

表 1 コミュニケーション能力尺度得点の推移(因子毎の平均値、事前事後)

全体面二175) 男子炉二86) 女子(ll~89)

活動極~~_ pre post 有意差 | pre post 有意差 | pre post 有意差

実施なし(D校 ll~35) 3.90 3.92 ll.S. 3.59 3.56 n.s. 4.07 4.13 ll.S 

週1回活動 (A校 ll~7 J) 1 3.91 3.94 n.s. 3.66 3.73 ll.S 4.09 4.12 ll.S 

週3回活動(B校nニ34)1 3.92 4.18 •• 3.63 3.94 *キ 4.20 4.44 ホ*

週5回活動 (C校 n~35)! 3.88 4.47 ..* 3.88 4.47 *** 4.00 4.63 *** 
ヰ*=p<.Ol，*牢*~く 001

表 1は、質問紙中で訊ねたコミュニケーション能力測定に関する全 37項目の合計平均値を算出

し、レク活動量の異なる学校ごとにレク活動前後聞の有意差検定 (t検定)を施した結果である。
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レク活動前後で有意な数値差を確認した活動種としては、「週 3回活動」校と「週 5回活動」校の

全体ならびに男女で、あった(p<.Ol，Pく.001)。

つぎに、レク活動量の異なる各調査対象校における全体、男女別のコミュニケーション能力の向

上率を検討してみた(図1)0 向上率の算出にあたっては、[(実施後の数値一実施前の数値)一実施

18.0 

15.8 
160 

14.0 

麹全体信男子ロ女子l
12，0 

10.0 

8.5 

80 

6.0 

::l-J¥--週ι{
実施なt加暫 n=35) 週1回活動(A校 n=71) 週3凶活動(B校 n=34) 遮5回活動(C校 n"'35)

20 

図 1 コミュニケーション能力の向上率(目『活動量別)

2) 因子別にみたコミュニケーション能力の向上率

20.0 

17.8 

15.0 

10.0 

5.0 

。。
礼儀質問

務実施なし同l@Jc~一遍五面副
5.0 

図 2 因子毎の向上率(出，活動量別)

前の数値x100]なる計算式を用いた。

コミュニケーション能力の向上率が最も

高くなった学校は、「週 5回活動」校であり、

児童全体で 15.2%となった週 3回活

動」校においては、児童全体の向上率が

6.6%となり、「週 5回活動」校との数値差

が顕著である。なお、「実施なし」校と「週 l

回活動」校の向上率に明確な数値差を確

認するには至らなかった。

レク活動前後に児童が獲得したコミュニ

ケーション能力の内容を詳細に検討する

目的から、因子別の向上率を上述の手続

きにて算出し、活動量の異なる学校聞で

比較検討した(図 2)0

いずれの因子ともに高い向上率となった

学校穫は「週 5回活動」校であり、なかでも

“ゲームなどで興奮しでも相手に悪口を言

わない"、“友だちに攻撃的な態度をとらな

い"といった、集団の中でのルール順守、

約束事の遂行を意味する「規範維持スキ

ノレ」の向上率が最も高くなり(18.5%)、「礼

儀・質問スキルJ(17.8%)、「共感的行動

スキルJ(14.4%)、「積極的主張・行動ス

キルJ(12.3%)の順となった。また 「週 3回活動」校においても、「週 5回活動jには及ばないものの、

「規範維持スキルJ(6.1 %)、「積極的主張・行動スキルJ(7.0%)、「共感的行動スキルJ(7.0%)と

「週 l回活動」校と比較して高い向上率となったO

「週 5回活動」校において、顕著な向上率をみた「規範維持JI礼儀・質問」の両スキルに関しては、

以下のような児童の自由記述内容と関連性を見出せそうである。すなわち、『最初のうちは、大学生

が教えてくれるレクを楽しくやっていればいいと思っていたけど、途中からはうまくできない人とか仲間

に入れなし、(数集まりゲーム等)人にやさしくしてあげなくてはいけないなと思うようになったH男子児

童、括弧内は筆者)、「人間知恵の輪とか、キャッチザ、スティックをやるときは、まわりの人たちの言うこ

とを聞いて、みんなで決めないとうまくし、かないと思った。大学生からみんなで考えてごらんと言われて、

(レク活動時間以外にも)友だちと話し合うことが増えたJ(女子児童)、「大学生のひとたちがいっぱ
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いあいさっしてくれるのがうれしかった。だから私たちからもあいさつしようと思った。まちで偶然大学生

に会ったとき、私のことを憶えてくれていてとてもうれしかったJ(女子児童)などの記述内容は、集団

内活動における「規範維持jや人間関係のなかでの「礼儀・質問」といった能力(スキル)獲得に関係

するものであるといえよう。

換言すれば、週 3回以上のレク活動量を経験した児童たちの多くは、大学生との頻繁な接触機

会によって、新しい人間関係性を形成することとなりそのことから自らの中で、のコミュニケーション能

力を向上させることにつながった、と解釈すべきなのであろう。このようなコミュニケーション能力の向

上は、児童だけに生じたものではなく、むしろ支援・指導者側の大学生においても惹起されている可

能性が高い。事実、大学生からは子どもたちの新しい関係性をもとにした自らの変化ー特にコミュニ

ケーションの新たな方法等ーに関する発言が多数述べられていた。

4.まとめと今後の課題

以上の結果から、小学校におけるレク活動の導入は、児童のコミュニケーション能力の向上に貢

献する可能性が高く、その際の活動頻度としては、「週 3回程度J(一回あたり 30分程度)が一応の

目安になりうるといえそうである。また、レク活動の内容については、主に人間閣係の構築を意図した

ゲ、ームフ。ログ、ラムが有効である可能性が示唆された。

しかしながら、本研究継続上の課題は数多く存在する。まず、本研究で用いたコミュニケーション

能力測定尺度は筆者らが探索的に作成したものであり今後、本尺度の妥当性を高める取り組み

が不可欠である。また、 I学校レクリエーションIの本格的な展開を考える際、「誰が」支援・指導者に

なりうるのかが問題となる。本研究においては、大学生による支援・指導が為されたものの、実際の学

校でのレク活動実践を展開する場合には、教員の関与が不可欠となる。その点については、各学校

で実施した座談会で以下のような発言(教員)を多数得ている。「子どもたちがこんなに喜び、なおか

つコミュニケーション能力を高められるのであれば、私たち教員もぜひレクの勉強をしたいと思う。でも、

どこで勉強できるのかがわからない」。このような発言内容に鑑みたとき、地域レク協会ならびに課程

認定校は、学校へのアプローチをより積極的に検討すべき時期を迎えているのではなかろうか。

[付記]本研究は、公益財団法人日本レクリエーション協会助成研究(平成 23年度)である。

註

1)当該学会大会は九州保健福祉大学(宮崎県延岡市)で開催された。シンポジウムの構成員は、

シンポジストとして、安原青児氏(九州保健福祉大学)、瀧信子氏(福岡こども短期大学)、平松

良恵氏(福岡市立小学校教諭)、片山昭義氏(財団法人日本レクリエーション協会)の 4名であ

り、筆者は、当該学会理事長としてシンポジウムを立案した。

2) 0 大学は、レクリエーション・インストラクター資格の課程認定を受けている。今回のレク活動の支

援・指導に関与した学生は 3、4年生計 16名である。
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区三日
大学生のメディア利用実態とメディア教育の効果について

一一情報リテラシ一教育の現場における調査報告(2011)一一

小津考人(東海大学)

メディア環境・メディア利用・教育効果

1. はじめに

1990年代後半のネットの普及から近年のツイッターやフェイスブックの急速な広まり

に象徴されるように、日常生活を取りまく環境世界はますます高度情報化の度合いを高め、

多様なメディアは今や日常生活を支える必要不可欠の「インフラ I と化している。

こうした社会背景のもとで、パソコンの使用法からネット利用のモラルに至るまで、小

中高の学校教育の課程でメディア教育が導入され始め、大学教育の現場でも「メディア学」

「情報学」関連の学部・学科が新たに次々と設置されると同時に、学部教育の前提的なス

キルとして、また就職活動など労働への移行を見すえて、「情報リテラシーJIメディア実

習」などの講座が必修・選択科目を問わず広く設置されるようになっている O メディア教

育は現在、就労支援とレジャー教育の両面に横断的に関わる重要性を帯びている。

こうした現状をふまえると、大学教育の現場でメディア教育の効果を問うこと、またそ

の前提として大学生のメディア環境・メディア利用実態を調査することは、今後のメディ

ア教育の意義を構想し評価していくうえできわめて重要性が高いと考えられる。

2. 研究の目的

そこで本研究は、上記の問題関心にもとづき、①学生の Iメディア環境」と「メディア

利用」の実態はどのようなものか、②授業の効果として「メディア活用能力の「伸びJJが

どのような形で生じるのか、という点を明らかにすることを目的として調査を行い、メデ

ィア教育の効果・意義を構想、し評価するうえでの基礎資料とすることとした。

3 調査方法

本研究では、次のような形で調査を実施した。まず実施場所は、 A大学・情報系学部・

情報系学科の「情報リテラシーI科目であり、調査対象の母集団はその受講者全体 (2ク

ラス)計約 120名である。 A大学は、東京近郊にキャンパスのある中堅の女子大であり、

全国の大学偏差値ではほぼ平均的な位置を占める。また当科目は一年生の必修科目であり、

情報系学部・学科であるため一週 2コマ連続で一年間の設定である。この「情報リテラシ

ー」科目では、「ワープロ・表計算・プレゼンテーション」ソフトの習得を軸にメディアの

基礎知識を加味した内容であり、その点で全国の大学の一般的動向と近似している。

調査方法は、ウェブにアップした選択式のアンケート調査について、授業中に回答して

もらう形式とした。ウェブ利用のため、即日のエクセルデータ収集が可能である。

調査の実施時期は、 2011年 4月 13日に第一回、 2012年 1月 11日に第二回目を行い、

夏学期の冒頭と冬学期のラストの期間におけるデータの変化を観察可能な形式とした O

アンケート調査の構成は、 Part1が[A]メディア環境・メディア利用など (6問)、 [B]入

学動機・参加意欲など (3問)、 [C]過去のメディア教育歴 (2問)、 [D]現在のメディア活用

能力 (4問)、 Part11がメディア利用時間 (10種類の各メディアの平日利用時間)を問う

という内容である(なお[B][C]は第一回調査のみ実施)。また今回のアンケ一ト調査では、
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いずれも白己評価のレベルで質問を設定する形で主観的アプローチを採用した。

なお本調査は、本来パイロット調査として企画したものであるが、メディア環境の変化

のスピードと調査結果のデータの速報性を考慮し、今回報告の機会を得ることとした。

4. 調査結果と考察

調査に際して、前述の研究目的に即して、次のように具体的な問題設定を配置した。

(1)大学生としてのライフスタイルを身につける過程で、つまり大学生活一年目の初め

と最後で、学生の「メディア環境JIメディア利用Jの実態はどのように変化したか。

(2) I情報リテラシー」科目の教育効果として、「メディア活用能力」の実態は自己評価

のレベルでどのように変化したか。

(3) Iメディア活用能力の「伸びJJは、入学動機や当該授業への参加意欲とどのような

関連性があるか。

以下では、調査結果について主要なデータを概観し、若干の考察を記しておきたい。

(1) rメディア環境」と「メディア利用Jの実態
まず大学生のメディア利用時間とメディア所有の実態について、図表 1は各メディアの

利用時聞を、図表 2は各メディア(10種類)の所有率を示したデータである O
「 一…一一 g まずメディア利用時間
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6偽
の実態が浮かび上がる O

次にメディア所有の特徴については、①まず大学一年生の聞に自分専用のパソコンを所

""" 

の特徴について述べると、

平日のある一日のライフ

スタイルとして、①新聞

が最小で 6分(利用者平

均 13~ 15分)と現在の

若者の「新聞離れIは顕

著であるが、他方、②テ

レビが最大で 120分前後

であり、現在の若者の「テ

レビ離れ」という印象を

若干覆す。さらに③パソ

コン(ネット含)と携帯

(通話・メール)の合計

が 150分を超え、平均的

な大学生におけるいわば

「メディア漬け」の日々

有する傾向が大きいといえるが (34→57p)、これは大学生のとしてのライフスタイノレを身

につけるプロセスで当然予測される結果である O ②また一般的傾向としてタブレット PC

の所有率はかなり低いが、 2011年 4月と 2012年 1月の期間で若干の増加傾向 (0→9p)

にある。③さらにスマートフォンについては、旧型携帯からの切替えも含めて (72→59p)、

所有率の増加傾向は著しく顕著である(15→47p)。これらの点(②③)については、 2011
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年 4月に iPad、10月に iPhone4S(4は前年 6月)、そして Android系端末もあいついで

日本発売され、 トレンドに敏感な大学生の場合にすぐに反映されたと見られる。それはこ

の時期に、若者の聞にスマートフォンが急速に普及し始めたという印象と合致する O

メディア利用の特徴については、① I自分のウェブページ(ブログ・プロフ等)をもっ

ているか」との質問に対して、約 60%の学生が肯定しており、この数値は一年間でほぼ同

じである O 他方、②「ソーシャル・ネットワーク・サービス (SNS) をふだん利用してい

るか」との質問については、 2011年 4月と 2012年 1月の聞に増加傾向が見出され (72

→93p)、数値上は 9割以上の学生が SNSを日常的に利用し始めたという実態が判明する。

またその際、③利用している SNSの種類は、ツイッター (30→91p)とフェイスブック (6

【級事131草場織している総撃の獲量属([4]でrrま弘、J(:害事えた方 z鍍費量露襲撃事}
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総務やパイ γ 幽聞脚鴨欄

滞情仲榊…械ができ事鱒鱒鵬

線路

→19p) が一年間で

大きな増加傾向を示

している(図表 3)0

さらにこれらの点に

ついては、④「メデ

ィア一般について

「楽ししリと思う理

由は何かJとの質問

で、 rSNS等により

広く友人や他人とコ

ミュニケーションで

きる」が最も大きく

増加傾向を示した点

とも符合する (37→

60%) (図表 4)。以

上から、入学後の学生が友人・知人との交流に SNS等を用いる中でメディアへの魅力も

より多く感じるようになる、という一つの傾向が浮かび上がる。

(2) rメディア活用能力J(自己評価)の実態
メディア活用能力については ワード・パワーポイント・エクセノレ・メディア文化の四

項目に関する現状の自己評価を尋ねたもので、「全く未経験Jから「ほぼ何でもできる Jま

1塑幻緩恒些f糊竺む型四日空竺忠秀性性格笠純明野主担竺日合樫) でら段階から選択して
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仁よご二 I に:ニてご軍吋‘，に:二w 勤勺 もらつたものである。
{絞苛もで警ない }凡弘 Eはま普宇Pしで哲 ξ Pル刈レ対4はよで{砦聖る i汁畦てき悲 i ると総

γ「……一一……………十γ十………一…………一………ω仇一払吋…………………十…寸コJγγ一…一句切v一; そのデデ、一タ一覧で全般

的な増加傾向が見出さ

れたが(図表 5)、特に

(メディア文化を除く)

スキルの三項目でこの

傾向が顕著であった O

それゆえ「情報リテラシー」科目の軸である上記スキルの三項目において、メディア教育

の一定の効果が見られたという事実を確認できる O この点については図表 6のように、三
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項目をポイント化して総和を算出し、メディア活用能力一般として区分し提示してみると、

2011年 4月と 2012年 1月の期間における「伸びJ(+ポイント)が顕著に観察される O

E綴豪華純メディア議燃費態謀議{段&務事隠}く霊祭n.41者〉 認ゆ く鴻路線11奪三〉

1 (護州審議 133人

(3) rメディア活用能力の「伸びJJ (自己評価)と関連する要因
それでは「メディア活用能力の「伸びJJは、いったい何に由来するのだろうか O とり

わけ入学動機や当該授業への参加意欲とどのような関連性(相関)が見られるだろうか。

この間いに関しては、まずその前提として、①当学部・当学科の入学動機、②メディア関

連の授業一般への関心理由、③当科目(i情報リテラシーJ)への参加意欲について、 2011

年 4月時点で質問を実施した結果のデータを活用することとした O 次に「メディア活用能

力の「伸びJJについては、各学生 IDで個別に十ポイントを確認し、このデータと上記①

~③のデータとの相関関係を検証するという方法を採用した O

なおその際の手続きとしては、上記①②については、選択肢を「就職・実利関心」型、

「レジャー関心」型、「無関心」型のように設定し、③については授業への参加意欲を「ほ

とんど期待せず/必修なのでやむを得ず参加」から「非常に期待/積極的に参加」の 5段

階に分類し、それぞれ単純相聞を検証した。要するに①入学動機と②メディア関心の面で、

「就職・実利関心」型のメンタリティーをもっほうが「伸び」が大きいのか、「レジャー関

心」型のほうが「伸び」が大きいのか、また③参加意欲の面では、授業への参加意欲が高

い/低いほうが「伸び」が大きい/小さいのかどうか、を検証するというねらいである。

検証の結果、今回の調査サンプルでは、上記①②については「ほとんど相聞なし」とい

う結果が導かれた O すなわち①入学動機と②メディア関心の面では、当科目 (1情報リテラ

シーJ)における「メディア活用能力の「伸びJJとの有意な相関関係は認められなかった。

これに対して③参加意欲については、相関係数 0.32と比較的有意な相聞が認められた O つ

まり夏学期スタート時に授業への I参加意欲が高い」学生ほど、冬学期ラスト時に「メデ

ィア活用能力が上がった」と自己評価する傾向が認められた。やる気のある学生ほど成果

(の自己評価)も高いという、半ば当然予測される結果が実証的に確認されたといえる O

5. 今後の課題

本研究の調査報告では、主として第 4節で提示した調査結果と知見が導かれた。教育上

の実践面では上記の調査結果を援用しつつ、今後の研究上の課題としては、①他大学・他

学科等での実施協力や②経年の追加調査により、調査結果の精度を反省的に強化する必要

がある。また過去のメディア教育歴など、今回の調査で十分に活用できなかった規定要因

について検証方法を考察するとともに、さらに新たな規定要因の抽出をつうじて、メディ

ア教育の効果的なアプローチを提起し得る可能性について模索することが課題となる。
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三三日
地方公共団体(s区)主催のぜん息キャンプについての実践報告

~とくにキャンプの専門的立場から~

Qj青宮啓太(余暇問題研究所) 慶田治久(" ) 上野幸(" ) 山崎律子(" ) 

キーワード. ぜん息児童、保護者、ぜん息キャンプ、組織キャンプ

1 .はじめに

報告者らの所属団体では 1999年から ぜん息児を対象としたキャンプの指導・運営委

託を担当する機会を得ている。 2010年から S区のぜん息キャンプの委託を受けている。

本報告は、ぜん息キャンブの事例として S区ぜん息キャンプを取り上げ、実施内容、特

徴、実施状況をキャンプの専門的立場からまとめることで、より効果的な組織キャンプ実

施のための示唆を得ることを目的とした O

2. ぜん息キャンプ実施の背景

ぜん息キャンプは、 1960年代から多くの地域で取り組まれてきたこと O 国の施策として

の支援は、昭和 48年の公害健康被害補償法成立から、昭和 62年の改正により健康被害予

防事業として位置づけていること O この予防事業は“ソフト 3事業"として、健康相談事

業、健康診査事業、機能訓練事業(水泳訓練教室、音楽訓練教室、ぜん息キャンプ)があ

り、地方公共団体がこれらの事業を実施した場合 独立行政法人環境再生保全機構から助

成を受けられる仕組みであるとしている。平成 23年度のぜん息キャンプの実績は、実施:

26、参加者 4，888人であった。(独立行政法人環境再生保全機構:“ぜん息キャンプマニ

ュアルペ“健康被害予防事業だより"より)

3. S区ぜん息キャンプの特色とねらい

S区では 2008年まで気管支ぜん息等の児童のみを対象としたキャンプを実施してきた

こと。その結果 S区はぜん息キャンプが“ぜん息の正しい理解・対処"“健康意識・自己効

力感の向上"などに成果を上げてきたことを報告している O しかし、長年にわたるキャン

プ実施の中で“継続的に予防し続ける習慣を身につける"ためには、キャンプ後の家庭の

理解と協力を課題としていた。そこで 2010年のぜん息キャンプから児童とその保護者も

対象とした。この課題は委託業者選定プロポーザルにおいてキャンプの趣旨にとり上げ、

対応するキャンプの提案を求めていた。

そこで報告者らは、 S区に対して 対象親子が一緒にキャンプに参加するのではなく、

児童は児童の野外生活プログラムを、保護者は保護者の野外生活プログラムを行うこと、

その中で必要な時は合同で実施する内容を提案した O このような形態で実施することは児

童だけでなく、保護者においても楽しみながら野外生活プログラムを行うことで保護者同

士の連帯感ができ、保護者の抱える不安を減らし、自信や安心を得て、ひいては家庭や日

常生活での継続意欲の向上の目的達成につながると考えた S区はその提案に同意した。

4. S区ぜん息キャンプの概要、運営組織と役割

(1)日程:8月中旬ごろに実施 2泊 3日 (2)場所・長野県内の S区立施設と周辺

(3) 対象 :8 区内在住の気管支端息の児童(小学 1~6 年生)とその保護者 定員 30組

(4) 実施実績 2010年度(児童 19名、保護者 16名)

2011年度(児童 18名、保護者 14名)※継続参加保護者 11名

2012年度(児童 13名、保護者 11名)※継続参加保護者 5名
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(5)運営組織と役割

保護者も L※GLチーフ、 GL
(1 グ、ループ 2~3 名)

※GLニグループリーグー
図 1 S区ぜん息キャンプ運営組織

O主催・事務局・ 参加者集約、会場準備、医療班との調整など

O医療班: 診察、服薬管理指導、児童・保護者へのぜん息学習(各 4回)指導など

O生活指導班: 全体進行、学習・服薬管理指導補助、集団生活・野外活動指導など

4. 実施状況

活動

表 1 ぜん息キャンプの実施状況

児童 : 保護者

!リーダーとプログラムを楽しむ 1日程・活動が進むごとに、交流、コミ

;事によりすぐに友達になれた :ュニケーションが進んでいた

i班で服薬管理指導を受ける事に i個々の保護者の家庭での取り組みや
グループ活動!よって良い習慣を身に付けぜん l迷いなどを自ら話す場面が多く見ら

i息への理解も深まった |れた

!診察結果から参加を制限された i体力・体調面から参加を不安に思って

ハイキング !児童に対し、 GLが自己管理の大;いた保護者も全参加できた。これをき

i切さを指導した !っかけに会話の輪も広がっていた

キャンプ iゲームに楽しく参加し保護者の!ぜん息に関するメッセージのスタン

ファイヤー lスタンツを真剣に見入っていた lツを全員が協力して楽しく発表した

親・子別の |親から離れたがらない児童も見(親子一緒の活動を考えていた保護者

集団活動 lられたが徐々に自分達の活動を;もいたが、最後にはキャンプの意図を

i楽しんでいた l理解し、積極的に活動していた

5. まとめ・課題

総じて参加者は医療関係者、リーダーの元でぜん息の知識・技能を体験し、野外生活を

存分に楽しみながら、同じ問題を抱える者同土の連帯感を育成できたと考える。またキャ

ンプの目的である家庭での継続に向けて、その意識啓蒙が図れたと推察する。

その上で今後、参加者(児童、保護者)と、スタッフ(指導員、医療班、事務局)の指

導・対応、プログラム(学習、キャンププログラム)との関連性を探ることが効果的なぜ

ん息キャンプの実施につながると考える。そして、今後もぜん息キャンプにキャンプの専

門的立場として、継続して関わることで組織キャンプの発展につなげていきたいと考える。

交流

月

i
d
官



三日

l諸言

マリン&レクリエーション実習のプログラム評価に関する事例研究

プログラム満足度の差異に焦点を当てた Self-efficacyの変化

0井揮f~樹[大阪女学院大学] 松永敬子[龍谷大学j

キーワード:プログラム評価 プログラム満足度 Self-efficacy 

本学で閣講されているマリン&レクリエーション実習(以下、実習)は野外活動、スポーツ・レクリ

エーション活動の資格取得に関連する実習ではなく、主たる目的を「白然の中に身を置くことにより、

自己や他者に対する『気づき』を深めること」に置いている。非日常的な環境下で他者と協力し、普段

では見ることのない自分と向き合うことで得られる心理的変化(=気づき)に大きな期待を寄せている。

実習は3泊4日で開講され、マリンスポーツ(カヤック・カヌー・ヨット・ウインドサーフィン)を

中心に、コミュニケーションゲーム・キャンプファイアー・講師の講話などで構成されている。実習中

はグループ行動が主で、あり グループ。は コミュニケーションゲームによって無作為に決まる為、交流

の無かった学生同士が本実習で、初めて接する場合が多い。

本研究者らは過去にも、本実習のプログラム評価を報告してきた(井津ら 2009，2010， 2011)。その

中で、プログラムで得られる満足感や達成感、成功体験が学生の心理的変化を促しているとの示唆を得

てきた。そこで本研究では、特にプログラム満足度(以下、満足度)に焦点を当て、満足度の差異によ

るSelιefficacyの変化を明らかにすることで実習のプログラム評価を試みる。

2. 目的

本研究の目的は、対象者のブ。ログラム満足度に焦点を当て、その差異による Self-eff・lcacyの変化を明

らかにすることでマリン&レクリエーション実習のプログラム評価を行い、次年度以降の実習に向けた

基礎資料を得ることである。

3 研究の視座

Patton (1997)はプログラム評価を「プログラムの活動、性質、アウトカムの情報を体系的に収集し、

当該フ。ログラムについて何らかの判断を下し、プログラム介入による効果の改善を行い、将来のプログ

ラムについての決定を行うこと」と定義している。アウトカムとは「プログラムが対象者に対しでもた

らす結末jであり (Weiss1998)、参加者が得た利益(心理的変化)などのプログラムの“結果"や“効

果"を意味する。つまり、実習のプログラム評価を行う上で必要なことは、学生が実習を経て得た利益

(心理的変化ニ気づき)を明らかにすることであると考え、本研究では Se1f-efficacyに注目した。

Self-efficacyとは、 Bandura(1977)によって「一定の状況において、望まれた結果を生み出す為に必

要な行動を自分が遂行できるという信念j と定義されている O また、この Self-巴fficacyは人が行動を起

こす際に必要とされている効力予期、つまり「うまく行えるのか否かの予測Jであり、ある課題に直面

した際の「自身の処理能力に対する信頼感(鎌田 2006)Jと考えることができる。ある領域において発

達した Self-efficacyの認知は、他の領域においても般化する傾向があると言われていることからも(神

藤 2004)、実習を通じて養われた Self-efficacyは、日常生活に般化することが期待できる。また、教育

心理学分野での報告において、 Self-efficacyの向上に影響を与える要因として満足度が挙げられている

ことからも(大城ら 2006)、プログラム満足度の差異による Self-efficacyの変化を明らかにすることで、

実習のプログラム評価を試みる。
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4.研究方法

本研究におけるデータの収集は、 pre-test• post北 stの2度に渡り、参加者全員に実施した。各調査と

も回収数(率)は 34部 (100.0%)であったが、データクリーニングの結果、 pre• post共に有効で、ある

データを抽出した結呆、有効標本数(率)は 25部 (73.5%)であった。調査項目には個人特性、主と

なる 14プログラムの期待度と満足度、 Self-efficacyを設定した。 Self-efficacyの測定には特性的自己効

力感23項目 o育水 2008)を用いた。尚、本研究で行う検定は有意水準を 5%に設定し、分析を行った。

5 結果及び考察

1)対象者の特性

表 lは、対象者の特性を示したもの 表1対象者の特性

I学内での所属1
短期大学

4年制A学
合計

I現在の運動・スポーツ習慣1
週3日以と

週1日-2日程度

月に1日-2日程度

(n) (%) 

12 48.0 
13 52.0 
25 100.0 
(n) (%) 

4.5 
9.1 
31.8 

I 運動・スポーツに対する噌好1 (n) (%) 

好き 15 60.0 
どちらかといえば好き 28.0 
Eちらかといえは嫌い 8.0 
嫌い 4.0 
合計 25 100.0 

I野外活動に対する噌好1 (n) (%) 

好き 36.0 

‘である。 80%以上の者が過去の運動・

スポーツ経験を有しているが、現在で

は運動・スポーツの定期的実施者(週

1日以上の者)が 13.6%であり、身体

を動かす習慣が無い者が多い。しかし、

運動・スポーツに対する晴好・野外活

動に対する噌好ともに80%以上の者が

年に数回程度 22.7 どちらカ吃いえば好き 12 48.0 

「好きJ1どちらかといえば好きIと回

答しており、本実習に対して前向きに

履修していることが伺える。

全くやらない 31.8 どちらかEいえは嫌い 16.0 
合計 22 100.0 合計 25 100.0 

[過去の運動・スポーツ経験] 加(%)

まる 21 84.0一一一-1 平均年数 日年土3.6年
ない 16.0 最短年数 3年
合計 25 100 L 最長年数 13年

I過去の野外活動経験 (n) (%) 

ある 14 56.0一一一一-..1 平均回数 3.8同土2.8固
ない 11 44. 最少回数 1回

合計 25 日0.0 し最大回数 10回

2)プログラム満足度によるセグメンテーション

満足度の差異による Self-efficacyの変化を明らかにする為に、本実習の主となる 14プログラムの満足

度を 5段階評定尺度で回答を求め、得られたデータを数値化し、合成変数を算出した。内的整合性を判

断する為に Cronbachのα係数を算出した結果、 α=.77であった。 14項目とも 11.全く満足していな

しリを選んだ最低 14点から 15. 非常に満足している」を選んだ最高 70点までをパーセンタイル値を

用いて分類した結果、低群40.0%、中群32.0%、高群28.0%で、あった。

3)プログラム満足度の差具による Self-e節目勾の比較

表2は、満足度の差異による Self-efficacy 表2Sel←efficacyのore/oost比較
の比較を示したものである。結果、 pre'post meanpresD meanpo九D. 値 d.f. 

聞で統計的に有意な向上が認められたのは 全性(n~一切 り.12 1192-E・3巳ーー10.13 -2:.~~...~4，......I!く .05
低群(n~ lO) 67.40 15.03 70.40 10.79 -1.11 

高群のみであり (t(6)~-3.05 ，Pく.05)、実習で 中群(n~8) 伺 50 10.24 71.63 12.00 -1.13 7 n.s 

得られた満足度が高ければ、 Self-effi伺 cyの 高群(n二 7) 64.00 9.36 68.86 7.95 -3.05 6 p<.05 

有意な向上が認められることが明らかとなった。自由記述では、低群は「実習中での体験(楽しかった・

悔しかった等)Jについて、中群では「実習中での他者との関係性(協力できた・協力できなかった等)J 

について、高群では「実習前後の自己の比較(実習前後で自分がどのように変化したか等)Jに関する

記述が、それぞれ他の 2群よりも比較的多い傾向にあった。それぞれに成功体験があるものの、高群は

他の 2群よりもその変化を深く考察していることが考えられる。

尚、発表当日はより詳しい結果と考察を報告する。
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伝統文化の再構築をめぐる視座

産学連携プロジェクトにおけるイベント・プロデユースの実践から

O 関口英里[同志社女子大学]

キーワード:産学連携 イベント・プロデユース 現代消費社会と地域伝統文化

筆者担当の情報メディア学科科目 I情報メディア演習J(2年次ゼミナール)では、現代

日本の消費文化における様々な「仕掛け」の研究を目的とし、単なる講義や座学とは異な

る実践的プロジェクトを取り入れた学究活動を行っている02008年からは、株式会社 TNC

ブライダルサービス(京都市中京区)との産学連携により、挙式・披露宴を中心としたブ

ライダル・イベントの総合プロデユース活動を継続している。

京都は、伝統と「和」のブランド力で観光地としての圧倒的な地位を維持しながら、常

に新鮮な魅力を発信し、各種の文化・レジャー産業の隆盛を誇っている。またブライダル

業界は、洋風化の流れの中、様々な演出でエンタテイメント性、イベント性を包括するビ

ジネスとして発展しつつ、「幸せ」や「楽しさ」を演出するサービスを消費者に提供してい

るO その一方で、婚礼関係に限ってみても、時流と経済の変化の中で廃れてゆく儀式や習

俗も多い O また需要と消費の減少や、固有技術を有する職人と継承者の不足などから、維

持継続が困難となる伝承分野が増えているのも事実である O 真の文化振興のためには、伝

統産業の衰退をめぐる深刻な状況に対して早急に様々な対策を講ずる必要があるといえる。

その際には、単に関連する産業界が単独で経営的な取り組みを行うのではなく、多様な学

術分野の分析に基づく、総合的なプロジェクトとしての文化復興戦略を実践してゆくこと

が有効になってくる。

そうした背景を踏まえて、本ゼミナールが実践するプロジェクトでは、婚礼とその関連

分野にまつわる新たな挑戦を通じて、京都の伝統産業や地域文化を活性化する、という大

きな目的を掲げた活動を行うこととなった。さらには、その目的意識と活動の重要性を共

有することが可能な、ブライダル関連企業との協力体制が築けたことで、産学連携プロジ

ヱクトとしての企画を立ち上げ、運営することが可能となった。

文化研究を軸にアカデミックな活動を重視する本プロジェクトにおいては、京都および

日本の伝統文化、婚礼文化、さらにはプランの演出や重要アイテムとして取り入れる各種

の伝統工芸品や儀礼習俗等の深い理解が前提となる O そうした学術要素に加え、京都の地

元で学ぶ女子大学生ならではの発想に基づくオリジナル企画を満載した結婚式・披露宴お

よび関連イベントを完成させることも大きな目標となる。そして、最終的には株式会社

TNCブライダルサービスで販売される婚礼プランとして、多くの顧客から支持される商品

的な魅力とその PRを効果的に行うことも求められる O

毎年度のブライダル企画には、婚礼会場、演出上のアイテム、記念品に至るまで、その

プランのためだけに初めて使われる独自の要素が数多く盛り込まれているのも大きな特徴

である。従来はこうしたブライダノレ企画との接点が少なかった京都の伝統産業関連企業、

唐舗、団体などに、学生たちが粘り強く企画の主旨を説明しながら交渉を重ねることで、

各方面からプロジェクトへの理解と協力が得られ、最終的にオリジナル・プランを完成さ

せることが可能となっている O
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この企画における最も重要なポイントのひとつは、安易な販売戦略にありがちな、ステ

レオタイプ的、古典的な「京都らしさ Iをめぐるイメージの利用や、単なる「女子大学生

のアイデアに基づく企画Jという部分のみをセールスポイントにした表層的な取り組みで

はない、という点である。学生達は常に伝統文化とは何か、また、その掘り起こしにはい

かなる仕掛けが必要であるか、さらには伝統文化にまつわる商品を通じて、どのような社

会的、産業的、文化的なベネフィットを創出できるか、といった大きな課題解決にむけた

目的意識を持って活動している。また京都ならではの有形・無形の文化の PRと活性化に

自らの立場から貢献する方策とは何かを探り、調査研究に裏打ちされた深い意味づけによ

る本格的な企画立案を重視した点に意義があったと考える O 提案するプランに必要な文化

要素について、十分な文献調査等の学究活動を行い、商品とサービスに関する市場調査を

実施した上で、試行錯誤しつつ開発を遂行することで、現代のニーズに合致する総合的な

婚礼プランとアイテムを提案してきた O こうした意味からも、この取り組みは、京都の地

域産業・文化、ブライダル業界、大学での研究・教育活動のそれぞれにとってメリットを

生み出す、前例のないコラボレーション・プロジェクトとしての大きな意味を有すると考

える O

提案するブライダル・プランの主題や概要は毎年異なり、プロジェクト開始から現在に

至るまでに、京都特有の有形・無形の文化要素を随所に散りばめた「五感で感じるウェデ

イング」、千年紀を迎えた「源氏物語」にちなみ、紫式部ゆかりの寺・草山寺における初の

十二単での挙式を軸にした「源氏物語ブライダルJ(以上 2008年度)、京都の近代的な魅

力とモダニズムにスポットを当てた「みやこなでしこ」ウェディング (2009年度)、茶道

の「和敬清寂Iの精神を形にした「茶前式」を中心に据えた婚礼「京くらしつく J(2010 

年度)、の各プランを完成させ、商品化を実現してきた O

マスメディアからの注目や社会的反響も大きく、新聞やテレビなどでもたびたび取り組

みが紹介された。上記プランのうち、「源氏物語」ブライダルについては、アレンジを加え

た形で草山寺での挙式が実現し、ゼミナーノレ生も立ち会わせて頂いた。自分たちのアイデ

アが具体的な形となり、多くの利用者の幸福や楽しさのプロデユースにもつながる瞬間を

体験できたことで、活動の達成感と大きな学びが得られた。また、貴重な社会経験が白ら

のキャリアプラン検討に大いに役立った、といった事後コメントが多数のゼミナール生か

ら寄せられている O 事実、この企画への参加を契機にブライダル業界に就職したゼミナー

ル生は、この 5年間で 3名にのぼっている。

こうしたプロジェクトに関するこれまでの経緯と展開を前提としつつ、本発表では、昨

年度のブライダル・プランである「ふうふ支度の儀」の開発について紹介する。同企画の

新たな独自性は、京都の伝統的な食文化を担う老舗、株式会社半兵衛娃(東山区、元禄 2

年創業)の参加協力を得て、三者の連携が実現したこと、また、従来の挙式・披露宴とは

一線を画した婚礼イベントを提案したことにある O ブライダル業界、伝統文化産業、大学

のコラボレーションで、多層的なベネフィットを生み出した活動の意義を提示したい O

純和風の婚礼実施率が年々減少する中、特に「結納」という形式的かっ高コストの伝統

的な儀式は衰退の一途をたどっている。しかし、シンプルな結婚式やカジュアルな食事会

での顔合わせのみでは、新郎新婦と両家親族同士の繋がりは強まらないのではないか、と

いう問題提起をもって臨んだのが、この京都ならではの全く新しい和婚イベントの開発で
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あった o Iふうふ支度の儀」とは、婚礼衣装を着用しての事前記念撮影、指輪交換、両家顔

合わせと親陸、という、婚礼前の儀礼として必須とも言える三要素を兼ね備えたイベント

で、その名の通り、新郎新婦が夫婦となる仕度を整える場を提供するものである。敢えて

平仮名書きのプラン名には「ふうふの第一歩を踏み出すのは、お「ふ』の歴史あるお庖か

ら」との意味を掛けている O

従来の結納の流れや歴史の文献調査を皮切りに、結納や顔合わせ食事会の現状調査のた

め、京都市内のホテル、百貨届、結婚式場のフィールドワークを繰り返し実施した。当初

の問題意識は、プラン全体を貫く「紳」というコア・テーマへと発展し、いかにして他者

であった人々の聞に確かな紳を結ぶことが可能であるか、試行錯誤しながらも、調査分析

に基づく戦略的なプランを完成させた。

本儀式は 5つのイベントで構成されており、締めのイベントを除き、各名称は漢字一字

として内容を簡潔に表現した o Iふうふ仕度の儀」の式次第は以下の通りである.

①【歩(あゆみ)]半兵衛費主が所有する歴史的調度品の展示や、和洋折衷のしつらいを見学

しつつ、新郎新婦と両家族が自然に会話し、歩み寄ることができる。

②[証(あかし)]和趣の中にモダンの粋を感じられる、京都独特の雰囲気を擁した正面玄

聞や中庭、室内等でプロによる写真撮影を行う O 儀式全体のスナップも撮影する。

③[繋(つながり)]指輪交換を行う新郎新婦に提供するオプション。希望に応じて、オリ

ジナルな和紙の手製リングピローも使用できる。

④[和(なごみ)]個室で両家歓談のひとときを過ごす。その際は学生開発による松竹梅や

もち花をかたどった「縁起楚」と四季の茶菓子が供される。

⑤[ふうふの儀]商品「棒弦」の包装紙に、新郎新婦が両親への感謝の気持ちゃ、夫婦に

なる決意を筆書きでしたため、両親に贈呈する。

儀式の導入イベントとして、新郎新婦と両家の家族が緊張を解いた会話を弾ませる契機

となるよう、半兵衛娃の庖舗見学を設定した O その後も儀式の進行とともに、両家族聞の

紳が深まるようなイベントの流れを重視している。半兵衛娃本庖の格調高く重厚でありな

がら温かみのある建築と室内空聞が、儀式をより一層思い出深いものとして演出する。全

行程を通してプロカメラマンが随時スナップ写真を撮影し、紳の深まるプロセスが、実体

験の記憶とメディアの記録から再確認できるようにした。

またオリジナノレ商品として、半兵衛抵の様々な娃製品をベースに、歓談に華を添える縁

起悲「和(なごみ)Jと記念品の祝い菓子「結(ゆい)Jを開発した。当初、学生達は悲に

ついての知識が乏しく、ほとんどが生蛙を食べた経験もないという状況であった O 自分た

ちですら伝統的な食文化との距離感が大きいという現実を認識しつつ、その原因を考え、

さらにはいかにそうした状況を打開できるか検討する、という課題解決プロセスを実体験

の中から学んでいった。そこで学生達は まず原料や製造方法、京の食文化としての娃の

歴史など、悲にまつわる基礎知識を徹底的に修得した。その上で同業者の商品との比較考

察を行い、半兵衛越ならではの風味特性やこだわりを分析した。さらに京都の老舗として

のブランド力に伴う記号的なメッセージのアピールをし、かに発信すべきか検討した。

半兵衛娃が家訓として創業以来守ってきた「不易流行」という価値観を念頭に置き、新

規の独自開発商品と婚礼プランの開発を進めることが大きな課題となっていった O 抵の伝

統的な本質を維持しつつ、現代のニーズに合わせて柔軟にアレンジすることに難しさを感
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じながらも、半兵衛盈の積極的な後押しを得たことで、それこそが商品開発の鍵を握るこ

とを学生達自身が理解し、意欲的に活動した。そこで現在のスイーツブームに必須の生ク

リームやジャム、チョコレート等と越を組み合わせるなど、試行錯誤を繰り返して試作を

重ねた O また京都ならではの色彩と造形で、視覚的に消費者を魅了する秘訣を探り、様々

な京菓子についても調査した O 日本古来の食文化と美意識の融合への関心と理解を深めな

がら、あくまでも抵の特性を最大限に引き出すことで、現代のブライダル・シーンにふさ

わしいオリジナル商品の開発を進めた。

半年におよぶ活動の結果、半兵衛越ならびに TNC社のアドバイスのもと 2つの商品を

完成させることができた。歓談時の茶菓として供される縁起娃「和」は、粘性の高い食感

が特徴の生変去を使用し、婚礼にふさわしく縁起の良い松竹梅をかたどった O 一方の「結」

は、歯ごたえのある食感が楽しめる球状と棒状の焼き娃にチョコレートをコーティングし、

記念品やギフトとして使用できる菓子に仕上げた O それぞれの色・形・味については、職

人のアドバイスを基に最適なバランスを考慮した。またディスプレイやパッケージについ

ても、伝統工芸品の什器や、和紙を使用した扇形菓子箱など京文化を象徴するモチーフと

素材を取り入れ、商品力と付加価値を高める工夫を行った。それと並行して、理想を追求

しながらいかにコスト面での採算性をはかり、商品やサービスの提供を可能にするかとい

った、現実的なビジネス面での課題についても、企業ノウハウの惜しみない提供と実地指

導から多くを学び、解決が可能となった O

学生達によるプロジェクトの事後コメントによれば、「伝統は守るものではなく、つぶし

ていくものである」という半兵衛抵の理念を学びとったことが大きな発見であったという O

伝統を不変的に守るべきものと捉えていた自分たちの固定概念を覆す発想に当初は驚きと

当惑を覚えつつも、学生達は I~つぶす」という言葉には、『創造する』との意味が込めら

れているのではなし、か」、「プロジェクト以前は遠い存在であった伝統文化に触れてその重

みを知るとともに、時代に合わせて少しずつ変化する魅力的なものだと実感できたん「伝

統は守るものだと思っていたが、活動を通して考え方が大きく変わった」とも述べている。

丈化の本質は、時代に応じて変化しつつも継承される柔軟性、可変性にあるといえる。

また、ホブズボウムとレンジャーらの理論では (Hobsbaumand Ranger 1983)、伝統とは

実は椴密な文化的な操作に基づいて新たに生み出されてゆく戦略的な側面を持っている、

ということが指摘されている。こうした文化理解の本質に触れるような発見と学びを産学

連携の中から学生たち自身で実践的に学びとり、その知見を活かして商品やサービスを形

にすることが実現できたという点が、本プロジェクト最大の成果であったと考える。

日本文化の独自性は、内外の新規要素を取り入れ、時代の要請や消費システムに沿って

再構築する点にある。本プロジェクトは、伝統が不断の創造活動で更新される「文化の仕

掛け」であることを示している O また、消費者本位の商品開発や京都の伝統文化と関連産

業への寄与に加え、学生自身とゼミ組織全体の成長も重要な成果といえる O 今後も日本文

化の本質を社会実践から学び、非日常の時空間に「丈化装置」を創造する取り組みを行っ

てゆきたい。

参考文献-

Hobsbaum， Eric and Terence Ranger， eds. The Invention of Tradition目 London:Cambridge U. Press， 1983. 
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区王
明治後期のレジャー・レクリエーション雑誌の編輯局について

『遊楽雑誌』創刊から廃刊に至るまでの経過~

三橋正幸[公益財団法人神奈川県体育協会]

はじめに

レジャー・レクリエーションの歴史を振り返るとき、参考文献として取り上げられる代

表的な機関誌に『厚生の日本』や『月刊レクリエーション」がある O これらの機関誌は、

昭和の時代を映し出す貴重な手がかりとして重宝されてきたが、団体の機関誌としてでは

なくて発行された、レジャー・レクリエーション関係の雑誌にはどのようなものがあった

のか、時代を遡ってみると、 1906(明治 39) 年 3月に近事童報吐から創刊された『遊柴

雑誌』の存在に行き着いた。しかし、この「遊楽雑誌」は非常に短命で、第一巻第三競を

もって廃刊になった、いわゆる三号雑誌であったこともわかった O

本論では、『遊巣雑誌Jを創刊した近事董報世について概観し、どのような事情から廃刊
に至ったのかを明らかにするとともに『遊柴雑誌』の特徴の一部を記述することにしたい。

近事董報社の設立について

教科書や参考書を得意としていた敬業社は、雑誌創刊を目論見、政治家や新聞記者とし

て活躍していた、矢野龍渓を顧問に迎え入れ、 1903(明治 36) 年 3月競から雑誌『東洋

童報』を発行し始めた O 編輯長には矢野から打診を受けた国木田濁歩が就いたが、雑誌の

売上げに欠損が続いたため、すぐに廃刊の方針が打ち出された。それに反対した矢野は自

ら、近事重報祉を 1903(明治 36) 年 9月に設立し、誌名も『近事責報」に改めて雑誌を

発行し続けた O 矢野から鴨されて『東洋査報』編輯長を務めていた国木田濁歩は、矢野と

共に籍を近事責報祉に移し、引き続き編輯長として『近事責報』の創刊に関与した O

日露戦争前後の近事童報祉の経営について

1904 (明治 37) 年 2月に開戦した日露戦争は、グラフ誌である『近事董報Jにとって
販売部数を見込める千載一遇の出来事でもあった O 誌名を『戦時査報』に変え、絵画主任

の小山正太郎、画家の小杉未醒を戦地に派遣し、グラフ誌の画を描かせた。『戦時董報』は

明治期の雑誌としては販売部数が多く、一回に 3~4 万部売れていたという記録がある。

しかし、 1905(明治 38)年 5月下旬の日本海海戦で、日本の勝利が見えて来た頃から、

戦時報道で発行部数を伸ばしてきた『戦時董報』は売れなくなると、国木田濁歩は予見し、

早めに次の一手を講じることになった。近事童報社には、事業を縮小する選択肢もあった

が 1905(明治 38)年 5月から翌年にかけて 12誌の雑誌を次々創刊させ拡大路線をとった O

近事董報社が創刊した 12雑誌

『近事責報』※戦時量報毎月 2回 18銭 1905(明治 38)年 10 月~ 1907(明治 40)年 3月
から変更

『新古文林』 毎月 1回 20銭 1905(明治 38)年 5 月~1907(明治 40)年 3月

『婦人重報』 毎月 1回 25銭 1905(明治 38)年 7月~現在に至る

『少年智識童報』 毎月 1回 10銭 1905(明治 38)年 9 月~1906(明治 39)年 12月
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『少女智識童報J 毎月 1回 10銭 1905(明治 38)年 9 月~ 1906(明治 39)年 12月

『名童集』 毎月 1回 45銭 1905(明治 38)年 10 月~ 1906(明治 39)年 5月

『通俗小説文庫』 毎月 1回 35銭 1906(明治 39)年 1 月~ 1906(明治 39)年 3月

「美観童報』 毎月 1回 25銭 1906(明治 39)年 1 月~ 1906(明治 39)年 4月

『賓業董報』 毎月 1回 25銭 1906(明治 39)年 2 月~ 1906(明治 39)年 6月

「支那奇談集』 毎月 1回 35銭 1906(明治 39)年 2 月~ 1906(明治 39)年 5月

『槍入史談」 毎月 1回 35銭 1906(明治 39)年 2 月~1906(明治 39)年 6月

『遊楽雑誌」 毎月 1回 25銭 1906(明治 39)年 3 月~1906(明治 39)年 5月

各雑誌編輯担当者について

近事童報社で編輯者として働き、執筆者の一人でもあった坂本紅蓮洞(本名:易徳)は、

1908 (明治 41)年 6 月 23 日に没した、国木田濁歩を回想、する特集を組んだ『趣味~ (1908 

(明治 41)年 8月競)の中に、各雑誌の編輯担当者名を書き記している。

今其の嘗時、吐から務刊する定期刊行物のことをいふに、近事童報は月三聞の稜刊で、従前の如く故人

野外二人の携任で、婦人董報は枝元校風、新古文林は吉本孤雁、遊楽雑誌は平塚;薦、賓業董報は茅原線、

富源案内は佐藤青持、少年智識童報は石井研堂、少女智識董報は海賀饗哲、名画集と其他諸雑誌の遊撃軍

として鷹見恩水、美観査報は小生 無論、此くなるまでに、種々の愛遷があったのだが其の極度をいへば

此んな有様で、如上の諸氏部署を定めて各其の編輯を担当するもの〉、故人は濁り自ら編輯する近事董報

のみならず、市土の編輯長として此等諸雑誌の何れにも頭を廻らせねばならぬ。のみならず、此の他にも出

版物がある。故人亦これに闘はらねばならぬ。故人の多忙思ふべきである。此の時代の故人は詩人文士に

あらず、全く事務の人であった。(引用『趣味』近事董報社時代の濁歩 (1908(明治 41)年 8月号))

この回想録からは、近事責報祉が発行する雑誌すべてに、国木田濁歩が関与していた様

子も確認できる O 野外とは、杉浦野外のことで、グラフ誌を得意としていた人物である。

近事董報枇が創刊した『遊楽雑誌』について

12誌の中で一番最後に創刊されたのが、『遊柴雑

誌』であった。発行部数は不明である。

『遊柴雑誌』編輯担当者は前述、坂本の記録から

平塚篤であることもわかった。国木田濁歩は、新聞

『民声新報」編輯長を務めていた時に平塚篤と知り

合い、矢野龍渓も 1905(明治 38)年 3月に、平塚篤

と新雑誌の企画話をすすめていたという記録が残さ

れている。この頃から近事董報社に籍をおき、編輯

局の業務に携わり始めた人物ではないかと思われる O 奥付には、次のような記録がある O

編輯者 東京市京橋匝五郎兵衛町廿一番地 大賀順治

務行所 東京市京橋匝五郎兵衛町廿一番地 株式会社近事童報社 代表者 永田一茂

印刷所 東京市神田区錦町三丁目一番地 小川印刷所

編輯者は大賀順治となっていたが、平塚篤が編輯担当者で、国木田濁歩は杜の編輯長と

して『遊楽雑誌』の発行責任者的立場にあったと、坂本の記録からは読み取れる。
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『遊柴雑誌』編輯局について

近事責報社の所在地は上記奥付のどおり、東京市京橋匝五郎兵衛町におかれていたが、

「遊楽雑誌』最終競となった第一巻第三競に、次のような移陣吐告が掲載されている。

移縛

都合に依り左記に移縛随て電話番号置も童書更いたし侯

東京市京橋匿五郎兵衛町廿 番地

遊楽雑誌編輯局 電話本局三二四三番

自社所在地への移韓枇告という不思議さから『遊楽雑誌』編輯局の所在地を探求してみ

たところ、前土告からその所在地が明らかになった。

「遊楽雑誌』は、第一読から第三競まで、すべてに同じ次のような杜告を掲載している。

「運動遊戯に熱心なる遊楽雑誌愛護者諸君に乞う 本誌は満紙を奉げて諸君の為めに開

放せん諸君は此の我園唯一の遊楽園を自由に澗歩するの権利を有す』の大見出しがま

ずある O そして、『遊楽雑誌』の編輯方針でもあったのだろう、「各地方の運動界賓況、競

技批評及び新遊戯の方法、地方特殊の遊戯等は殊に諸君の寄稿を希望す 〆切は毎月二十

日とす」と、読者からの寄稿を呼びかけるための、寄稿規程を毎披載せていた。

その寄稿先が「東京市芝匝兼房町四番地 遊楽雑誌編輯所Jであった。この東京市芝匡

兼房町四番地は、近事査報祉の編輯長である国木田濁歩の自宅であり、一階が自宅、二階

を編輯所として使っていたことがわかった。国木田濁歩の白宅は、『東洋董報」編輯長を引

き受けた、敬業世時代から同じスタイルで、編輯局を兼ねていたこともわかった。

闘球がお気に入りだった濁歩は、編輯局に闘球盤を置き、局員とともに楽しんでいたと

いう記録が残されている o ~遊柴雑誌』第二幌には国木田濁歩自らが、闘球談として、家族

と共に竹芝館で晩餐をとった時に、女中から闘球を教わり、早速その販売所を聞いて闘球

盤を購入し、編輯局に置いたところ局員から歓迎されたというエピソードを書いている。

国木田濁歩が編輯局で、『遊楽雑誌」にどのくらい関わっていたのか、質的にはよくわか

らないが、近事責報吐は営業部、給量部、編輯局で構成された組織であったようである O

『遊柴雑誌』が取り上げた諸活動

創刊競(第一巻第一競)に掲載された授刊の辞は、次のように書かれている。

事手作ありて生活あり、而も遊楽なきの苦手作は精神の消耗たらずんばあらず。王侯と庶人とを

問わず、男子と婦人と老と若とを関わず、一日の生活中、多少の遊楽を享有する能はざる人は

不幸なり。人は遊梁の為めに活くるには非ずと雄も、又同時に人は淀面して泣面して生活せね

ばならぬ義務もなきが如し。以て本誌殺刊の辞となす。

『遊楽雑誌』は日露戦争後の庶民の生活を案じていたのか、この務刊の辞を具現化させ

るがごとく、毎競多岐にわたる種目を取り上げている O 特に、野球、庭球、闘球、音巣、

座敷塾、活花、欧州の運動遊戯界は、すべての競に、テーマとして取り上げられていた。

読者に遊楽の選択肢を幅広く提供することを考えたと思われる、編輯局の熱心さは目次

(次ページ)の内容の豊富さからも伝わってくる。毎強 288ページにもわたる情報量の記

事を集め、編輯する編輯者の作業の労苦は計り知れないものであったと想像できる。
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『遊柴雑誌』第一巻第一競 目次 ※(  )内はベージ数

野球 (2)、歌留多(40)、釣(57)、蹴球(70)、弓術(89)、闘球(100)、音楽(116)、能(128)、

お座敷塞(147)、庭球(168)、書董道楽(194)、韓操(207)、欧州の運動界 (212)、運動界近事(225)、

園碁(228)、活花(236)、終蒸(251)、玉突(253)、端艇界(267)、新遊戯(274)、芝居(285) 

『遊柴雑誌』第一巻第二棟 目次

欧州の運動遊戯界(1)、圏碁(33)、釣と網(47)、野外遊戯 (64)、庭球(86)、植物採集(101)、

潟生(108)、端艇(124)、音梁(149)、歌留多(155)、野球(164)、闘球(212)、弓術(216)、

玉突 (236)、座敷塞(245)、活花(256)、運動界近事 (281)

『遊柴雑誌』第一巻第三競 目次

東西両京大学庭球競技(1)、嵐整(33)、活花(55)、茶道(67)、釣界案内(79)、欧州の運動遊戯

界(一)(93)、花牌(109)、芝居(129)、登山(132)、窮生(145)、座敷萎(151)、運動界近事(157)、

自縛車(165)、運動(177)、音楽(183)、端艇(193)、角力(217)、闘球(227)、野球(231)、

弓(238)、欧州の運動遊技界(二)(253) ※各競は目次、口論寓真、広告を除くと 288貰構成であった。

濁歩祉の設立と『遊巣雑誌』廃刊について

次々に雑誌を創刊した近事責報吐の収益は、思惑とは逆に、悪化していった。矢野龍渓

はこの状況から雑誌事業に見切りをつけたが、国木田濁歩はそれに反発し、今度は濁歩自

らが、濁歩前土なる出版社を 1906(明治 39) 年 6月に設立した。濁歩示士は、近事童報吐か

ら金銭の負債と今後採算が見込めそうな「近事童報~ ~新古文林~ ~婦人董報~ ~少年智識童

報~ ~少女智識貴報』の 5 誌を引き継いだが、『遊楽雑誌』を含む、その他の雑誌は濁歩祉

の設立を機に、相次ぎ廃刊とされた O さらに、設立当初から負債を抱えていた濁歩祉は、

債権者から訴訟を起こされ、 1907(明治 40) 年 4月に、破産に追い込まれ解散した。

まとめ

レジャーを「選択の自由性が高く、内発的な動機によって引き起こされる諸活動」と捉

えたとき、『遊巣雑誌』は読者の「選択の自由性を」高め、読者自身の「内発的な動機」を

掘り起こそうとした内容で編輯された、レジャー雑誌であったと特徴づけられよう。

編輯者としての国木田濁歩の軌跡を追うことで『遊柴雑誌』の創刊から廃刊に至るまで

の事情を明らかにすることができた。編輯局と営業部門は当初から独立し、雑誌の編輯は

編輯長であった国木田濁歩にかなりの権限が委ねられていた様子も認められた。

本稿を通して、一般的には小説家として名声の高い国木田濁歩が、明治後期のレジャー

雑誌としての特徴を持った『遊楽雑誌』創刊に関与していたことも明らかになった O

今後は、国木田濁歩に近い人脈の中に、我が国のスポーツ倶楽部の察明期を支えた「天

狗倶楽部JIポプラ倶楽部」を結成した中心人物が多数いることにも着目し『遊楽雑誌』を、

さらに深く読み解いてみたい。国木田濁歩が レジャー・レクリエーションに関わりの深

い、新たな歴史上の人物の出現として受け止められる日が来ることも期待しておきたい O

【引用・参考文献】

『遊楽雑誌』

『趣味』

第一巻第一棟~第一巻第三競 近事童報社、 1906.3~1906.5 

第三巻第八競 易風社、 1908.8

『編集者国木田独歩の時代』 黒岩比佐子 角川選書、 2007.12
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区王
日本におけるボート競技の起源に関する研究

古城庸夫(江戸川大学)

1、はじめに

明治期から今日まで、ボート競技の書物が数多く刊行されている。しかしそれらの多くは技術的な

内容が主で、ボート競技の起源をイギリスに求めている場合が多い。

はじめて学生以外の日本におけるボート競技の起源に触れたのは、昭和 12年 (19 3 7年)に大

日本体育協会から刊行された大日本体育協会史下巻の日本漕艇協会史(宮木昌常、編集担当委員・日

本漕艇協会役員・早稲田大学ボート部出身)であろうと思われる。

この大日本体育協会史を参考にして、慶応大学ボート部出身で時事新報社の宮田勝善(日本漕艇協

会役員)が昭和32年(1957年)に発行したのがボート五十年であろうと思われる。

したがってボート五十年によれば、

「このボートをわが国で、スポーツとして最初に利用したのは、長崎在留のオランダ人と言われてい

る。しかしこれも口伝で、正確なことはわからない。今日、記録として残っているのは、横浜開港間

もない慶応二年、横浜市山下町十二番地の海岸通りに、パージというボートクラブがあって、英本国

から取り寄せた数隻の滑席艇をもっていたのが、最初といわれている。J

と書かれているが、文中にも口伝とあるようにボート競技の起源は明確には明らかにされていない。

そこで本研究では、新たに発見された資料から日本のボート競技の起源について明らかにすること

を目的とする。

2、 既存記録の検証と資料の発見

また昭和 34年(1959年)日本体育協会から発行されたスポーツ八十年史のボートの歴史によ

れば、草分け時代として

「日本でボートを漕いだのは、なんといっても海軍と在留外人が初めてのようである。横浜のアマチ

ュア・ローイング・クラブなどはずいぶん古い時代からあって、その組織もかなり完備していたよう

である。」

と述べて口伝の域を出ていない可能性を示している。また昭和41年(1966年)に宮田勝善に

よって書かれ、時事通信社から発行されたボート百年の日本のボートの起こりによると、

「日本で最初にボートを漕いだのは長崎在留のオランダ人だという。ヨットや、四人漕ぎj骨席艇を母

国から取り寄せたというが、正確な記録は残っていない。

記録的に最も古いのは、慶応二年 (18 6 6年)横浜市中区山下町12番の海岸通りに、イギリス人

が中心となり、本国から持ってきた数隻の滑席艇で、パージ・クラブを創ったことで、これは横浜ア

マチュア・ローイング・クラブ (Y. A . R . C)の前身である。」

と、これまでに発行された本と同じように明確にされていないのである。

したがって、ボート百年が書かれた昭和41年 (19 6 6年)以降に書かれた、日本の体育史やス

ポーツの歴史について書かれた本の中にはボート百年からの引用と思われる記述が目立つようになっ

ていったと思われる。

そして昭和 51年(1976年)に宮田勝善により改定新版として発行された、ボート百年の記述

もボート 50年と同じような記述で新たな事柄は述べられていなし、。

このように日本のボート競技の始りについて書かれた多くの著作について再考すると、ボート競技

そのものの捉え方に矛盾があるのではなし、かと思われる。
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それは今日のボート競技に対する認識が、競技用に特別に作られた艇とオール(擢)を用いて 20

OOmのタイムを競いオリンピック大会などでも行われるボートと、公園及び海浜あるいはお濠など

の水空間に見られるような娯楽的ボートの違いを踏まえて考えられていないからではないだ、ろうか。

つまり一般的に呼ばれているボートとは、人と物をオールという道具を使って運ぶ小型の舟である

ボートと、決められた距離を開発された艇とオールで、進みタイムを競う競技であるボートへと分化し

ていったのではないかと考えられる。

それは幕末の日本を訪れた艦艇が使用していたボートと、外国人居留地に住むイギリス人などを仲

介として、すでにイギリスで誕生し諸外国でも行われるようになっていた競技用のボートを本国から

取り寄せて、漕ぐようになった競技用のボートが幕末の前後に存在していたのではないかと思われる

からである。

このことは当時の日本に、それらを表す的確な訳語が誕生していなかったであろうことも合わせて、

レガッタという言葉と同じようにヨットや櫓を漕ぐ和船などの他種目の水上競技が距離などの条件を

変えて同じ大会で速さを競い合うとし寸試合内容を出現していったと思われるのである。

したがってこれらの認識の違いによる影響は、平成7年(1995年)に日本漕艇協会(現日本ボ

ート協会)から発行された漕艇 75年に書かれたわが国最初のボートという項目にも見られる。

「日本で最初にボートを漕いだのは長崎在留のオランダ人だと伝えられるが、正確な記録は残ってい

ない。確かな記録に残るものは、慶応二年 (18 6 6年)横浜・山下町の海岸でイギリス人が中心と

なって、本国から持ってきた数隻の滑席艇で、パージ・クラブを創立したのが最初とされ、さらに最

初のボートレースとして記録されているのは、明治2年 (18 6 9年) 4月英国ピクトリア女王の誕

生日を祝う記念レースである。この競j曹は横浜に停泊中の英国軍艦の水兵たちの聞で争われたという。」

つまりこの記述によれば、日本でボートを最初に漕いだのは長崎在住のオランダ人だと伝えられて

いる。競技用の滑席艇を漕いだ記録の起源は、慶応2年 (18 6 9年)であろうと思われる。また最

初のボートレースとして記録に残されているのは、明治2年 (18 6 9年) 4月であるとされている

が、水兵によるレースに使用された艇の種類が書かれていない以上、厳密には競技用のボートを用い

た最初のボートレースとは考えにくいと思われる。

また、当時日本には多くの外国人居留地の存在していたことがわかっているが、築地外国人居留地

() 11崎晴朗著)にはボート競技関連の記述を見出すことが出来なかった。

そのため他の外国人居留地について書かれた文献を求めたが昭和 63年 (19 8 8年)初版発行の

長崎外国人居留地の研究(菱谷武平著)の中にもボート関連の記事を見出すことは出来なかった。

そこで他の居留地関連の文献を調べたところ、昭和 51年(1976年)に初版発行された居留外

国人による・神戸スポーツ草創史(棚田真輔著)のなかに

「明治3年(1870年)香港から神戸に来て医療会館を築き、リーウェリン商事会社に加入したA ・

C ・シム (A1 e x a n d e r・Ca m e r 0 n 0 S i m)が、スポーツ活動と社会活動を含めたよ

うなクラブが必要であると考え、イギリス人の同僚とアメリカやドイツ人などの協力を得て、同年9

月23日にKobeoRegatta & Athletic Club (KRAC) を創設した。

またKRACは同年 12月24日にボートハウスと体育館の落成式を挙行し、第1回のレガッタ競技

を開催して、神戸での外国人によるスポーツ活動を華々しくスタートさせた。」

との記述を発見したが、明治3年(1870年)に行われたレガッタで、ボート競技の種目が行われ

たことを特定することは出来なかった。

しかし文中には
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「明治4年(1 8 7 1年)には横浜に遠征し、横浜にあった横浜レガッタ競技クラブ、ニッポンレガ

ッタ競技クラブ?と対抗し、神戸は4試合に負けたが、ハンデーなしの競技では、ニッポン競技クラブ

には軽く勝った。」

と書かれており、明治4年(18 7 1年)には横浜で神戸・横浜インターボート・レガッタ競技会が

開催されたことが判明した。

このことが昭和 52年 (19 7 7年)に初版発行された居留外国人による・横浜スポーツ草創史(山

本邦夫・棚田真輔共著)と平成 16年 (2004年) 1月発行の神戸外国人居留地研究会年報・居留

地の窓から第4号の発見につながり、横浜や神戸、長崎における外国人居留地でのスポーツ活動の中

でもボート競技の起源について、より詳細な事柄を明らかにすることが可能になったのである。

3、長崎におけるレガッタの起源

長崎でのボートについては、先述のイギリス人ジャーナリストのジョン・レディ・ブラックは慶応

元年(1865年)すでにボートやヨットのレースが居留地外人の娯楽とされていたと述べている。

そして横浜以外の居留地として、長崎で丈久元年(18 6 1年) 9月26日火曜日に長崎レガッタ

が行われたことを伝えている。

J . C ・ブラックによれば、その大会の内容は以下の通りである。

1、 大浦レース・・・ヨーロッパ人4人漕ぎボート。距離1、5マイル

参加費5ド、ル、賞金25ド、ル、優勝と第2位のボートに懸賞

2、 九州レース・・・日本船によるハンディーレース。距離1，5マイノレ

優勝 15ドル、第2位 5ドル、第3位2ドル

3、 長崎カッフ0 ・・・男子による 4人漕ぎボート。距離1マイル

参加費5ドル、優勝カップ総合優勝に75メキシコド、ル

4、 自家製の屋形船レース(ハンディーレース)

距離1マイル、参加費飛び入り 5ドル、応募者2ドル

優勝20ドル、第2位 10ド、ル

5、 長崎カッフ0 ・・・シングルベア 距離1マイル、参加費3ドル

優勝30ドルとカップ

6、 人々レース・・・日本支那製以外によるハンディーレース

距離1，5マイル、参加費5ドル、優勝25ドル

第2位 10ドル、 第3位5ドル

7、 帆船レース・・・各種の帆船による 3隻ごとのレース

距離は役員が2マイル以下で決める。参加費5ドル

優勝30ド、ルとカップ

8、 イナカレース・・・日本人の4人組によるハンディーレース

距離1マイル、参加費飛び入り 5ドノレ

応募者2ドル、優勝20ドル、第2位 10ドル

またこの長崎レガッタでの詳しい成績は残っていないが、元治元年 (18 6 4 年)に行われた 4~

6人までの漕手による長崎カップの時は、ホルム・リンガー商会 (H0 1 m e . R i n g e r & C 0) 
を創設したF ・ホルムらが優勝し、長崎カップの快走舟のレースではT'B・グラパー (T'B . G 

lover)と弟のA・J・グラパー (A・J'Glover)の兄弟が優勝した。

また(居留地の窓から)の種目説明とこの長崎レガッタを比較した場合、横浜での4本オーノレレー
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スは(1)の大浦レースと(3)長崎カップの4人漕ぎボートと同じような表現に思えるが種目の特

定はできなかった。

4、新たな資料の発見

これまでの研究で、文久元年 (18 6 1年) 9月26日火曜日に行われた長崎レガッタが、慶応2

年 (18 6 7年)に横浜山下町十二の海岸通りでパアージクラブがスライディング・シートのボート

などを横浜居留地の外人たちが漕いだといわれていた事実よりもボート競技の起源としてはふさわし

いと、考えられるが、前述のようにボート競技の種目が特定できなかったため推測の域を出なかった。

しかしこのたび発見したヨコハマ・アマチュア・ローイング・クラブ 189 9年 明治32年第

14回AUTUMN REGATTA 大会番組とヨコハマ・アマチュア・ローイング・クラブ 1 

900年 明治33年第26回SPRING REGATTA 大会番組を詳細に検討した結果、ダ

ブ、ル・スカルの種目は、 D 0 U b 1 e S c U 1 1 s種目でB0 W (先頭のポジション) Strok 

e (整調)のボジションが確認できたためボート競技のダブル・スカル種目と確認できた。

さらにPa r sという種目では B 0 W (先頭のポジションLStroke(整調)、 C0 X (号

令掛)のポジションが確認できたので、ボート競技の舵っきベア種目と確認が出来た。

またF0 U r sという種目では、 B0 W (先頭のポジション)、 2 (2番目のポジション)、 3 (3 

番目のポジション)、 Stroke (整調)、 C0 X (号令係舵手)の記載が認められたため、ボート

競技の舵っき 4の種目と確認できた。

また第26回(1900年)スプリング・レガッタには神戸レガッタ&アスレチック・クラブと、

横浜アマチュア・ローイング・クラブとの対抗戦も認められたことでこれらボート競技で使われてい

た用語の普遍性も確認できたと恩われる。

したがって、この 2つの大会番組(プログラム)の発見により、日本におけるボート競技の起源と

しては、文久元年 (18 6 1年) 9月26日火曜日に行、われた長崎レガッタがふさわしいと考えら

れる。

5、 まとめ

以上のような既存記録の検証と新しい資料の発見により、横浜外国人居留地におけるボートレース

の起源と長崎におけるレガッタの起源について検討を行ってきた結果、いままで記録として残され

ていたものの中で、ボートレースの起源の年代については、修正が必要ではないかと考えられる。

すなわち、ボートレースの起源は、明治2年 (18 6 9年) 5月24日横浜でイギリス水兵により

行われた英国ビクトリア女王の誕生日を祝う記念レースよりも、文久元年 (18 6 1年) 9月26日

火曜日に行われた長崎レガッタが相応しいと考えられるのである。

しかし上海ローイングクラブなどのその他の居留地におけるボート競技の活動内容及び他のレガ

ッタの詳細については今後の研究を待たなくてはならない。
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要介護高齢者レクリエーション活動援助の現状と課題

ーレク・セミナー主催の経験を踏まえて一

O上野 幸(余暇問題研究所) 慶田治久(" )山崎律子(" ) 

キーワード: 要介護高齢者 高齢者レク活動援助

1. はじめに

この研究は 2007年の本学会大会での「高齢者介護サービス事業施設の職員における高

齢者レク活動の支援力向上についての期待J(レクリエーション研究 59号 2007) と 2008

年の「高齢者介護サービス事業施設の職員における高齢者レク活動支援力の向上について

の期待 (2)'"'-'セミナー参加者における経験年数別によって'"'-'J (レクリエーション研究 61

号 2008) の継続研究である。 2007年にはレク活動支援における問題意識を分析し、そこ

から KJ法により 11項目にまとめ、 2008年ではさらに、職員の経験年数から見た傾向を

分析した O その結果、レク活動援助に直面している職員は、“その経験を経るにつれ、学

びたい内容が具体的で、より現場に即したものである"ことを導きだした。

前回の研究から 4年経ち、実際のレクリエーション・セミナーでの様子や参加者からの

質問を聞く機会がある中で、要介護高齢者の状況も多様化していることから介護施設職員

のレク活動援助の現状を探る必要があると感じた。この問、介護福祉士養成課程において

2009年 4月から新カリキュラムへ移行され、レクリエーション活動援助法が削減されて

いることに注目して研究をすすめた。

三ιE且
今回の研究は、 2007、2008年の継続研究として得られた知見をもとに、レク・セミナー

主催の経験を踏まえて、介護職員のレク活動援助のニーズと課題を探ることを目的とした。

3. 研究方法

・対象は主催する介護施設職員向けの「レク・セミナー」の参加者。

セミナー開催時期は 2012年 4/21'"'-'7/17 14回開催。

参加者に行ったアンケートから「こんな内容をうけてみたい」に記述された自由回答

を抽出。これまでの研究で分類した 11項目に照らし合わせ、その結果と経験年数を

あわせて考察を行う O
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互ι主塁
|経験年数から見て|

2 年未満~5 年未満までが全体の約半数を占めている。介護職に就職して早い時期

の研修を施設側が選択していると同時に、実際の介護現場でのレク活動に対する要望

も多いと推測できる。

|「活動自体を知りたいJについて|

前回の研究時と同じように最も多い O 経験年数が経てもニーズは変わらず、介護現

場での毎日の活動に苦慮していることが考えられる。その内容には「身近な物を使っ

たゲームJi少人数でできるゲーム」など具体的な援助の状況に近いものが多く、すぐ

に使える活動の要望である。 10年を経ても、活動に対する工夫がなく、そのまま行わ

れていることは、介護の専門職がその現場でレクリエーション活動援助を行うことの

難しさを感じる。

|「集団指導法」について|

具体的には「盛り上げ方Ji司会・進行の仕方」などが含まれる。集団指導法の知識

や技術の必要性の認識は、 5年以上の経験に強く出ている。また、集団指導に対して

消極的な職員への教育やレク担当職員の育成についての要望は経験 10年以上に見ら

れる。様々な特徴を持つ高齢者の集団に対してより高い技能が求められることから、

今後のセミナ一等の教育に取り入れていく必要がある。

|「特徴にあわせたJについて| ・・今回の特徴として以下の 3項目があげられる O

1) iマヒや目・耳の不自由 Ji認知症」など、障害を持つ利用者へのレク活動の要望が

多いが、 2008年時より減少している O 認知症に対する理解が深まっている上にセ

ミナーで具体的なレク活動援助を取り入れている結果であると考えられる。

2) i男性利用者」は、 2007年、 2008年時にはなかった特徴である。介護現場では男

性利用者の対応方法に大変苦慮、しており、実際のセミナー参加者からの質問も多い。

男性利用者の中には、介護度の低い利用者から認知症の利用者も含まれている O

3) í 介護度 4~ 5 Jは、介護現場では重度に含まれるが、実際の高齢者の状況にはか

なり差がある。身体的な重度で「ねたきりの方Jも含まれ、認知症の症状がすすみ、

コミュニケーションがとりにくい場合もあり、対応の困難さが推測できる O

6. まとめ (現状と課題)

-今回の研究では 2008年から大きな変化がなかった O

・高齢者介護職員のレク活動援助に対する要望は現場に即したものである 0

・介護職の経験が 10年経ても、レク活動援助自体に苦慮している。

・要介護高齢者の介護度や身体技能が多様化し、現場での対応が困難になっている O

-高齢者施設の現場ではレク活動援助への期待が大きいと感じられる。

介護福祉土養成課程におけるレクリエーション活動援助の教育機会が 2009年の

カリキュラムから変更され、減少しているものの、高齢者の介護現場での要望は高

い。専門職を導入していくか、レク担当職員の継続研修が望まれる。今後、要介護

高齢者は益々増加し、多様化することを踏まえて、レク・セミナーにおいても介護

職員に対するレクリエーション教育の充実を図っていきたい。
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人生の最期を豊かに過ごす余暇支援をめざして

一余暇サービスの拡大と質の向上、職員負担を考える-

O草壁孝治 今井悦子 福田卓民 (医療法人社団慶成会青梅慶友病院)

1.はじめに

人の生活において、楽しみは重要であり、高齢者にとっても同様であることは

誰もが理解している。先行研究などにより、余暇を支援する上において、より楽

しさを高める追及はされているが、現実の場面ではそれのみではなく、参加人数

の増大や参加対象者の拡大、さらには提供する側の人員や方法などについての効

率化を図る必要がある。今回は A老人病院におけるそれらの調査結果を報告する。

2.調査方法
調査施設 :A老人病院許可病床数:736床 男女比:22.8% : 77.2% 

平均年齢:88.2歳 (2012年 9月 1日現在)

調査期間:2010年 4月から 2012年 9月

調査内容:(1)余暇活動全体の月別参加人数とその推移

(2)参加者が増加した活動の月間参加人数とその推移

(3)質の向上を目的にした改善項目数とその内容

(4)余暇活動提供に要した総労働時間

(5) 1時間当たりの対応人数

表 1 A老人病院での余暇活動種目
く日々の余暇活動>

院内デイ 8時間 毎日(年末年始2日聞を除く) 手芸や身体活動Iまか

認知症ヂイ B時間 毎日(日曜、年末年始2日聞を除く) ビァオ鑑賞や身体活動ほか

病棟レクリエーション 1時間20分間 1回/週 手芸、書道、コーヒー

歌の会 30分間 2回/週 斉唱

リフクゼーション 20分または40分間 1-3回/週 マッサージ

く月間の余暇活動>

コーラス倶楽部 45分間 1回/月 コーラス

映画 1時間15分間 2回/月 映画

コンサート 1時間 1回/月(同臼1::2回開催) コンサート

ホーJレ生演奏 20分間 2回/月(同日1::3回開催) コンサート

ピアノ生演奏 30分間 不定期 ピアノで生演奏

く年聞の余暇活動>

宗教的活動 45分間 8固/年 法話会、礼拝、讃美歌など

季節のイベント 6時間/日 X5日間 4回/年 季節の食べ物を味わう会

写真撮影会 5時間30分間 1回/年 家族と一緒の記念撮影

和菓子の会 1時間 1回/年 職人技を見ながら和菓子を食する

3.結果

(1)余暇活動全体の月別参加者数とその推移

対象期間内の余暇活動への参加人数は延べ人 201，316人で、ひと月平均は

6710.5人だった。 6カ月ごとの移動平均で傾向を示すと、参加総数は 2011年 8

月をピークに下降し、 2012年 4月以降は上昇傾向にあった(図1)0 また、対象

期間を 6カ月ごとに 5分割した場合、最も参加者が少ないのは 2010年度上期の

ひと月平均 6082.7人で、最も多いのは 2011年上期の 7227.7人だった(図 2)。
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図 1 余暇活動への月間参加者数の推移 図 2 半期ごとのひと月平均値の推移

(2)参加者が増加した活動の月間参加人数とその推移

活動別参加人数のうち、増加がみられた活動は病棟レク、ホーノレ生演奏、ピア

ノ生演奏であった(図 3)0 前項同様に対象期間を 5分割した場合、ピアノ生演

奏の参加人数は減少し、他の 2種目は増加傾向にあった(図 4)。

図 3 各余暇活動の月間参加人数の推移 図 4 半期ごとのひと月平均値の推移

(3)質の向上を目的にした改善項目数とその内容

各余暇活動の質の向上を目的に改善した件数は、日々の余暇活動に対し 18件、

月間のイベントに対し 23件、年間のイベントに対し 93件、計 134件であった O

日々、月間、年間の項目ごとに改善内容を分類し、項目の一部を表 2に示した O

表 2 余暇サービス改善点

<日々の余暇活動> く月間のイベント>
選択肢の増加 I I業務手順の見直し
システムの見直し IIシステムの見直し
雰囲気作り I I活動内容の見直し

o + 寸 γ 一一吋ーγ一一一γ…~…吋一一γーャ一一?…ヤ「

8g8ggg888~~~~~ 吉 E 告書 O~N~ 日言語自書 E 告書
~ ~ ~州刷刊阿同州阿付.........~~~~~~~~~.-r~~~刊~~~

日記日呂田日日日日日日 R日日日記日司自日日日日自由日司日日日

<年間のイベント>
業務手順の見直し
物品の見直し
選択肢の増加

(4)余暇活動提供に要した総労働時間

余暇活動提供に要した職員の月間労働時間は平均で 1572.4時間であり、その傾

向は 2011年 10月をピークに下降していた(図 5) 0 また、前項同様に対象期間を

5分割した場合、2011年上期から減少し、その後 2期間は横ぱいであった(図的。

図 5 職員の月間労働時間の推移 図 6 半期ごとのひと月平均値の推移
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(5) 1時間あたりの対応人数

参加人数を要した労働時間で割ることで、 1時間あたりに対応する人数を算出

した。対象期間内の最少対応人数は 3.4人、最大対応人数は 5.7人であった(図

7)。半期ごとのひと月平均値は年々増加傾向にあった(図的。

4 竺『
人 3+…ー…一一一一一一 一一一一一

I I・-職員一人の 時間あたりの施行数

1-6区間移動平均(職員一人の一時間あたりの施行動

ilili~I~~~i~~~~~I~~~~~~~~~~~~~ 
図 7 職員一人あたりの一時間単位での

施行数の推移

4.考察

(1) 参加人数の増加とその要因

J三三一一
;jf-+-.!fltA-竺干子子子子l
図 8 半年間の月間平均値の推移

参加者数の半期ごとのひと月平均値は 2010年上半期の 6082.7人から 2011年

上半期での 7227.7人へと増加した。直接的な増加要因は病棟レク、ホール生演

奏、ピアノ生演奏の 3種目における参加者の増加である O

従来「病棟レク」は、手芸や書道ができる活動性の高い人を中心に行っていた O

参加できる対象者の幅を広げるべく提供するサービスの枠を広げ、雑誌やパズル

など一人でも気軽に楽しめるツールをワゴンに乗せて用意し、活動性の低い人も

参加できる機会を作った結果、参加人数が 244.4人増えた。

また、病棟側のニーズに合わせ、月 4回のうち 1回を手芸や書道ではなく、幅

広く参加できるコーヒーの会としたことも参加が得られた要因となった O

「ホール生演奏」は、月 1固から月 2回の開催とした結果、 134.8人から 343.8

人と倍以上に参加人数を増やした。

「ピアノ生演奏」は 2011年 l月からの新種目で、担当者は 2名の職員(常勤

換算1.2人)で担当している O 従来は歌の会でのピアノ伴奏が業務のほとんどで

あったが、スケジュールの単純化や演奏時間の工夫により、不定期ではあるが月

に数日の試行を実施し、入院患者やその家族、職員などに対し効果が見込まれる

と判断し導入した。

調査期間中の月平均参加人数は 435.2人で、それらは新規項目の参加者となり

増加要因であった O

(2) 余暇活動の質の向上への改善点

余暇活動の質を向上させるために取り組んだ一例をあげる O

1)1日々の余暇活動」においては、参加者が楽しめる機会を増やすために、麻雀、

楽器演奏ほか、活動種目を増やした。

2) 1月間のイベント」においては、イベントの入場時において、入場手続きを簡

素化し、入場をスムーズにした O
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3) I年間のイベント」においては、対象者が入院患者 700名とその家族となり、

会場が混雑し、待たせることもでてくる O その待ち時間に映像を鑑賞できるよ

うに場を設定し、待つことを感じさせない工夫を行った O

較

の
比

等

。
ト
・

伺

ン

昨

べ
働労

ィ
コ

の

昌
一
他

職

口
と

後

数

の
者

そ
針

で
果

る

9

結

れ

図

た

わ
し

思

較

期

o

人

ぼ

る

少

人

止

と

比

半

た

7

ほ

な

減

、

中

の

の

の

し

1

は

に

が

は

に

も

数

れ

示

工

聞

と

間

れ

的

た

者

ぞ

に

じ

時

こ

時

こ

時

え

加

れ

9

汁

働

た

働

o

一
増

参

そ

図

ド

労

し

労

る

を

び

と

の

ね

7

、

や

で

い

ト

再

開
数
重
一
一
一
し
増
係
て
ン
い

時

者

を

リ

対

を

関

つ

ベ

伴

働

加

均

ι
に

数

の

減

イ

に

労

参

平

日

れ

者

数

も

定

加

の

と

月

引

そ

加

員

数

特

増

員

聞

と

は

、

参

入

者

り

の

職

時

ひ

数

し

で

、

加

よ

数

働

の

者

加

い

後

参

に

人

)

労

と

加

増

ば

の

、

減

加

ω
ご

参

と

横

そ

し

員

参

(4) 職員一人あたりの一時間単位での施行数の増加

一時間あたりの対応数の半期ごとのひと月平均値は、 2012年上半期では 4.8 

人と約 1人の増となっている O 労働時聞が減少しているにもかかわらず参加者数

が増加したことは、限られた人員や時間で効率的に対応する工夫によるものと思

われる。

5.まとめと今後の課題

余暇サービスを行うにあたって、その楽しさを追求することは大切であるが、

それに伴い、参加人数を増やし、活動の質を向上させることも同時に重要である。

さらに実際にレクリエーションを実施する現場は、一日の限られた時間の中で行

わなければ、業務負担は増える一方で、継続が困難となる。そこで、一つ一つの

活動ごとに、ある程度のパターンができたところで業務を見直し、効率化を図る

ことが重要と考える O そうすることで、次の新たなサービスを増やすことにつな

がる(図 10)。

余暇サービス

提供

参加者数増加への工夫 ある程度の
パターンが
できれば余暇活動の質の向上へ

の工夫

|新規企画、試行|

図 10余暇サービス展開のサイクル

余暇サービスの質を向上するには、参加者の満足(参加人数増加、活動の質の

向上)と職員の満足(業務改善など)を追求していくことが大切と考える O

ゥ，，
F
h
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作業療法士と連携したセラビューティックレクリエーションサービスの一考察

高次脳機能障害支援における写真撮影の取り組み

茅野宏明[武庫川女子大学]

作業療法士 連携 セラヒ。 r 子ィリレクり工ーション 高次脳機能障害

1 .はじめに

不慮、の事故や自殺未遂、あるいは脳疾患などにより、脳に損傷を受け、記憶障害や遂行

機能障害、注意障害、失語、あるいは感情コントロールなどの機能に著しい障害が見られ

る「高次脳機能障害j への支援が年々必要とされてきている。厚生労働省では、平成 13

年度から本格的に「高次脳機能障害支援モデ、ノレ事業」を実施し、現在では、主に①障害評

価;②機能回復訓練，③社会適応訓練;④職能訓練;そして⑤社会復帰後の支援1などの事

業を展開している。

医師、看護師、作業療法士、言語聴覚士、心理職、生活支援員、職能支援員、支援コー

ディネータ一、ケースワーカーなどが、作業部会の主な構成員として事業を支えている。

さらに、当事者団体との協働支援のほかに、地域におけるさまざまな機関や団体あるいは

専門職が、支援コーディネーターを介して当事者やその家族を支えている O レクリエーシ

ヨン資格保持者は、これらの事業には関与していないのが現状である。

平成 17年度報告書2では、高次脳機能障害支援事業に関わった当事者の平均年齢は、32.7

歳と記され、受傷時年齢の平均は、 29.8歳 O また、同報告書には、外傷性脳損傷が 76%、

脳血管障害が 17%、低酸素脳症が 3%と示されている。特に、若年層においても、脳血管

障害は常に高次脳機能障害の原因疾患となり得る と報告書は示している。さらに報告書

は、記憶障害 (90%)、注意障害 (82%)、遂行機能障害 (75引の症状が高い割合を示し、また複

数の症状を持つことが一般的である、と示した O

受傷後、残存機能を生かすリハビリテーションサービスにおいて、 1 C Fのもと、ゴー

ル指向型リハビリテーションが取り入れられている O 例えば、「訓練のために、歩行訓練」

するのではなく、 「人気レストランへ食事に出かけるために、歩行訓練」する。このよう

に訓練のためよりも、生活意欲を向上するための支援が一般的になっている。

当事者が残存機能を生かしながら、生活意欲をさらに向上するため「社会生活力プログ

ラム3Jが社会リハビリテーションにおいて実施されている。日常生活における社会参加と

して「余暇」や「外出」もプログラムとして含まれている。特に、高次脳機能障害支援に

おいて「就業・就学準備支援J ニーズは高い反面、当事者自身で思いどおりの成果が出な

い現実と直面することも少なくない。その結果、当事者のモチベーションは上がらず、無

気力な状態Clearnedhelplessness) で支援プログラムに参加している感も認められる。

作業療法士が進める社会生活力プログラムは集団支援が基盤のため、一般的に無気力感を

抱く当事者や他者との協働作業が困難な当事者へのきめ細かい対応は困難である O

また、当事者が最終的には、在宅支援や施設支援に頼らざるを得ない現状もある。その

ような生活には、「余暇Iや「外出」というテーマは重要な位置づけになる O 就労や就学の

代わりとなる日中活動、つまり余暇活動、への支援が重要になってくる O このように、集

団支援に適応困難な当事者、あるいは無気力になった当事者への支援には、個々で対応す

る生活支援、特に余暇生活支援、が役に立っと考えられる O
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高次脳機能障害支援事業報告書が示した平均年齢は若年層であり、受傷後も数十年にわ

たる人生があると推測される O 生活支援や就労支援の必要性は高いことは明白であるが、

主体的な余暇生活支援も同様に重要と考えられる。しかし、余暇生活支援を主体とするレ

クリエーションサービスが、直接的に高次脳機能障害支援事業に関わることはなく、訓練

としての位置づけは皆無である。

そこで、平成 22年 6月より、社会生活力プログラム及び個別作業療法を実施する作業

療法士と連携し、社会的リハビリテーションの一環としてセラビューティックレクリエー

ションサービスの個別支援を開始した。集団支援よりも、きめ細かな個別支援を導入し、

入所目的の達成を助長することを意図とした。プログラム名は、参加への動機づけを高め

るために「社会復帰プログラム(以下、 CR P) Jとした O

支援プロセスとして、リハビリテーションとの連携を意識し、次の 5段階を設定した。

①プロセス指向型リハビリテーション 4 (訓練を振り返る)

②ゴール移行重視型リハビリテーション(噌好を調べて試行し、振り返る)

③ゴール指向型リハビリテーション5 (自ら目標を立て体験し、達成度を振り返る)

④自己実現移行重視型レクリエーション(情報収集や資源活用して試行し、振り返る)

⑤自己実現指向型レクリエーション6 (実践し、振り返り、実施を繰り返す)

本研究の目的は、高次脳機能障害支援において、作業療法士と連携したセラビューティ

ックレクリエーションサービスの個別支援(写真撮影)の成果を検証することである。

2. 方法

( 1 )研究対象施設:障害者支援施設(高次脳機能障害支援事業の実施施設)

( 2 )研究期間 2012年 2月 6日-2012年 9月 24日

( 3 )支援頻度:原則的に週 1回、 45分間のセッション

( 4 )連携頻度 :2ヶ月に一度、作業療法士 2名とケースカンファレンス実施

必要に応じて、作業療法士はセッションに随時参加

( 5 )支援計画:作業療法士との連携において、 2ヶ月間の支援目標を設定

支援目標に適した具体的な実施計画を研究者が立案

( 6 )スタップ:支援員 1-2名、女子大学生(含短大生) 6名、男子実習生 1名

(7)支援体制.利用者 1名に対して、スタッフ 1名-3名

( 8 )研究対象者:男性 40歳。 H22年 8月、右片麻庫症状により救急搬送(脳内出血)

手先が不器用で家業(精密金型製造)は継げず、派遣業に就く。

。復帰目的:家庭復帰

く〉利用目的:社会適応訓練、体力持久力増進、車いす操作訓練、立位歩行訓練、 OT、

PT、ADL

く〉課題:①高血圧に起因する再出血のハイリスク

②注意障害、記銘力障害、病識欠如に起因する日常生活能力の低下

③失語に起因するコミュニケーション障害(社会的交流が苦手)

O現状:①声かけして訓練に参加

②人工的な笑顔

③特異的行動 (TP 0が一般的な見解とずれる)

( 9 )作業療法士と連携した CRPでの到達目標

69一



①他者との関係づくり (establishinterpersonal rela tionship) 

②自分で何かを決めて実行する機会を提供 (motivate recreation activities) 

( 1 0) 本研究における支援目標

。自分で何かを決めて実行する機会を提供 (motivate recrea tion activities) 

( 1 1) 支援段階

く〉ゴール移行重視型リハビリテーション(日中活動への興味関心づくり)

( 1 2) 支援課題

余暇生活診断テストスケーノレGの集計結果:知的・言語的活動図、美術・手工芸図、野

外・自然回 → 写真の撮影とアルバム作成を支援手法として選択した。

①f 訓練中の場面などを自由に撮影・ -2アルバムを完成

②-1撮りたいものを撮影 -2アルバムを完成

③-1敷地内で思い出ある場所を撮影 -27ォトブレ叫を完成、 -3IJいやムを完成

( 1 3) 支援材料:レンズ付きフィルム、アルバム、フォトフレーム

( 1 4 )意図的支援

①アルバム作成時、撮った時を振り返り、その時の考えや感じ方を受容と共感

②アルバム作成時、主体的に分類したり、ラベルをつけたりすることを促進

③フォトフレーム完成時、賞賛とプログラムプロセスの共有

( 1 5) 倫理審査:学校法人武庫川学院平成 23年度第 3回研究倫理委員会において、

条件付承認を受け、判定条件にしたがって指示資料を修正し提出した。

(1 6)同意書 H23年 10月 21日付で研究対象者が同意書に署名し、研究者に提出した O

3. 結果と考察

( 1 )支援課題の達成度

①-1訓練中の場面などを自由に撮影・

-2アルバムを完成・

[言動]

@自ら写真を分類し、タイトルをつけて、アルバムを完成した。

@場面:施設外のロードワーク訓練風景、クッキング実習風景、自室の風景、

. (平成 24年 2月 6日に達成)

. (平成 24年 2月 13日に達成)

スタッフの撮影

@アルバムにそって、撮影場面の様子をスタッフに説明した O

②-1撮りたいものを撮影・・・・・・・・・・(平成 24年 4月 16日に達成)

-2アルバムを完成・

[言動1

0自ら写真を「良しリ「ダメ」と分類し、厳選した写真でアルバムを完成した O
@場面:週末に自室へ訪ねてきた両親、開花している桜

@アルバムにそって、撮影場面の様子をスタッフに説明した。

③-1敷地内で思い出深い場所を撮影・・・・・(平成 24年 9月 10日に達成)

. (平成 24年 4月 23日に達成)

-2フォトフレームを完成・

-3アルバムを選択し、完成・

[言動1

0場面:駐車場で気に入った車と一緒に撮影、施設の玄関

. (平成 24年 9月 24日に達成)

. (平成 24年 9月 24日に達成)

日
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@全課題の写真から、 トップ 3 (両親、桜、車と自分)を選んだ。

@フォトフレームの枠に「頑張るぞと日付を記入して完成した。

@アルバムはビーチ柄を選択し、気に入った写真を選択して完成した。

( 2 )行動変容

Oプログラム初期

訓練室の扉から挨拶だけして閉める言動が繰り返された。その後、入室して数分で「す

みません」と言い残し退室する。回を重ねる毎に、ワークシートやノtズ、ノレ等の作業を導入

し、 45分間過ごすことができるようになった。

。支援課題①

自室や気になったチラシを撮影する行動は 換言すれば、プライベートを公開する意図

とつながる。自らを閉ざしていた言動からの解放と感じられる O これを機に、スタッフの

意図的な関わりにより、利用者の興味や関心の話題が広がりをみせた。

。支援課題②

両親の写真には、スタップ一同驚いた O さらに踏み込んだプライベートの公開につなが

る。また、開花した桜を撮影するのに、施設のベランダを往来して撮影したことも写真か

ら読み取れる O 他方、課題提出期限のため一気に撮影したとも解釈できるが、課題を認知

し、達成しようとする行動であったと考えられる。

。支援課題③

車は好きだが、運転習熟訓練は不可であった。駐車場の多種多様な車種をいつでも見ら

れる施設からの退所は、本人の惜別感とつながる。気に入った車とのツーショットをスタ

ッフに撮影依頼、手を高々と挙げるポーズ、厳選した車など、そして、メッセージから利

用者の思いや願い、あるいはニーズなどの一端を理解することが可能である。

4. まとめ

作業療法士は「継続して参加した訓練は CRPだけである」、「集団訓練にも自分から参

加するようになったん「廊下で、他の利用者と会話している場面をみるようになった」な

どと変化を指摘した。不器用さから失敗経験が多く、他者との関係を拒み、家業を継ぐこ

とも断念した過去を経験した利用者。利用者は スタッフとインフォーマルに交わる雰囲

気をもっ CRPに居場所を見つけ、自己表現や話題性を拡張したと考えられる O

セラピューティックレクリエーションサービスの手段として選択した写真撮影は、自己

表現や他者との関係づくりにおける行動変容、あるいは内的動機づけに対する評価ツール

になると考えられる。今後、高次脳機能障害支援事業の一環として、きめ細かな個別支援

を提供できるレクリエーション支援の試みの必要性が感じられる O

1 国立身体障害者リハビリテーションセンター (2005).平成 16年度高次脳機能障害支援モ
デ、ル事業実施報告 O

2 国立身体障害者リハビリテーションセンター (2006).平成 17年度高次脳機能障害支援モ
デ、ル事業実施報告。

3 奥野英子他(2006).自立を支援する社会生活力プログラム・マニュアル、中央法規出版。
4 橋本圭司 (2007).高次脳機能障害がわかる本、法研。
5大川弥生 (2004).新しいリハビリテーション、講談社。
6 Austin， D.R.(199S).The health protection/health promotion model. Therapeutic 
Recreation Journal， 32(2)， 113. 
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アメリカにおけるセラビューティックレクリエーション専門職及びその養成

段階関係者の属性の特徴に関する考察

堀田哲一郎[鹿児島国際大学]

キーワード:セラビューティックレクリェーション，専門職，調査研究

はじめに

アメリカにおけるセラビューティックレクリエーション専門職(以下「専門職」とする)

の特徴に関して、現在では全米セラビューティックレクリエーション公認、協議会 (National

Council for Therapeutic Recreation Certification) のワェブページ

(http://www. nctrc. org/documents/CTRSProfile09・FINAL081809.pdf)において、 2009年時点で

の調査結果の概要を容易に把握することができる 15)。しかし、それに到るまで、専門職や

養成段階における学生及び大学教授陣等の関係者に関する実態調査を行った報告書が 1970

年以来多数存在した。発表者は、 2010年 9月から 2011年 8月まで、ノースウエストミズ

ーリ州立大学のテリー・ロパートソン博士及びテリー・ロング博士の下で長期国外研修の

機会を得た。両博士は、全米セラビューティックレクリエーション協会 (NTRS)の機関誌で

ある『セラピューティックレクリエーションジャーナル」の編集長を 2008年度から 2010

年度まで共同で務められており、そこでは古い時期から最新の情報までセラビューティッ

クレクリエーションの研究領域に関して様々な資料提供を受けることができた。両博士か

ら提供を受け、さらにその参考丈献から追跡を続け、また当時当大学のウェブページにリ

ンクされていた『セラビューティックレクリエーションジャーナル』のパックナンバーア

ブストラクトの検索サイト(残念ながら、現在はアクセス不能)を活用し、収集できる限

りの文献を収集して、別表のように専門職や学生及び大学教授陣の属性の特徴をまとめて

みた。当然のことながら、実施された調査によって対象者が異なり、回答者数も異なって

いるため、すべてを共通の基準に基づく追跡調査とみなすわけにはし、かないけれども、そ

の時々の回答者の属性の共通点や相違点を指摘することは可能であり、それによって、専

門職や学生及び大学教授陣の属性の特徴の傾向と言い換えることをお許し願いたい。

属性として出てくるものは、性別、人種、年齢、学位、職位、年俸、実践地域、経験年

数、職場、対象、充足感である。専門職と学生及び大学教授陣とに分け、通観して得られ

る知見をまとめてみたい。

1. 専門職の属性の特徴

まず専門職に関してまとめてみる O 性別については、 14件の調査において最低 71%が女

性で占められており、おおよそどの調査の時点においても女性が多数であることがわかる。

人種については、 9件の調査において最低 79.5%が白人(コーカサス系)で占められて

おり、第 2位の黒人(アフリカ系)は、最高でも 4.5%に過ぎないことがわかる。最新の

調査でも、白人(コーカサス系)の占める比率が下がらず、もし、多文化主義を推進しよ

うとする取り組みがあったとしても、その成果が十分であるとは言えない O

年齢については、平均年齢を表示した 2件の調査においては、 30代半ばとその後半であ

り、最頻年齢を表示した調査においては、 2件が 20代後半、 2件が 30代前半、 l件が 20

代となっており、これらに関して共通点や相違点を挙げることは難しい。

ヮ“
円

i



学位については、 13件の調査において最低 51.7%が学士で、 2004年以降は 70%以上の

ものが続き、その保有者の比率が高くなる傾向がみられると言える O 修士や博士について

は、最も高い比率の調査時期が、いずれも最新のものより前のものであり、それぞれの学

位保有者の比率が高くなる傾向にあるとは言えない O

職位については、 11件の調査における回答者のうち療法士の占める比率が最低 41.15%、

最高 67.3%、8件の調査における監督者 (supervisor)の占める比率が最低 9%、最高 23%、

8件の調査における管理者 (director/manager/administrator)の占める比率が最低 6%、最高

41. 05%であったことがわかる。さらに 3件の同一調査者による調査結果でのそれぞれの職

位における女性比率も含めて比較検討すると、直接サービスに当たる療法士の比率が常に

40%を超えており、残りを監督者と管理者で分け合う形になるが、管理者が監督者とほぼ

同率になる場合もあれば、管理者が療法土とほぼ同率になっている場合もあり、加えて、

全体の女性比率の高さも反映して、監督者においても管理者においても、女性の占める比

率がだんだん高くなっており、管理者がすべて女性という調査結果が出た場合さえみられ、

直接サービス部門に女性が集中し、管理的部門は男性が独占するという旧来の概念はすで

に崩れており、管理的部門が女性にも十分聞かれていることがわかる O しかし、監督業務

の全体の比率が低いのは、全体の絶対数が少ないのか、監督を好む人が少ないのか、監督

で回答する人が少なかったのか定かではない O オモロウ(199518)，200019))は、ともに「多

くの環境において、管理者及び監督者の機能がきわめてしばしば互換的に活用され管

理における女性の高い数もまた、養護施設回答者の多数のためであろう O 彼らは、 1人の

サービスまたは担当部局において女性である傾向がある O 加えて、女性は、例え彼らが直

接患者サービスを提供していたとしても、管理者として彼ら自身をみなすであろう」と説

明しており、自負心の強さも窺える。

年俸については、療法土年俸と監督及び管理者年俸との格差、男女格差、学位格差が存

在している O 平均年俸以外では、最頻時給も含め、どの層も年を追うごとに増加している

ことがわかる。

実践地域については、 8件の調査において最も多かったのが玉大湖であったときと北東

部であったときと同数であり、第 2位であったのが五大湖であったときが 2件と北東部で

あったのが I件であるので、五大湖の方が頻度が高いと言える O 次いで中部大西洋岸が 2

件、中北部/北西部、太平洋岸、南部が l件ずっと分散している。

経験年数については、 9件の調査において最も数の多かった層がふ10年であったのが 3

件、 4-10年、 5-10年が l件ずっと重複する層の項目がある。 1・3年及び 1-5年という経験

の少ない層が最も多いときもあれば、最新の調査結果では、 21年以上の経験豊富な層が多

くなっている。 6-10年が第 2位であったときが 3件あり、この層がかなりの定着度を示し

ていると言える。 11-15年、 20年以上という経験度の高い層が出ているものもあれば、 1-5

年、 3-5年、 4年未満、 5年以下という経験度の低い層が出ているものもあった。

職場については、 10件の調査において、最も比率の高いのが精神科病院であったものが

7件、養護施設であったものが 2件 老人科であったものが l件であった。第 2位であっ

たのが老人科であったときが 4件、総合医療病院であったときが 3件、リハビリテーショ

ンセンターであったときが 3件であるのに対して、地域立脚環境の占める比率はいずれも

低く、精神科、高齢者、医療の現場での任用が多数を占めている傾向を看取できる。
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対象については、前述の職場との関連性が強いものの他、脳外傷/卒中や発達障害の微増

傾向を指摘することができる O

充足感については、 3件の調査において、非常に充足という回答者が最低 37.1%、概ね

充足という回答者が最低 43.1%、任用変更の希望無しという回答者も最低 48.9%と、良い

傾向がみられる一方で、任用変更の希望有りという回答者が最低 27.1%はおり、必ずしも

無視できる数値ではないことに留意しておく必要はあろう。

2. 学生及び大学教授陣の属性の特徴

ここでは、まずステイン(1970)23) ts.開始した教育機関を対象とした調査を、その後アン

ダーソン他(19802)，199024)， 20003)， 20107))が引き継いで 10年毎に実施した 4件の縦断的

調査結果と、オスチン他(19845)，1998的)やコンプトン他 (2001)11)の調査結果を加えてまと

めてみる。ここで、アンダーソン他(19802)，199024)， 20003)， 20107))の回収件数が変動して

いる理由として、質問紙の発送はプログラムの総件数に対して実施されており、全米で開

設されているセラビューティックレクリエーションプログラムの総数自体が不変なもので

はなく、その都度増減していることによるものであることに留意する必要がある。

それらのうち、 5件の調査において、学士、修士、博士すべての段階にわたって、養成

段階から女性の比率の多いことがわかる。対象件数の変化にもかかわらず、博土及び修士

の修了見込者の女性比率が高まるにつれて、大学教授陣の女性比率も高まる傾向にあると

言えよう。

おわりに

以上により、専門職の属性の特徴として、性別では女性、人種では白人(コーカサス系)

がそれぞれ多数を占め、年齢では 20代から 30代にかけてが調査対象者の大凡を占め、学

位では学士が多く、修士及び博士保有者が増える傾向にあるとは言えず、職位では療法士

が多いようで、監督者と互換性のある管理者も同等とみなされている場合もあり、全体に

占める女性の比率が高いところから、管理者にも女性の比率が高まっていて、年俸では管

理者、性別、学位による格差があり、実践地域では五大湖、北東部に多く、経験年数では

6-10年が多い傾向にあり、職場では精神科、高齢者、医療の現場での任用が多く、対象に

も関連し、充足感では充足傾向が高く、任用変更無しという者が多いと言える O その養成

段階関係者である学生及び大学教授陣の属性にも、性別、人種、学位において同じ傾向が

表れている。
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高齢者が楽しさを経験するための TherapeuticRecreation援助理論モデル研究

- Leisure Ability Modelに基づいた援助理論モデルの構築と実践的応用

マーレー寛子(社会福祉法人小羊会)

キーワード: 楽しさの経験 LeisureAbility Model フロー 自己決定理論

l.研究目的

高齢期の生活を支えるための高齢者福祉サービスの中で提供されているレクリエーション活動は、

本来、人々が今までの人生の中で楽しんで、きた余暇生活を継続するための援助の一つであり、また、

高齢期の新たな生活を豊かにするサービスである。しかし現実の高齢者福祉現場のレクリエーション

活動が、高齢者にとって本当に生きがし、となる楽しい経験になっているのだろうか。

福祉援助者は、高齢者が楽しさを経験するということの意味を問い「楽しむことができる」とし、う

ことが人聞の生活や健康にとって重要なことであり、福祉の究極の目的である幸せにつながっていく

ということを、根拠を持って主張できなければならない。質の高いレクリエーション援助というもの

が、単にそれを提供する援助者の資質に拠るのではなく、理論的校拠のある援助モデルに沿った方法

を提案することにより、適切な援助を普遍化することが可能になると考える。

本研究の日的は、高齢者が楽しさを経験することの理論的枠組みを構築することにある。そのため

にCsikszentmihalyiのフロー研究から始め、 DeciとRyanらの自己決定理論を検討してきた結果、

Leisure Ability Model (以下L品 10に行き着いた。 LAMは、 TherapeuticRecreation (以下TR)

分野の中で最もよく知られているモデルであるが、モデ、ルとしての理論的根拠が弱いと指摘されてき

た。今回は以下の 3点の研究報告を行う。先ず、 LAMが持つ理論的な問題点を解決していくことを

目指して、主としてフロー理論と自己決定理論と LAMとの関係を検証し、次に LAMを基礎とした

援助の新たな理論モデ、ノレを提案する。そして最後にそのモデルの高齢者福祉施設における実践的応用

を試みる。

2.研究の視点および方法

本研究の目的である理論に基づいた援助モデルを構築するために①LAMをその基礎的枠組みとし、

フロー理論と自己決定理論を LAMの理論的基盤とし、これらの理論を高齢者の楽しさの経験とどの

ように関連づけることができるかを文献から考察した。②それらの検討をもとに LAMを土台とした

新たな視点の援助理論モデルを提案し、③そのモデルが実践現場で、どのように応用することができる

かを実際のデイサービスセンターでのレクリエーション活動の事例をもとに検証した。

3.結果

①Leisure Ability Modelに関する文献を検討し、その作業から L品 4がTR分野の中で果たしてき

た役割とモデ、ノレが持つ問題点が明らかになった。特に、モデルとしての理論的基盤が弱いことが指摘

され、それゆえに実践的なサービ、スへの応用や研究につながりにくいことなどが明確になった。 LAM

は、 PetersonとGunnによって 1984年にTRのテキストの中でTherapeuticRecreation Service 

Modelとして発表された。 1998年に StumboとPetersonが、 TRJournalに論文として LAMを掲

載し、そこではじめて LAMが基礎としている理論について触れ、その中でフロー理論と自己決定理

論も取り上げた。しかし他の研究者らからは、それらの理論はその説明が羅列されているに過ぎず、

それらの理論と TR援助との関係について明確に述べられていないと指摘をされている。最新のテキ

スト (2010)の中において、用いられている各理論がどのように TRの中で応用されているかについ
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ての説明が加えられているものの、それぞれの理論は個々に論じられているだけであり、それらがど

のように他の理論とかかわりあっているかの説明はない。それゆえに本研究において理論的基盤を強

化することの意義が見出された。

先ず、 Csikszentmihalyiの研究によって明らかにされてきたフロー理論について検討した。フロー

現象を「楽しさ」ととらえ、その楽しさを生み出す心理学的構造を理解することによって、福祉サー

ビスを利用している高齢者のレクリエーション援助に応用することができなし、かを検討した。

Csikszentmihalyiに関する文献研究を行い、人は自分の行為を統制し、自分自身の運命を支配してい

るとし、う感覚を経験する時、気分が高揚し深い楽しさの感覚が生じることが示されている。すなわち、

自分の心を統制することによって生活の質を決定することができるのである。このような理解に立つ

ことによって、これまで提供されてきた高齢者へのレクリエーション援助の問題点を明らかにするこ

とができた。

DeicとRyanらの自己決定理論の初期の研究では、外発的動機づけによって内発的動機づけが低下

するとし寸見解が示されていた。しかし彼らは、近年 3つのサブ理論を提唱し、「認知的評価理論」、

「基本的欲求理論」、 I有機的統合理論jとして自己決定理論をさらに展開した。「有機的統合理論」で

は、外発的動機づけの考え方を見直した。自律性の高い動機づけを示す「同一化的調整」については、

外発的動機づけで、あっても正の影響を示すと考えられている(Ryan& Deci，2002) 0 

FortierとKowal(2007)らは、自己決定理論とフロー理論との関係について検証している。彼らは、

自律性、有能さ、関係性の認知と最適経験の関係を検証し、その結果、自律性、有能さ、関係性の認

知は、フローと正の関係があることがわかった。また、彼らの研究の結果 (Kowal& Fortier， 1999， 

2000)、フローが動機づけの結果として概念化することができ、フロー経験が自律的動機づけを高め

ることができることを明らかにしている。活動に参加するための人の初期動機がし、かなるもので、あっ

ても、フローを経験することによって、人は自律的に活動を選択することにつながるのである(Fortier

& Kowal， 2007)。すなわち、外発的に動機づけられ、仕方がないからやってみたという人であって

も、その時の経験がフローにつながり、楽しさを経験することによってその活動を自律的に選択する

ようになると考えることができる。

StumboとPetersonらは、 LAMの論文を出した時点では、 DeciとRyanらの自己決定理論の有機

的統合理論で示されている外発的動機づけの連続体の考え方を検討していない。従来レクリエーショ

ンへの動機づけが内発的動機づけを基本としていただけに、この外発的動機づけを 4つの自己調整の

段階に分類するという考え方は、これまでのレクリエーション援助の基本を大きく変えるものであり、

同時に実践現場の援助者にとって大きく納得できる考え方であるといえる。

②フロー理論と自己決定理論について検討し、理解を深めることによって、これまでのL品 4では、

説明そして応用仕切れていなかったそれぞれの理論が持つ高齢者のための TR援助への可能性が明ら

かになった。そしてL品4の中にフロー理論と自己決定理論の 3つのサブ、理論を組み込むことによっ

て2つの理論相互の関係が明確になり、具体的な援助のための理論として応用することができるので

はないかと考える。図 1で示すモデル図は、 LAMにおける「機能的介入JIレジャー教育JIレクリ

エーション参加Iの各段階の中にフローモデ、ルと自己決定理論の 3つのサブ、理論を組み込んだ、 LAM

再考のモデ、ノレで、ある。これを ITR援助理論モデル」とする。このモデルによって LAMが示していた

援助者の役割の段階図に含まれる問題点が見えてきた。この新たな ITR援助理論モデル」によって

この問題の解明を図ることができる。また、各サービス段階におけるクライエントの個別のニーズ、に

対しでも適切な分析が行えると考える。クライエントの動機づけは、ど、の段階にあっても変化してい
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るものであり、援助者のかかわり方は、それに即して変化していくべきである。その変化に合わせた

援助の仕方を fTR援助理論モデルIは説明している。単に外発的 V.s内発的動機づけではなく、外発

的動機づけの中でも段階があり、それにあわせた援助を検討することがレクリエーション援助の中で

も求められてくる。

③ fTR援助理論モデ、ノレ」を用いてレクリエーション援助の理論的裏づけとして応用することがで

きなし¥かをデイサービスセンターでの事例を用い検証した。 TR援助理論モデルの利用可能性、有効
性を検証するために、 2つの作業を行った。 TR援助理論モデ、ルは、事業所と個人のクライエントの

2つのレベルでの利用が考えられる。この検証作業では、 PetersonとGunnが示した fTR包括的プ

ログラム計画Iの「分析J→「概念化」→「検討J→「決定」のプロセスに沿ってデイサービスセン

ター事業の検証を行い、その検証によって事業所の活動全体がどのように fTR援助理論モデル」に

即して計画されているかを明らかにした。包括的プログラム計画のプロセスの中でTR援助理論モデ

ルを意識することによって、事業所にとってのレクリエーション援助の目的や役割がより明確になっ

た。

その上で個別クライエントの事例に焦点を当て、援助記録、援助者からの聞き取り、クライエント

のインタビューをもとに「援助プロセス評価表」を作成し、クライエントレベルでの fTR援助理論
モデノレJの有効性を明らかにした。この作業によってこれまでLAMだ、けで、は説明がつかなかったク

ライエントのニーズが浮かび上がってきた。 LAMが示す機能的介入、レジャー教育、レクリエーシ

ヨン参加の各段階において、援助者の働きかけやクライエントの主観的な認知によって動機づけのレ

ベルは変化し、フローの経験の要素も変化してくることが確認された。さらにTR援助理論モデ、ルの

視点から、各クライエントの個別目標に対する意図的なかかわりを検討することができた。また、 fTR
援助理論モデ、ノレ」の今後の課題についても明確になった。

4.倫理的配慮

この事例研究を行うにあたって、クライエント本人に研究の目的と守秘義務に関する説明を行い、

研究における利用の承諾を得た。インタビューをするクライエントは、認知機能が自立と判定され、

本人の承諾が得られている任意のクライエントを対象とした。

尚、この要旨で使われた引用・参考文献は紙面の都合上、当日の配布資料内に掲載する。
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老年期における脳梗塞発症後の患者への TherapeuticRecreationアプローチ

~回復期リハビリテーション病棟での一症例~

森美和子 〔仁寿会石川病院〕

はじめに

回復期リハビリテーション病棟は，白宅退院を目標にしている.しかし，老年期の患者は，

機能回復の程度や家族介護力が如何に良くても必ずしも自宅へ退院するとは限らないため，

施設での生活を意識して介入することも大切である.老人施設入居者の QOLはデイサービ
ス利用者に比べて身体状況・家族との関係・社会交流・レクリエーションにおいて消極的

な回答があったことが報告されている(東，長尾他，1999).また，鈴木ら (2005)により施設に

おける行事やレクリエーションの機会は，“社会参加の代替え"となる可能性が示唆されて

いる.これらの報告から，退院後の施設生活でより自分らしく活動に参加できるような介入

が必要であるとされている.Thera peu tic Recrea tion (TR)はアメリカで他専門職同様保険

が適応され，セラピストは治療法を用いて身体技能を高める・幸福感を高める・リハビリテ

ーションプロセスの継続的な参加を促すなど言われている (AmericanTherapeu tic 

Recreation Associa tion，20 12).現在，当院において TRは医師を筆頭に PT，OT，STらとチー

ムを組んでいる.今回，脳梗塞発症後に片麻庫，左半側空間無視，注意障害などが原因となり

施設生活での困難さが推測された老年期の患者に対し，TRを通して個別プログラムだけで

なく，集団や余暇パートナーとの交流の場を提供しながら余暇活動能力の再獲得を試みた

ので報告する.

症例紹介:

70代男性，4月上旬自宅で倒れている所を家人が発見 X 急性期病院へ搬送され

た.MRIIMRAにて脳梗塞(右大脳動脈域)が認められ保存的加療後，4月末に当院へ転院した.

看護師の機能的自立度評価表(以下 FIM)の結果，運動面 26認知面 21であった.FIMは病棟

での ADL評価である.食事では準備をすれば自力摂取は可能であったが，他動作はすべて介

助を要した.認知面においても，社会的交流以外は介助を要していた症例は，入院時昼夜逆

転しており PT.OT.STの積極的なリハビリの介入が困難となり 6月より TRが介入した.

TRの評価と目標:

症例は社交的でユーモアがあり，知的好奇心が高い性格であった.定年後は老人大学に約

10年通い，地域のボランティア活動にも参加していた.更に園芸・パソコン・雑誌の定期購

読など趣味活動は多様であった.国際生活機能分類(ICF)の評価から個人因子として余暇活

動への関心が高いことが示された.心身機能では，左片麻療にて感覚鈍麻が認められた.また，

高次脳機能障害を有し左半側空間無視，遂行機能障害，注意障害，見当識の改善が必要であっ

た.参加に関しでも，高次脳機能障害により安全管理が低く病棟での自立生活が困難で，地域

での社会参加も困難になると推測できた.しかし，病棟で職員や家族とのコミュニケーショ

ンがみられ右上肢の動作に制限がないことから，余暇活動の参加が環境設定で促せると考

えた.環境因子では，妻と死別し独居で介護者がいないことから退院後は施設入居であった.

80一



このため，施設生活での余暇活動参加能力の再獲得を目標としてプログラムを実施した.

プログラム形態別の経過と結果

SOAP法を用いて記録し，個別の活動では目標を 3期に分け第 1期:病棟生活への適応，第

2期:活動意欲の向上，第 3期:余暇活動能力の獲得とした.週 1回の集団レクリエーションと

不定期で開催された余暇パートーナーとの活動参加は評価表を用いた(表 1，2).

表 1 集団参加の評価項目

表 2 余暇パートナーとの参加の評価
機纏齢枇議電器への帯鱒

4 5 

後暗 殺輔除措}k一品篭噂る

個別介入

第 1期:6月~活動性や覚醒の向上のため，園芸とパソコンを導入した.園芸では，種から

の花の育て方を覚えていた.症例は左上肢の運動無視や動作性急で衝動的な行動がみられ

たが，口頭指示を無視するため近位見守りを要した.パソコン操作では，左半側空間無視によ

りキーボードの左側のキーの見落としがあったが，キーの位置を覚えており注意が向けら

れるようになった.しかし，キーの誤入力に対しセラピストの口頭指示に従う事が困難であ

ったため，セラピストが画面を消すなどの介入による修正を必要とした.

第 2期 7月~症例や家族の要望でトイレ動作の獲得を目指した.身体能力はあっても，

介助量に日差があり失禁や失便も続き見守りレベルには至らなかった.症例は，前病院入院

中に妻が死去したことを知らされた.その後"仏壇に手を合わせたい"や"外出許可が欲しい"

と訴えたが，娘より外出が出来ないことを告げられると，リハビリの拒否や動作が依存的に

なるなど意欲低下が問題となった.TRでも症例のパソコンへの興味が消失したが，園芸や

写真活動など自己表現の機会を提供し参加意欲が維持された.活動への注意が維持し左側

へ注意が向くようになったが，動作性急で衝動的な行動は継続して見られた.
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第 3期 :8月~現在 園芸では草引きで他患者の花を引き抜くなどの行動が見られ，近位

見守りが必要であった.症例の余暇活動であった五目並べと将棋を導入した.間違った手順

に対しセラピストの口頭指示に従うことが困難な時があったが症例のノレールに従って実

施すると活動への注意が維持できた，また，他患者が将棋をしていることにも興味を示すよ

うになった.

余暇活動能力に関して動作面に問題がなく活動参加への興味も維持されたが，動作の性

急さや衝動性が残った.また，ルールの誤りへの気づきが見られない場面では口頭指示では

修正が困難で援助が必要であった.

集団レクリエーション

症例は，計画された活動に他患者と見守りで参加可能であった.参加は参加意欲・対人交

流・集団への関心・短期記憶・不安/緊張・身体/認知活用・注意の維持・状況理解・安全

面の 9項目を 3段階評価し(表1)平均値で示した(表 3).集団の中では積極的な対人交流(2.1)

の場面が見られなかった.参加には開始の連絡を要しており，参加意欲の項目は 2.3にとど

まった.セラピストに依存することなく不安緊張(3)が示されなかったことや身体/認知活用

(3)が自立していたことは集団活動への興味高さを示していると考えられた.

表 3 集団参加の 3 段階評価 (6/5~9/25) 

余暇パートーナーとの活動

症例は，個別介入の第 2期に妻の死を知ってからリハビリへの意欲低下が問題となり他

者との交流を促すためトランプやジェンガなど卓上ゲームを実施した.参加は，積極的な活

動への参加・対人関係スキルの援助の程度・対人関係スキルの質の程度・活動のルールの

理解・活動のルールを守るの 5項目を 5段階評価した(表 2).結果，症例に大きな変化は見ら

れなかった(図 1)が，積極的に参加し中等度の介助で対人関係が保たれ，活動のルールを理解

していた.10回を過ぎると活動のルールを守る，片づけを自発的に行うなどの場面が見られ

全体的に数値が上がった.更に，

余暇パートナーを他セラピスト

に“コンビ"や“親友"と話し，

病棟で挨拶を交わしており，他

者との関係作りを体験できた.

余暇パートーナーの退院後に他

者との交流の機会を希望したこ

とは成果と思われる

まとめ

叫…4… ……一一………一一…一一一一一一一一一一……叩ω……一一一んいいーん…一一一 ……一一叩……寸
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力1

②・1 対人関係スよそ)CO)
援助の程度

ー鴫p・(草)-，:!対人間係σJヌキ 1レ
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圏 1図余暇パートナーとの参加の 5段階評価結果の変化

介入当初から活動意欲の低下がみられなかったのは，TRプログラム参加への動機付けが
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内発的だったためと推測される.余暇は社会的心

理学の中で主要な構成概念として「認知された自

由j と「動機付けのタイプJから成りマンネルと

クーリーパー(1997ニ2004)は Neulinger(1981)の

レジャーパラダイムモデ、ノレを図 2に示した.病院

でのリハビリは症例に自由は無く制約があると認

知される.しかし TRは興味のある活動に焦点をお

き内発的な動機付けを促すことができるために

総主義護憲主役軽量綴
線終懇づtja.:タイプ

範明

図 2 原典)Neulinger，J.1981， To 

Leisure: An lntroduction 

症例がリハビリを楽しむことができる. 出所)マンネル，クーリバー

TRは日本で医療保険適応外でありプログラム (2004，pl08)の改変

提供に関して縛りがないため，個別・集団・余暇パートナーとの活動を提供できる.症例の 9

月の FIMの結果は，運動機能面 33認知機能面 23合計 56であった.入院時に比べ運動機能

面の改善はあったが，認知機能面は変化が認められなかった.このような患者に対し，回復期

リハビリテーション病棟で患者の余暇活動参加に必要な環境や認知面の問題点に必要な援

助を特定すれば，老人施設入居後の社会性や活動意欲の維持・向上に貢献できる.TR発祥の

地アメリカにおいても脳卒中患者が退院後に利用できる TRの介入した地域サービスは少

ない.脳卒中患者の退院後，地域生活への移行期に実施された STAIRプログラムは，患者の

社会性や自己効力感に効果があったと報告された(Goldbergel al.，1997).参加した患者と

家族は，TRが社会性に貢献したと答えた.この調査の対象患者は自宅退院であったが，TRの

社会性へのアプローチの有用性を示した.沖中(2007)は「ケア提供者が施設入所高齢者の言

語化できない主張を引き出すように支援していくこと j の必要性を示唆した.TRが回復期

リハビリテーション病棟で患者の余暇技能の再獲得や社会性の回復にアプローチすること

で患、者らの余暇活動参加に対する思いを維持期へ繋げることに貢献出来ると考える.
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In the U.S and United Kingdom， both the Social Gradient Theory ofLife Expectancy 

(SGTLE) and Fundamental Social Cause Theory (FSCT) are used to study health. Although both 

theories are related to socioeconomic status (SES)， validity ofboth theories and role ofleisure 

has not determined by previous studies in cross-cultural settings. In addition， relationships 

between cultural consonance， leisure and health have been studied by anthropologists; however， 

leisure activities were not comprehensively measured in their studies. Therefore， this study is to 
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explore relationships between leisure and hea1th and examine validity of SGTLE， FSCT， and 

cultural consonance in a cross-cultural setting in Okinawa， Japan. 

Okinawa is an isolated island located in the most southwestem prefecture of Japan. The 

region has been a world leader in life expectancy and positive hea1th profiles for decades. The 

positive hea1th profiles have resu1ted in a low risk for major age-related， chronic diseases 

(Willcox， Willcox， He， Wang and Suzuki， 2008). By 2000， according to Japan Ministry ofHea1th 

and Welfare life， Okinawa had even surpassed Japan， Sweden and United State (D.S.) to lead the 

world in life expectancy with an average age of 81ユWhilegenetics， caloric restriction and 

hea1thy cognitive aging are considered to be contributors to the hea1th of elderly Okinawan's 

hea1th (The Okinawa Centenarian Study， 2008)， particular physical activity interventions related 

to these changes have not been identified. On the other hand， Cockerham and Yamori (2001) 

addressed that unique leisure lifestyles (e.g.， family gatherings including feasting and ceremonies 

honoring ancestors) are more important than sense of social hierarchy for longevity in Okinawa 

a1though they did not conduct empirical research on leisure lifestyle. On the other hand， 

Cockerham and Yamori (2001) also admitted that their data limitations constrained their full 

assessment on relationships between leisure and hea1th in Okinawa， Japan. 

A total of 250 questionnaires are collected at the end of a two-week data collection period. 

Average age ofthe samples is 71.10 year old with 53.6 percent male participants. The finding of 

this study did 1;1ot support SGTLE and FSCT. Furthermore， this study is also an expansion of 

cultural consonance theory that the members of the communities who are cu1turally consensus 

(cul加ralconsonance) in their leisure lifestyle are healthier in terms of physical and mental hea1th. 
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レクリエーション活動によるリハビリテーション効果:ランダム化比較試験に基づく

システマティック・レビ、ュー

0上岡洋晴(東京農業大学地域環境科学部) 本多卓也(日本学術振興会特別研究員)

キーワード:臨床研究、疫学研究、エビデンス

[目的】本研究は、レクリエーション活動(レク)によるリハビリテーション(リハ)効果を明らかに

するとともに、対象となったランダム化比較試験 (RCT)の論文の質を評価することを目的とした。

[方法]RCTによる研究で、レクが一方の介入群に含まれている場合に対象とした。 1990年から 2012

年 5月31日の期間に、 MEDLINE、CIHNAL、Webof Science、医中誌Web、コクランなどのデータベー

スに公表された論文、キャンベル・システマティック・レビュー、及び複数の臨床試験登録に報告され

た研究を対象とした(図1)。

B1anuscriots based on databases Clinical re吋叫ri酎

Potentially relevant abstracts (n=1，861) 
MEDLINE (n~728) 

International Clinical Trials Registry Platfonn (n=46) 
Clinica1 Trials.gov (n=93) 

CINAHL (n~74) 

Web ofSci町lce(n=333) 

Ichushi-Web (n=62) 

Westem Pacific Regional Ind四 Medicus(n=42)

Cochrane Reviews (n=17) 

Cochrane Other Revie州知~19)

Cochrane Clinical Trials or CENTRAL (n=377) 
Cochrane Method Stu出es(n~O)

Technology Assessments (n=O) 

NHS Economic Evaluations (n=3) 

Cochrane Groups (n=O) 
Campbell Systematic Review (n=19) 

Retrieved for detail evaluation by articles (n= 22 ) 

University Hospital Medical Information Network-Clinical Trials Registry (n=O) 
Japan Pharma印刷icalIn品目mtionCent町 ClinicalTria1s Information (n=O) 
Japan Medical Association-Center for C1inical Trials (n=O) 

Appendix (回fer'encesto s加dies口 cluded)

Figure 1. Flowchart of trial process 

*reduplication 

• ProtocoI of published artic1e (n=2) 
N叫 rec田 ationactivity (n=2) 
'Pocus on 目白羽田 (n~l)

'Cross-。、erdesign (n=3) 
Community-dwelling healthy elderly (n=2) 

・Observationalstudy (n=l) 
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なお、本研究は、プロトコノレを SRの世界的な専用データベース iPROSPEROd atabase J (no. 

CRJ)42012002381)に事前に登録し、そのとおりに実施した。

[結果]11のRCTが特定され、対象疾患・症状としては、脳卒中、認知症、パーキンソン症候群、後

天性脳損傷、慢性的な非悪性の疹痛、思春期肥満、高リスク出産、虚弱高齢者と多様で、あった。介入方

法も、電子ゲーム、音楽、ダンス、便乗自転車、レジャー教育・課題などで、あった。 RCTの質は相対的

に低かった。電子ゲーム介入においてのみメタ分析(研究数2、参加者数44)を実施した。動的パラン

スの指標である iBergBalance ScaleJ (図2)と iTimedUp and Go TestJでメタ分析がなされたが、介入

群とコントロール群の聞に有意な差があるとはいえなかった。他の介入においては、心理的状態、パラ

ンス・運動機能、アドヒレンスなどの少なくとも 1つ以上の主要・副次的なアウトカムで効果があった

と報告されていた。

Sludy 
Experlme醐 Co附'01
T細1釧eanSO To泌総eanSO MO 95%欄αW(似ω)W(random) 

GiトGomez
Szturm 

9 4.22 2お 8 1.5 1.31 繋:......... 2.72問;州制% 47刊
14 8.20 1.30 13 3.5 2.60 -!雲4.70[3.13; 6:271 56.1 % 52.3% 

Fixedeffiωtm叫el 23 21 
Randωne偽clsmodel
He蜘抑拘:同制得制2.8%，徽噌qu抑制231，同1011

4 噛噂胸骨

瀦欝露露

3.83 (2.66; 5.0喝 100%
3.75 (1.82; 5.69] 100% 

「→?

2 345  6 

Meandr背'er，告白隠

Fig. 2 A meta-analysis on the effect of the Berg Balance Scale by gaming intervention 

{結論]レクは、リハに関連した効果のアウトカム、とくに患者の心理状態(うつ、気分、情緒、活気)

やバランス・運動機能、アドヒレンス(実行可能性や出席率)において向上させる潜在的可能性がある。

円
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適切な手法に基づく RCTは、世界で急速に広まりつつあるこの分野において、エピデンスを構築する

ために重要である。表 lに、全体的なエビデンスと課題をまとめた。

Table 1. Overall evidence and future research al1:enda to build evidence 
Overall evidence in the present Research al1:enda 

There is potential for effects such as 
psychological status， balance or 
motor function， and adherence but 
overall evidence remains unclear 

Structural description of papers based on the CONSORT 2010 and the 
CONSORT for nonpharmacological trials 

1. Satisfactory description and methodology 

(method used to generate the random allocation sequence， blinding， care 
provider， estimated effect size and its precision， harm， external validity， and 
trial registry with protocol) 

2. Description of intervention dose (if pragmatic intervention) 

3. Adequate sample size to perform a meta-analysis 

4. Description of adverse effects (e.g目 dizzinessby watching screen) 

5. Description of withdrawals 

6. Description of cost (e.g. gaming equipment) 
7. Development of the original check item in recreation activity 

[付記】本研究は、日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究C(No.23500817、代表研究者:上岡洋晴)

に基づいて実施した。研究協力者として、次の専門家の支援をいただいたことに深謝する。津谷喜一郎

(東大・薬理政策学講座)、山田実(京大・人間健康科学講座)、朴肱泰(国立長寿医療研究センター)、

奥泉宏康・半田秀一(東御市立みまき温泉診療所)岡田真平・朴相俊(公益財団法人身体教育医学研究所)、

北湯口組(雲南市立身体教育医学研究所)、武藤芳照(東大・政策ビジョン研究センター)

[利益相反 (COI)】申告すべき事項はない。
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Effectiveness of rehabilitation based on recreation a ctivities: a sy stematic r eview 0 f ra ndomized 

controlled trials 

Hiroharu Kamioka
1 
and Takuya Honda2 

1 Faculty ofRegional Environment Science， Tokyo University of Agriculture 

2 F ellow of the J apanese Society for the Promotion of Science 

Objective The 0 bjectives 0 ft his r eview w ere t 0 s ummarize t he ev idence f or r ehabilitation effects t hrough 

recreation activities and to assess the quality of studies based on a review of randomized controlled trials (RCTs). 

Study Design A systematic review bas巴donRCTs.

Method旨Studieswere e ligible i f t hey were R CTs. S tudies i nc1uded one t reatment gr oup i n w hich r ecreation 

activity w as a pplied. We s earched t he f ollowing d atabases f rom 1990 up t 0 M ay 31， 2012: M EDLINE v ia 

PubMed， CINAHL， Web of S cience， and 1 chushi-Web. We also searched all C ochrane D atabase and C ampbell 

Systematic Reviews up to May 31， 2012.(Fig.l) 

Results Eleven RCTs were identified， and inc1uded many kinds of target diseases and/or symptoms such as stroke， 

dementia， P arkinson's di sease， a cquired br ain i njury， chronic no n-malignant pa in， obe se adolescent， hi gh-risk 

pregnancy， and frail elderly. Various intervention methods inc1uded gaming technologぁmusic，dance， easy rider 

wheelchair biking， 1巴isureeducation program， and leisure task. The RCTs conducted have been of relatively low 

quality. A meta-analysis (pool巴ds ample; n=44， two RCTs) for ba lance a bility s uch as“B erg B alanc巴Scale" 

(Fig.2) and “Timed U P and G 0 T est" b ased 0 n g ame i ntervention r evealed n 0 s ignificant d iffer四回between

interventions and con仕ols.In all other inter吋ventions，there were one or more effects on psychological status， 

balance or motor function， and adherence as the primary or secondary outcomes. 

Conclusion There is a potential for recreation activities to improve rehabilitation-related outcomes， particularly in 

psychological s tatus ( depression， m ood， e motion， a nd pow er)， b alance or m otor f unction， a nd a dherence 

(feasibility and attendance). RCTs with appropriate rigor will promote rapid worldwide -evidence-building in this 

field.(Table 1) 

Funding: This study was supported bya Grant-in-Aid for Scientific Research (C) Number 23500817企omthe 

Minis仕yofEducation， Culture， Sports， Science and Technology (MEXT)， Japan， 2012. 

Competing interests: None dec1ared 
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まち歩き支援ツールの開発と実践

サスティナブル・ツーリズムの構造化に向けて-

O土屋薫[江戸川大学] 小久保温[青森大学]

キーワード:散策型観光、モパイルwebアプリケーション、双方向性

1.はじめに

一般に人間の行動を考えたときに、通常は目的に応じて適切な手段をとるものとされている。移動と

いう行動においても同様に考えられるが、その際「適切な」としづ条件として想定されるのは最短経路

である。また先行研究において指摘されているのは、勾配による高低差や踏切・渋滞といった阻害要因

に起因する地理的条件である。ただしこれは、手段としての移動の負担を最小限に抑えたい場合にはじ

めて自明な前提条件となる。たとえば、魅力ある目的地への到達が第一義である場合や移動の経緯その

ものが目的である場合、複数の目的地を訪れる際に困難な経路であっても他に選択肢が無い場合など、

負担を軽減するとし寸条件は前提でなくなる。レジャー活動・観光行動としての「まち歩きjは、その

一例と言える。

「銀ブラ」が I銀座通りをブラブラ散歩する」ことではなく、銀座のカフェ「パウリスタ」にブラジ

ルコーヒーを飲みにいくことを指して大正時代に作られた言葉であることは差し引くとして、特定の目

的を持たずにあるエリアを散策することは目新しいことではない。イギリスを発祥とするフットパス・

遊歩道の活用や 1980年代に脚光を浴びた赤瀬川原平ら路上観察学会の活動もそのひとつとして捉えら

れる。また近年では、 2006年の「長崎さるく博J(1さるく j は長崎弁で「うろつきまわる」の意味)

で「まち歩き」は観光の目玉として位置づけられたし、「ちい散歩J (2006~2012 年)や「ブラタモリ j

(2008 年~)とし、ったテレビ番組は、「まち歩き J をそれまで以上に一般化させたと言える。

このように、「まち歩き」が市民のレジャー活動の選択肢として定着してきたことを考えると、歩く

側、歩かれる現場側双方にとって、「まち歩き」を支援するツールの重要性は高まっている。またその

かたちは、ひとりひとりの晴好に対応し、かっ歩きながら情報のやりとりができる双方向性を有したも

のが想定される。そしてこの数年目覚ましいネット環境の改善や「スマートフォン」と呼ばれる携帯電

話の普及は、ツール開発の技術的な要件を満たしたと言える。

そこで本研究では、「スマートフォン」に代表される携帯端末を用いた情報提供/ノレート探索フOログラ

ムを開発し、そのプログラムによるシミュレーション結果と実態との比較検討を試みた。

2.研究の方法

プログラム開発に関しては、端末ごとにアプリケーションを作成するのではなく、インターネットか

らブラウズするかたちのプログラムを作成することとした。その意味で、現時点でさまざまな携帯端末

で動作が確認され、幅広くサポートしている IjQuery MobileJを用いて JavaScriptでコーディングを

行った。また、携帯端末の位置情報を扱うために、 JavaScriptで位置情報を取得できるように標準化

されたGeolocationAPIを用いた。

実態との比較に関しては、「まち歩き」一般では統制すべき条件が複雑多岐に渡るので、目的が限定

されておりながらも、個人の噌好と地理的条件によって複数の選択肢が存在する場を用いることにした。

具体的には、流山市江戸川台東地区のオープンガーデンをフィールドとして、アンケート調査とともに

スタンプラリー方式で来訪者の訪問経路を把握した (2012 年 5 月 18 日 ~20 日実施)。
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3. アプリケーションの仕様

リストに登録しておいた地点から訪れたい場所を選び出し、 GoogleDirections APIで算出して

Googleマップに地点マーカーと最適ルートを表示させる。その際、マップへの訪れたい場所の追加と

削除は何度でもやり直しができ、また現在位置の表示もできるようにした(図1)。ただし、 Googleマ

ップ無料版の上限から、選択できる場所は最大 10個までの範囲に限られる。
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4.調査結果

来訪者の特徴に関して、アンケート調査によれば、 3

日間ののべ回答数 730件のうち、初めて訪れた人が

57.4%、流山市外からの来訪者が 55.5%、徒歩および

自転車による移動(自家用車以外)が 79.8%、女性が

79.3%、50歳代 23.4%、60歳代 45.9%、70歳代 11.9% 

となっている。

実際の移動経路に関して、 8地点すべてをまわった

人だけを見てみると、地点C-D問、 D-H問、 C-H間では

ほとんど等距離だが、実際には C-D問、 D-H問、 C-H

聞の移動がそれぞれ 178件、 63件、 25件と大きな偏り

を見せている。このことは、今回試験的に順路として

Aから Hの順に案内サインが示されていたことと、経

路の単純さやわかりやすい(説明しやすい)視認指標

の存在が原因として挙げられる(地点Dの北側は高木

のある公園のため C地点から目印となるが、 C-H聞に

は小学校があるため直接的な視認は難しし、)。

5.考察

地域外からの中高年の初めての来訪者にとって、双

方向探索選択型の情報提供は意味が大きく、またその

ことによる交流の拡大と維持は、地域に根ざした持続

可能なしくみづくりに資すると考えられる。

6. 参考文献

小久保温・太田大貴・土屋薫 (2012): I散策型観光の

ためのモパイル Web アプリケーションの開発J~芸術科

学会東北支部研究会発表資料Jl2号

土屋薫・林香織 (2012): I生活行動圏からみたコミュ

ニティ政策の方向性 流山美田自治会調査を事例に J~江戸川大学研究紀要Jl 22号

土屋薫・下嶋聖 (2011): Iレジャー行動特性に見られる地理的条件の影響一千葉県流山市を事例とし

て J~レジャー・レクリエーション研究Jl 68号

土屋薫 (2011): Iレジャー論から見た『オープンガーデン』に関する一考察 一千葉県流山市を事例と
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インドネシア・ジャワ島自然地域の

アウトバウンド観光デステイネーションとしての可能性

田中伸彦[東海大学観光学部] ・杉村乾【(独)森林総合研究所/CIFOR]

キーワード・自然地域アウトバウンド観光生態系サービス インドネシア

1. 研究の背景・目的

エコツーリズムと生態系サービス (EcosystemServices) に関するアジア諸国の現況を調査

するため、インドネシア共和国のジャワ島を対象にフィーノレドワークを行った。

アジア諸国の中で、現在インドネシアは中華人民共和国に次ぐ水準で経済発展している注

目される国である(佐藤 2011)。また、近代史の中で、インドネシアは日本との関係の深い国

でもある(倉沢 2011)。そのため、日本とインドネシアの相互間観光の現況や可能性を

調査することには一定の意義があると考えられるのであるが、日本からインド

ネシアへの自然地域へのアウトバウンド観光の調査事例となると、今のところ

ほとんどみられない。筆者らにおいても、アジアにおけるエコツーリズムと生態

系サービス (EcosystemServices) に関する調査のため、これまでに中華人民共和国福建省

を対象としたエコツーリズムに関する調査(田中ら 2012)などを推進してきたが、今回初めて

インドネシアへのフィーノレドワークを行った O 先例のほとんどない新規調査であるため荒削

りな内容とはなるが、その調査の中で得たいくつかの知見を本報告で発表する O

2. 対象・方法

( 1 )対象地

対象地はインドネシア・ジャワ島、ジョグジャカルタ近郊にあるメラピ国立公園(*注 1) 

およびパリアン野生生物保護区、そしてジャカルタ・ボゴール近郊のグヌングテパンランゴ

国立公園とした。これらの対象地は、観光や交流の対象地として、少数の日本人が来訪する

ことのあるデステイネーションではあるものの、日本からの大規模な高業ツアーなどが組ま

れるデステイネーションではないという共通点がある。

( 2 )方法

方法としては、現地を訪問して当該地の管理者に対する聞き取り調査を行った O メラピ国立

公園においては、国立公園管理事務所の所長をはじめとするレンジャーに(2012年 3月 8日)、

パリアン野生生物保護区においては同保護区の管理官に (2012年 3月 9日)、グヌングテパン

ランゴ国立公園においては同国立公園ビジターセンターに勤務

する日本人の海外青年協力隊(nCA)の派遣職員から (2012年 3月

10日)話をうかがった O 聞き取りの方法としては、各対象地とも

まずはカウンターパートにパワーポイントなどで、現地の知性や

環境、観光地としての利用状況、日本との関わりなどについての

概要を説明してもらった後に、質疑応答をとるという形で進め

た。また、これらの聞き取り調査を行った後に引き続き現地の
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巡検を行った。

3. 結果及び考察

(1) メラピ国立公園

メラピ国立公闘では、 2010年に発生した火山の噴火からの復興が国

立公園の利用面における大きな課題となっていた。現在噴火は沈静化

し、自然地観光の各施設も復興に向かっているが、場所によっては、

いまだ噴火災害の破損などが残された状況にあった(写真 1)。日本か

らのアウトバウンド観光は、観光資源としての価値があるため登山

等を目的として少数ある状況だが、宿泊・交通・情報インフラの充実

が今後の受け入れ増加の要となると考えられていた。

(2) バリアン野生生物保護区

パリアン野生生物保護区では、日本の三井住友グループとの協働

で、鳥類や昆虫などの野生生物の調査・保護活動を推進している。

その活動に関連する形で、記念植樹などを通じた 2国聞の交流も行

われていた(写真 2)。このような、交流型の自然地域観光の発展の可

能性もインドネシアへのアウトバウンド観光として、念頭に置ける

ことが明らかとなった。

(3) グヌングテパンランゴ国立公園

グヌングテパンランゴ国立公薗においては、日本からの海外青年

協力隊員が常駐で勤務していることもあり、ビジターセンターに和

文のリーフレットなどが用意されていた。場合によっては隊員がト

レイルガイド等の業務も行う体制が整っていた(写真 3)。その様な点

写真 1メラピ山麓の観光拠点

写真 2バリアン野生生物

保護区の記念植樹林

国立公園のトレイル

で、この国立公闘は自然地域のアウトバウンド観光デステイネーションとして条件

は整っている。ただし現在は、日本人来訪者はジャカルタ・ボゴールなどの

在留邦人が主体であるとのことであった。

4. まとめ

以上、インドネシアの自然地域における日本からのアウトバウンド観光の可能性を考察

した。現時点では情報が少ないため、新規事例の紹介の水準にとどまっているが、このよ

うな情報を積み重ねてエコツーリズムと生態系サービス (EcosystemServices)に関するアジ

ア諸国の現況をとりまとめていきたいと考えている。

なお本研究の一部は、環境省の地球環境研究総合推進費 (H-08l)の支援により実施された。

[参考文献]

1)田中伸彦・宮本麻子・松浦俊也・杉村乾(2012)森林人家基本条件、森林人家計画技術規程

及び森林人家のランク区分および評定 中国福建省のエコツーリズム宿泊施設等に関する

基準 ，東海大学紀要観光学部 2:47-96

2)佐藤百合(2011)~経済大国インドネシア ー21世紀の成長条件.i，中央公論新社， 262pp 

3) 倉沢愛子(2011)~戦後日本=インドネシア関係史.i ，草思社 445pp

[注1

1) 日本語においては「ムラピ国立公園」と紹介される場合も多い。
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GISの活用によるダイビングの適正な利用に向けた海中利用評価

~富士箱根伊豆国立公園・大瀬崎を対象として~

O中平 工 [NPO法人屋久島うみがめ館] 麻生恵[東京農業大学地域環境科学部]

下嶋聖[東京農業大学短期大学部]

キーワード:GIS 国立公園海域公園地区 スキューパダイビング

1.はじめに

2010年4月に施行された自然公園法の改Eにおいて、海中公園地区の名称が海域公園地

区に改められ、海中だけではなく海上についても保護の対象となった。また、国立公園の

海域内においても利用調整区の指定が可能になり、我が国の沿岸海域における環境保全の

手法が改めて見直されるべき時代が訪れたといえる。

海上のレジャーは、プレジャーボートや水上スキー、サーフィンやスノーケリングなど

様々な利用の形態がある。これらは利用者同士の衝突などによる事故が懸念されるため、

その目的によって明確な利用制限がなされてきた。

しかし、海中のレジャーであるスキューパダFイピングは、利用の仕方によっては環境負

荷が大きくなることが認知されていながら、日本国内ではほとんど利用制限がなされてい

ないのが実状である。高い効果が得られる利用調整を設定するには、保護すべき地区の詳

細な環境情報と、利用実態を踏まえた適切なゾーニングが必要とされる。

しかし、ダイビングに利用される沿岸域の海中の地形を詳しく描いた海図は存在せず、

ダイバーの記憶の元で、手書きされた地図が使われているのが現状である。近年整備が進ん

でいる GISにおいても、海洋については最小でも数百メートルメッシュのデータが主流で

あり、レクリエーションで利用されるようなスケーノレで、のデータ整備は未だ、進んで、いない。

本研究では、前述の課題を解決すべく、ダイビングに利用される海域の詳細なデータを

GISによって可視化し、海中の環境の把握を行った。そして、海域公園などにおいて詳細

で適切な利用調整地区の設定を行うためにその情報を活用する方法を提案することを目的

とする。

2.対象地

対象地は、静岡県沼津市の大瀬崎とする。大瀬崎は、日本で最も深い湾である駿河湾に

突出した岬であることから、深海魚などを見ることのできる数少ないダイビングスポット

としてダイバーからの人気が高い地区である。また、富士箱根伊豆国立公園内にも位置し

ている(図-1)0 
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尽桐
.u富士箱根伊亘毘立公密
/旭種区分

際交ヨ特別保護地区

/ 医ヨ第1種特別地峨

l し」第曜特別輔

巴〕時特別輔

亡コ普通地域

綴議議制公館絶区

図-1 大瀬崎の位置図 補註1)

3.研究の方法

研究方法を図 3に示した。①利用調整方法の把握:国内・国外で実施されている利用調

整の手法や、法制度について文献調査を行った、②利用実態の把握:対象地における利用

者数などについて文献調査や聞き取り調査を行った、③海中の環境についての把握:GPS 

データロガー (Canmore社製)を防水ケースに入れて使用し、水中の位置データを取得す

る(図ー2)0 取得した位置データと、別に記録した水深のデータを合わせ、独自のデータを

作成する。その後、作成したデータを ArcMapl0(米国.ESRI社製)に投影させ、立体

図に描画する。

図-2 使用したデータロガーと防水ケース 図-3 研究フロー

ロUQU
 



4結果

2011 年 10 月 1 日 ~10 月 2 日(初回)、 10 月 17 日 ~10 月 20 日 (2 回目)の 2 回にわ

たって現地調査を行い、計 10本の潜水調査と、各国において現地のダイビングサービス職

員に対し聞き取り調査を行った。

①潜水調査と GISでの可視化

初回の調査潜水において、水中では水深1m程度で、あっても GPSの電波が届かないこと

が判明した。このため、水中の任意の点から、紐をつけた防水ケースを水面まで浮かせ、

30秒間同じ位置で、留めた後に回収する方法を取った。

GPSロガーの記録から、 30秒間で測地された点の平均値を計算し、任意の地点とし、水

深の情報を加えてデータ化させた。また、取得したデータの補助として、 GoogleEarth上

で目視判読をし、水深の大きく変化するドロップオフの水深7mと2mのラインに点を落

とし、位置情報を取得した。さらに、環境情報GIS(環境省)より、水深Omと10mのデ

ータを入手した。以上の点をArcGIS10・3D Analystに反映させて 3Dで描写した。

②ヒアリング調査

実際にガイドが一般のダイパーを案内するモデ、ルノレートを記録し 潜水調査において位

置データも取得した。

また、大瀬崎のダイビングサービスの 1つである「はまゅうマリンサービス」に、繁盛期

に1日に訪れるダイパーの数は 300人弱とのことだ、った。大瀬崎ダイビングサービスに加

盟している庖は、「はまゅう」を含め 12軒あり、最も賑わう季節には 1日におよそ千人を

超えるダイパーが大瀬崎沿岸で、潜っていることがわかった。

5.まとめ

図-4のように、 GISによって位置情報を持たせて水中を可視化することができた。図中

の点が位置情報を取得した地点、図中の線がヒアリングしたモデ、ルルートである。

←沖 陸→

図-4大瀬崎湾内の海底3D画像(水平距離水深=1・2で表示)
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さらに、海域の利用調整を考えるにあたって調査すべき項目をあげることができた。

①ダイビングポイントとなっている海域における数百メートルの範囲で、の詳細な水深・

地形の GISデータの整備

②ダイバーが生物観察をするポイントとなっている、魚の集まる漁礁、岩場、藻場、サ

ンゴ礁などの位置データの取得

③ダイパーが実際に潜っているルートの調査

④ダイビングポイントにおける 1年間のダイブ数の調査

以上の4点の項目をふまえることで、利用実態が的確に把握できる。

また、これまでに海外などで取られてきた規制方法や、先行研究によって主張されてきた

対策方法に前述の項目を加えることにより、その場にさらに合った規制内容が検討できる

ものと考えられる。

本研究では、取得した位置情報の正確さやルートの調査方法に課題があるものの、今後

の海域公園の管理手法を考えるにあたり十分に貢献できる結果となった。

参考文献

1)環境省ホームページ (http://www.env.go.jp/)参照日:2011年 11月 16日

2)池俊介，有賀さっき(1999):伊豆半島大瀬崎におけるダイビング観光地の発展:新地理

47-2，pp1・22

3)敷田麻美，横井謙典 小林崇亮(2001):ダイビング中のサンゴ撹乱行動の分析:沖縄県

におけるダイパーのサンゴ礁への接触行動の分析:日本沿岸域学会論文集 13，pp105-114 

4)敷田麻美， (1995):グレートバリアリーフにおける沿岸域管理の発展とその問題点:日

本沿岸域会議論文集7，pp79・91

5)柴崎亮介，村山祐司(2009):社会基盤・環境のための GIS

6)グレートバリアリーフ海中公園ホームページ

(http://www.gbrmpa.gov.au/corp_site/management/zoning) 

参照日:2011年 11月6日

補註

1 )このデータの作成にあたり、国士数値情報(行政区域・静岡県)国土交通省、基盤地

図情報2500(沼津市)国土地理院、自然環境情報GIS(国立公園区域等)環境省及び平成

22年国勢調査(小地域)独立行政法人統計センター を使用した。
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都市近郊緑地における緑地管理団体の発足形態、と活動の継続性に関する研究

O上回早織[株式会社東京ランドスケープ研究所] 麻生恵[東京農業大学造園科学科]

キーワード.都市近郊緑地 緑地管理 活動の継続性

1 .研究の背景と目的

雑木林や里山などの都市近郊に位置する緑地は、高度経済成長期に宅地造成の対象とな

り、大幅にその量が減少した。行政による保全への取り組みが進められる中で、 1995年の

都市緑地保全法の一部改正により、縁地を確保していくための仕組みが推進された。住民

による保全運動も盛んになり、今日残された緑地の多くが住民組織によって管理されてい

るO こうした背景から生まれた緑地管理団体(公園愛護会等)は、地域住民の交流促進のた

めにイベント運営を行い、希少種の保全のために緑地の管理を行うことで活動を多様化さ

せてきた。高齢化が進行する現在、高齢者の社会貢献や交流のための受け皿としても、縁

地管理団体の役割が注目されてきている O

このような緑地保全の分野での市民参加は、社会に認められる制度になり、社会的役割

が確保されている一方で、活動そのものに疲労疲弊が見られ、組織が硬直化し閉塞感が漂

い、活動が停滞しているといわれている。 1990年代以降、縁地管理の担い手として注目さ

れてきた市民活動も、行政の財政難、高齢化、緑地の管理者不足等の諸問題から、縁地管

理団体(以降、団体と称する)の継続性が担保されにくい状態が顕在化してきた。活動を行

う中で、活動に参加するメンバーは定期的に活動に関わるコアメンバーとして定着する傾

向が見られ、そのコアメンバーによって運営が支えられている面もあるが、新しく入会す

る人とのコミュニケーションを取りにくくなることや、高齢化によって体力面で継続する

ことが困難となることが懸念されている O 実際に緑地管理団体の活動をみても、会員が人

や自然を相手に満足を感じながら活発に活動をしている団体がある一方で、活動の維持に

陰りが見えつつある団体も少なくない。

本研究の対象とする東京都町田市の緑地管理団体 18団体では 1980年代以降に発足した

団体が数多く、その発足形態ごとに継続性の大きな違いが見られる(図 1)。ここでは「継

続性」について、「活動が衰退している団

発展Jの双方の意味を含むものとする。

そこで、本研究では参与観察調査

を用いて団体の発足形態ごとの類

型化を行い、この類型ごとの特性を

満足感と閉塞感の 2つの側面で把握

することにより、現在の縁地管理団

体が活動の継続を促進していく要?

因を解明し、新たに発足する団体を

支援するための知見を得ることを

目的とする。

図-1
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2 研究の対象と方法

(1)研究対象の選定

本研究では、都市近郊にありつつも貴重な動植物が生息する多摩丘陵に位置すること、

緑地保全運動が 1980年代の古くから行われ、縁地保全に向けて市民団体が発足し、さら

に市の養成機関である市民大学の卒業生から構成される団体等の様々な発足形態の団体が

活動していること等の理由から町田市を研究対象地として選定した。

町田市では都市緑地保全法が改正された 1995年に、市内に美しい緑地景観、歴史環境

を保護する縁地及び動植物が生育する自然環境を保全するため「縁地保全の森設置要綱」

が制定され、これに基づき公有地を管理している 18団体を対象とした。

( 2 )文献調査及び参与観察調査

市から入手した資料や、参与観察調査時に団体から入手した会報や記念誌をもとに、

1980年頃から 2011年までの団体の活動に対する継続性に関する「活動内容」や「事象」

について、団体ごとの経年変化を整理した。また、 2010年 7月から 2011年 6月まで団体

の緑地管理とイベント運営の活動に参加し、団体の会員へ「会員の属性」や「他者との交

流」について聴取した O

( 3 )アンケート調査

緑地管理団体 18団体の、団体に登録されている会員のうち、定期的に緑地管理に参加

している会員をコアメンバーとし、このコアメンバーを被験者とする有意抽出法を用いた。

調査票の配布は直接配布を行い、調査票の回収については郵送法を採用した。回収する

期間について、調査票は 2011年 7月 7日から 2011年 7月 17日にかけて届くように配布

し、 2011年 8月 1日までに回収できた調査票を対象とした。

アンケート内容は継続性に関わる①満足感、②閉塞感、③属性の 3つである。①満足感

では 5段階(r満足している j から「満足していないJ)の評価とし、それぞれ「会員Jr活
動内容Jr緑地の自然や景観Jr管理水準」の 4項目を設定した。②閉塞感については、交

流に対する消極性 3項目、活動の参加に対する消極性 3項目、活動に対する疲労感 3項目

の合計 9項目とした。加えて、会員の年齢と団体の所属年数の属性が閉塞感に起因するも

のと想定されるため、年齢と団体への所属年数に関する 2つの属性も含めた 11項目とし

た。 5段階(r思う」から「思わないJ)で評価してもらうこととした。
また、緑地管理団体の継続性について、満足感と閉塞感との因果関係を把握するため、

4つの類型に対してこの 2つの側面から統計解析を行うこととした O 満足感に対し、 4項

目を用いて会員の活動に対する総合評価をみるため主成分分析を適用した。また、閉塞感

に対し、 9項目(閉塞感の項目のうち属性の項目 2項目)を用いて、会員の閉塞感へ影響を

与える共通因子をみるために因子分析を選択した。

3‘結果および考察

(1)文献調査による継続性の現況

文献調査により、 18団体の緑地管理やイベント運営の「活動内容」や「事象」が時系列

で把握でき、各 18団体は自治会(町内会)・まちだ市民大学HATS・地元有志・特定の団

体の母体となる組織(以下、母体組織)ごとに、『緑地管理の参加状況Jlr他者との関わり』
について違いが認められた。
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年代ごとの事象については、町田市の政策と縁地管理団体の活動内容を図で経年変化を表

した。

( 2 )参与観察調査による継続性の現混

参与観察調査により、 18団体それぞれを母体となる団体(以後、母体組織と称する)ごと

に「活動内容~ ~緑地管理の参加状況~ ~市の支援内容』の 3 つの視点から整理した。

( 3 )発足形態による 4つの類型化

文献調査と参与観察調査、ヒアリング調査により、母体組織から派生・分離して新たな

緑地管理団体を形成するまでの経緯が団体の継続性に影響していると判断し、この経緯を

“発足形態"とし、発足形態別に 4つの類型化を行った。其々の類型に対する特徴は以下

のようになる(表 1)。

表-1 発足形態による 4つの類型

自
治
会
協
力
型

自治会(町内会)
地域内の
自治管理

葺
成
機
関
起
源
型

まちだ市民大学
HA TS 

だ成果を活か
し環壇活動を行う
こと

1993年から甫民大学 (HATS)の卒業生で構成された団体が、
を生かす場所を揮していると市世所へ相談があり、前世所が問緑地を紹介
ら輯地管理の活動が開始される。

白熱{呆護

|市民大学 (HATS)の卒業生で構成された団体が、甫民大学で学んだこと
2005 1 
|を探していると市役所へ棺談があり、市住所が同地を紹介し活動が拍ま

lカタクリの自生地を怪護するため、元々自然保護運動を持つ
1986 市に働き掛け慢護が実現し、その保護した同地の管理をその
寸ることこもった。

同地二階撞するかしの木山由

されることを阻止するために地元有志が会を立ち
は、かしの木山自然公園1=隣接しているため公園
いる。

非営利団体
! r七固山の白熱を考
える会j

地元有志

成瀬台に「成瀬奈良谷戸緑地」と言う都市緑地があり、その管理を行なってい色村
で、成瀬周坦の自然樺護にカを入れており、岡地に管理団体が無いのならと、
に管理由申し出があり、活動が始まる。

|町田第三小掌校の卒業生で構成されている団体で、地域の畢りの運営や小学校
1982 !いなどのボランティア活動を行なっている。その団体の一部の方が同地を管理して

lる。

l鶴111地壇の自然を保護する団体があり、そこから分離し独自の活動を蛤めた。
2001 1 1<り!こ取り組み、その一部の会員が岡地の管理を蛤める。

l自鼎楳護を仔う団体が相模原市と町田市にあり、その 部の会員が同地の梶護
2002 
|所へ聞きかけ保護が実現され、同時に管理が拍まる。
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(4 )多変量解析を用いた満足感と閉塞感の構造

アンケートの回収結果は、対象者への配布数が 219票、回収数は 185票(有効回答数 167

票、回収率 84.4%)であった。この対象者に関する団体の活動の継続性について、多変量

解析を用いて満足感と閉塞感の両者における因果関係を類型ごとに明らかにした。

4. まとめ

本研究では団体の活動の継続性を明らかにするため、文献調査と参与観察調査をもとに

発足形態による類型化を行い、特性に応じて満足感と閉塞感により分類の特性を把握した

(表 2)。

①団体では発足時の理念や目的に応じて、満足感の得られ方に相違が見られることが明

らかになった。それにより、養成機関起源型と地元有志結成型のように、市民が能動的に

活動を立ち上げた団体は、自然保護や学んだ成果を活かし環境活動を行う等の発足時の理

念や目的に対する課題認識が高いことが認められた O

②発足経緯の類型から今後も発足する可能性が最も高い類型を推察すると、自治会協力

型と養成機関起源型であり、発足したばかりの新しい団体への支援には、「雑木林の管理技

術」と「全体マネジメント」の役割を持つ人材を交えること、 10人程度の規模で行うこと、

月 1回以上の活動を行うことが不可欠である。そのため、様々な役割を持つ人材が多く存

在する地元有志結成型による支援など、同系統の団体同士の繋がりをつくり、交流を深め

ていくことも一つの策である。

③会員の担う役割のうちとくに「植物の育成管理の知識」を有する人材が活動内容を多

様化させていくための活力になり得ることが明らかになった O

④これまでボランティア団体の評価が定量的に把握されたことは少ない O 現団体の継続

へ向けた支援の方法を模索するため、また、新しく発足する団体の発足へ向けた計画に役

立てるため、このような定性的・定量的に検証する方法を用い、客観的に複数の団体の特

徴を掴むことは重要であると考える O

表-2 緑地管理団体の類型別にみた継続性へ向けた対策
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日本レジャー・レクリエーション学会 第42回学会大会

ポスター発表

-会場 12号館1階102教室

P-l 箱根地域の観光エリア区分の調査・分析

ポスター会場オープン時間

質疑応答(発表者配置時間)

0佐々木雅文城戸口恭章平松異衣林由貴奈菅波詩乃二重作昌満ム田中伸彦[東海大学]

P-2 神奈川県平塚市周辺地域の観光レクリエーション資源・施設の地理的構造
0渡辺芽生間瀬菜々美川村涼赤坂恵吉田美奈ム田中伸彦[東海大学]

P-3 神奈川県丹沢地域の観光デステイネーシヨンの構造と特性
0若木彩夏堀啓介田代佳奈美山田貴志久末真菜郁捧ム田中伸彦[東海大学]

P-4 子育て中の母親の QOLの向上 (3)

一日常の身体活動量から母親の健康を考える-

O松永須美子[南九州短期大学] 松永智[宮崎大学]

P-5 阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域における草原景観改善の取り組みに関する研究
O三浦南 ム麻生恵[東京農業大学]

P-6 大学におけるボランティアツアー企画とその効果
一東北復興プログラムに着目して

0イ二藤喜久子[玉川大学大学院生]

9:00......12:00 
11 : 20......12: 00 

P-7 階層分析法 (AHP: Analytic Hierarchy Process)を用いた複数大学参加のキャンプ実習における満足度の定量
的解析

。大橋信行 佐久間康[東京経営短期大学1 田代浩二[体験学習研究会] 内田英二[大正大学]

P-8 兵庫県内の福祉施設におけるレクリエーション担当職員の現状と課題
。田島栄文 [甲子園短期大学]

p-g 複数大学による合同野外実習の実践報告
0佐久間康 大橋信行[東京経営短期大学] 田代浩二[体験学習研究会] 内田英二[大正大学]

P-I0 介護実習における福祉レクリエーション実践について
O南篠正人[東北文教大学短期大学部] 高崎義輝[仙台大学]

P-ll占領下のスポーツ政策について

0近藤克之[日本大学1 加藤秀治[日本大学大学院] 津村博[日本大学]

P-12 日本厚生大会の分析的研究
0加藤秀治近藤克之津村博[日本大学]

P-13 要介護高齢者に対するレクリエーション活動に関する一考察
一介護福祉学生の実習後レポートをもとに一

O山内健次森千佐子[佐野短期大学]

P-14 地所有者別面積割合にみる日本の国立公園
O加藤幸真[日本大学大学院]

P-15 新潟県角田山における植生荒廃地の把握および復元候補地の選定
。伊藤竜太郎 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-16 愛知県弥富市におけるカワウによる景観被害の調査研究
O栗生美紀ム栗田和弥[東京農業大学]

P-17 ナイトウォーキング、の魅力を活かしたマップの制作
O杉山実希 ム栗田和弥 t東京農業大学]
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P-18 ウォーキングルートの趨勢および地形と活用資源に関係性について ー埼玉県を事例として-
O田所聖子 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-19 映画に撮影された田園風景・里山の景観に関する研究

O松崎友宜ム栗田和弥 f東京農業大学]

P-20 位置情報を活かしたソーシヤル・ネットワーキング、・サービス(SNS)による地域振興策についての実験的研究
O山下哲ム栗田和弥[東京農業大学]

P-21 研究室に所属する際に学生が考慮する要因とその特徴に関する研究 東京農業大学造園科学科を事例として
O佐藤祐代 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-22 横浜市西部における緑の変遷の特質について
O石井宏征ム栗田和弥[東京農業大学]

P-23 小中学校と大学の連携による五感を記録した地域発見マップの制作石川県輪島市三井町を事例として
O棟近貴之伊藤竜太郎栗田和弥上岡洋晴ム麻生恵[東京農業大学]

P-24 観光地における賑わいのある空間構造に関する研究
0石川政志 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-25 郵便局の風景印に表されている風景資産・文化資産に関する調査研究
O弥政麻佑子 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-26 利用者の地域情報に基づいた歩くルートマップの作成
。柏崎智之 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-27 狭山丘陵における散乱ごみの実態と清掃活動に関する研究
O加藤健太郎 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-28 フロー体験の生成過程における相互作用に関する一考察
O迫俊道[大阪商業大学]

P-29 鎮守の杜の社会的位置付けと認識の変遷に関する考察
O小林和樹ム栗田和弥[東京農業大学]

P-30 登山道の距離測定(測距)方法に関する基礎的研究
O小倉敬生ム栗田和弥[東京農業大学]

P-31 伝説の生物を活かした地域おこしに関する研究ーツチノコ等の事例の比較による
O森芽衣ム栗田和弥[東京農業大学]

P-32 江の島における歩く空間の利用に関する研究
O青木慶司 ム栗田和弥[東京農業大学]

P-33 A study of the relationship between the restrictions on leisure， lifestyle and the quality of life on 
frre-fighting officer who participates in leisure activity 
OSu Taek Kang . Jun Hi Kim [Yong In UniversityJ ，Jong Dae Yoon・KyuChul Jung [Kyungwoon UniversityJ 

ムFumioMorooka [Sophia UniversityJ 
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ポスタ一発表抄録

Eヨ
箱根地域の観光エリア区分の調査・分析

0佐々木雅文城戸口恭章平松虞衣林由貴奈菅波詩乃二重作昌満ム田中伸彦 t東海大観光]

キーワード:観光、ゾーニング、箱根地域

観光地におけるエリア区分は様々提案されているが、それらの区分から地域の観光資源・施設の集散

状況や区分自体の指標や目的を読み取ることが出来ないものが多い。箱根地域の観光エリア区分もまた、

同様のものが多く見受けられる。観光立国を掲げていく今日の日本の観光誘致を考えていくためには、

観光資源・施設の地理的分布状況を念頭に置いた観光エリア区分の見直しが必要となってくるだろう。

そこで箱根地域の観光資源・施設を既存のデータベースを使い、地図上に視覚化することによって集

散状況を把握した。具体的な方法として「全国旅そうだん」のデータを用いて観光関連情報から観光資

源・施設をピックアップし、国土地理院の発行する地図に記入した。そして、それらの観光資源・施設

を4段階で得点化し、lkmメッ、ンュ単位でフィルタリング処理を用いて集散状況を把握することにより、

箱根地域の観光エリア区分を検討した。

なお本研究は、科研費基盤研究(C)(課題番号:24580226)の助成を受けたものである。

Eヨ
神奈川県平塚市周辺地域の観光レクリエーシヨン資源・施設の地理的構造

0渡辺芽生間瀬菜々美川村涼赤坂恵吉田美奈ム田中伸彦[東海大観光]

キーワード:観光資源・施設、メッシュ解析、神奈川県平塚市

神奈川県には、箱根、横浜などの国際的観光デステイネーションをはじめ、丹沢や湘南地域などのい

くつかの観光地が存在する O 平塚市は、神奈川県中部に位置し、古くから工業などの産業が栄えた都市

である。しかし、湘南平塚七夕祭りなどが全国的に有名ではあるものの、観光地としては湘南地域の西

端、丹沢地域の南端にかかる位置にあり、観光デステイネーションとしての特性が暖昧である点が否め

ない。そこで本研究では、観光資源・施設情報の既存データベースを用いての、地理的メッ、ンュ解析を

行い平塚市およびその隣接市町村の観光レクリエーション資源・施設の地理的構造を解析した。その結

果、平塚市周辺で目立った観光スポットは、大山周辺と茅ヶ崎海岸周辺のエリアに固まっていることが

確認できた。また、秦野市や伊勢原市などには観光スポットがあるものの、平塚市北部の観光は周りに

比べてポテンシヤルが低いことが定量的に明らかになった。

なお本研究は、科研費基盤研究(C)(課題番号:24580226)の助成を受けたものである。
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Ip 31 
神奈川県丹沢地域の観光デステイネーションの構造と特性

0若木彩夏堀啓介田代佳奈美山田貴志久末真菜部停ム田中伸彦[東海大観光]

キーワード:観光地、デステイネーション、神奈川県、丹沢

神奈川県北部の丹沢地域の観光デステイネーションとしての資源・施設の分布状況を明らかにするた

めに、「全国旅そうだ、ん」データベースを用いた地理的メッ、ンュ解析を行った。その結果、丹沢の観光

地は大山、宮ヶ瀬湖、丹沢湖周辺の 3カ所に集中していることが明らかとなった。

また、それらの集中地域の特性を考察した。その結果、丹沢の南部中央に位置する大山は、江戸時代

からのとても有名な観光デステイネーションであり、阿夫利神社を中心に周辺に多くの観光スポットが

多く集中していることが明らかになった。

また、丹沢東部には宮ヶ瀬湖があり、周辺にはアミューズメント施設やノ¥イキングコースなどの観光

施設が多いことが明らかになった。そして、丹沢西部の丹沢湖周辺では、温泉やキャンプ場が集中して

いるため観光地が多いことが明らかとなった。

なお本研究は、科研費基盤研究(C)(課題番号:24580226)の助成を受けたものである。

Eヨ
子育て中の母親の QOLの向上(3 ) 

一日常の身体活動量から母親の健康を考える

0松永須美子[南九州|短期大学] 松永智[宮崎大学]

キーワード: 子育て身体活動量歩数計

子育て中の母親が定期的に運動を実施することは、心身の健康状態の向上に寄与し母親の QOLの向上

に貢献することを既に報告している(松永 2010、2011)。

そこで本研究は、子育て中の母親の日常の身体活動量を測定し、運動実施の必要性を検討するもので

ある。対象は子育て中の母親 36名で、歩数計(suzuken ライフコーダ)を 1週間(就寝時以外)常に装

着して日常生活における身体活動量を計測し、行動(買い物や家事等)を記録してもらった。結果、末

子が l才児未満の母親の日常の身体活動量は、 5748.4::t2325. 7 (歩/日)であり、末子が 1才児の母親

は6773.3土2062.3 (歩/日)、 2才児の母親は 7069.0土1944.0(歩/日)と子供の年齢が大きくなるに従

がって母親の活動量が増加する傾向を示した。しかし、成人女性の平均 7282歩/日にも至っていないこ

とから、子育て中の母親へ運動を啓発することが重要と示唆された。
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Ip 51 
阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域における草原景観改善の取り組みに関する研究

0三浦南[東京農業大学] ム麻生恵[東京農業大学]

キーワード:阿蘇くじゅう国立公園、草原再生、眺望景観、観光

阿蘇くじゅう国立公園は周囲約 100kmに及ぶ世界最大級のカルデラ地形を持ち、中央火口正の活発

な火山活動や裾野に広がる雄大な草原景観が見どころで、年間約 1900万人の観光客が訪れる。阿蘇の

広大な草原は、採草、放牧、野焼きなど地域の人々の営みや自然と人聞との共生により引き継がれる文

化遺産である。また、草原に隣接してスギやヒノキの人工林が存在し、樹木の生長に伴い、主要な展望

地や登山道路、スカイラインから見る眺望景観に乱れが生じてしまっている筒所が多く見られる。

そこで本研究では、阿蘇を訪れる観光客が雄大な草原景観を体験できるよう展望地や登山道路、スカ

イラインからの眺望の質を改善し、来訪者が活用できるようにするため、主要な視点、からの眺望景観を

地理情報システム(以下:GIS)によって可視化し、地形と草原景観の把握を行う。加えて、国立公園の

展望の魅力を高め、適切な管理を行うため、情報を活用し、阿蘇の景観体験をより魅力的にするための

提案を行うものである

日
大学におけるボランティアツアー企画とその効果

東北復興プログラムに着目して

0仁藤喜久子[玉川大学大学院生]

キーワード:大学生宮城県ボランティア活動

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災から 1年半が経過した。復旧が進んでいるが、未だ津波で

被災した地域では、産業の開発や復興に向けた作業がまだ多く残っている。玉川大学では 2012年 9月

3~5 日 (2 泊 3 日)の日程で「東北復興ボランティアプログラム」ツアーを企画した。そこで、ツアー

に参加した大学生がどのような動機から参加をしたのか、また、ボランティアプログラムに参加しての

感想、を知ることを目的に調査を実施した。[対象】参加学生 30名(男性 16名/女性 14名)[方法]質問

紙調査。内容は①ボランティア経験の有無、②参加目的、③参加の感想、④次回の参加、⑤今後のボラ

ンティア活動について。[結果]回答数20名。①参加した 37%がボランティア経験者、 63%は未経験

者であった。②参加目的は被災地の視察や困っている人の手助けをしたかった等で、あった。③参加後の

感想は「非常に満足した」が 100%であった。④またこのような企画を開催したらの間いには「また参

加したいj と95%が回答した。[考察]東北復興プログラムに参加した大学生は「満足度が高く」また

ボ、ランティアに参加したいと意欲をみせていることから、大学がツアーを企画することは大変意義深い

ことであることが明らかになった。
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Ip 71 
階層分析法 (AHP: Analytic Hierarchy Process) を用いた複数大学参加のキャンプ実習に

おける満足度の定量的解析

0大橋信行[東京経営短期大学] 佐久間康[東京経営短期大学]

田代浩二 [NPO法人体験学習研究会] 内田英二[大正大学]

キーワード: キャンプ 評イ面法 AHP 

【目的】キャンプなどの野外活動に参加した学生の満足度を測る手法として質問紙法が広く用いられて

いるが、その際、解析方法として階層分析法 (AHP:Analytic Hierarchy Process )を活用することにより簡

便で、かっ要因の定量化が可能となる。そこで今回、キャンプ実習に参加した学生を対象に、参加目的や

満足度についてAHPを用いた解析をおこない検討した。【対象と方法】対象は、大学3校および短期大学

1校で、行った合同キャンプに参加した学生25名(大学:1年生10名、 2年生2名、 3年生l名、 4年生I名、短

期大学 :2年生11名)であった。質問紙は、キャンプ開始前と終了後にそれぞれ回答させた。[結果およ

び考察】キャンプに参加するにあたり期待することを「コミュニケーション能力向上」、「楽しみ」、「自

然体験」、「仲間意識」、「授業単位の取得I、「自分の活躍」の中から一対比較で選択させた結果、楽しみ

32.4%、自然体験23.1%、仲間意識18.7%、コミュニケーション能力向上15.2%、自分の活躍5.6%、授業

単位の取得は4.9%で、あった。したがって、今回参加した学生の目的は、キャンプ自体の「楽しみ」を最

も重視していたことがわかった。

Eヨ
兵庫県内の福祉施設におけるレクリェーション担当職員の現状と課題

田島栄文 [甲子園短期大学]

社会福祉法人兵庫県社会福祉協議会社会福祉研修所の主催事業として、「レクリエーションリーダ

ー養成研修」が毎年 8月の平日に 2日間実施されていた。筆者が所属するNPO法人兵庫県レクリエ

ーション協会を通じて講師派遣依頼があり、平成 17年から福祉レクリエーション・ワーカー資格を取

得している講師陣でこの事業に関わっていた。

この研修には、県内各地域の福祉施設から毎年約 90名の職員の参加があり、主催者が受講生に対し、

事前アンケートと事後アンケートを取っている。事前アンケートでは、福祉現場におけるレクリェーシ

ヨン援助の悩みと研修への期待等が記入される。また、事後アンケートでは、研修に対する評価と今後

の職場と自己の課題等が示される。書かれたデータを整理・分析し、活用したいと研修所の担当者に相

談し、承諾を得た。

本研究は、過去5年間にわたる福祉現場のレクリエーション担当職員のアンケートを分析することで、

福祉現場の問題点を捉え、今後に向けた課題を明確にする。そして、介護福祉土養成教育の中で必修で

はなくなった「レクリエーション活動援助法」の必要性と、その教育の質の向上に活かせるよう考察す

る。
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Eヨ
複数大学による合同野外実習の実践報告

O佐久間康[東京経営短期大学] 大橋信行[東京経営短期大学]

田代浩二 [NPO法人体験学習研究会] 内田 英二[大正大学]

キーワード:野外実習，合同開催，参加学生の意識

[研究の目的]野外教育における教育効果については，これまでの研究成果の蓄積と， 1996年の「青

少年の野外教育の振興に関する調査研究協力者会議Jによる「生きる力」の重要性の報告なども踏まえ，

多くの大学・短期大学で野外活動・キャンプ実習などの形で実施されていることからも確認できる。し

かしながら，小規模の大学・短期大学において，参加人数の不足や指導者・運営費の確保等により実施

困難な場合が少なくない。そこで今回は，そういった小規模大学・短期大学の野外教育実施のための具

体策として，複数大学による合同野外実習の実践報告と参加学生の合同実施に対する意識調査について

報告する。

[対象と方法]平成21度から平成24年に実施した合同野外実習に参加した複数大学の学生を対象とし

て，各年のキャンプ最終日に実施したアンケート調査(無記名)について比較検討した。

[結果および考察]I新たな自分の発見」、「新しい仲間とのコミュニケーション」を目的とし，参加学

生の受益者負担とする宿泊型教育キャンプとして複数大学学生の合同参加で実施した。アンケート結果

から，合同での実施による教育的効果の有用性が確認された。

Ip 101 
介護実習における福祉レクリエーション実践について

0南保正人[東北文教大学短期大学部] 高崎義輝[仙台大学]

キーワード:福祉レクリエーション教育、介護福祉士教育、介護実習

東北文教大学短期大学人間福祉学科では、人権を尊重する基本姿勢と深い人間愛、豊かな人間性を兼

ね備えた、介護福祉における基礎的な実践力を有する人材の育成を目的とした介護福祉士を養成してい

るO その介護福祉士教育の特徴は、福祉レクリェーション関連科目を多く設定するとともに、介護実習

での福祉レクリエーション実践(計画書を含む)を達成課題に位置づけ評価の対象とするなど、福祉レク

リエーション支援も出来る介護福祉土を養成することである。こうした取り組みは、地域の介護福祉施

設から高評価を得ている。

本研究では、東北文教大学短期大学部の介護実習における福祉レクリエーション実践を通して、学生

が何を学び、介護福祉士として福祉レクリエーションの必要性をどう感じたかについて、アンケート調

査を行い、その結果を考察する。

対象の介護実習は平成 24年8月 16日からの 27日間で実施され、介護実習終了直後にアンケート調

査を実施した。また、施設の実習指導者に対しでも同様のアンケート調査を実施した。アンケートの詳

細な結果については学会発表当日に報告することとする。
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Eヨ1
占領下のスポーツ政策について

0近藤克之[日本大学] 加藤秀治[日本大学大学院] 津村博[日本大学]

キーワード:民主化政策武道スポーツ レクリエーション

194 5年 10月11日、 GHQ(連合国軍最高司令官総司令部)は、五大改革令を発令した。その内

容は、 1女性の解放、 2労働者の団結権の保障、 3教育の民主化(教育基本法などの教育三法が制定)、

4秘密警察の廃止、 5経済の民主化(農地改革など)の政策が実施実行された。

戦前の日本において、大日本武徳会は、武道の振興、教育、顕彰を目的として 1895年に設立され、

以来一貫して定着していた。戦後、武徳会は、民間団体に組織を改編し人員刷新され、最終的には 19 

46年 10月31日に解散した。なかでも、教育の民主化では、戦時下に於いて、軍に加担した武道等

の種目は排除されたが、多くの欧米より紹介されたスポーツ種目(野球、サッカー、バスケットボール、

バレーボール、フォークダンス、スクエアダンスなど)は GHQより歓迎され広く実施することとなっ

た。反面、武徳会で推進啓蒙した武道種目については冷遇された。

本研究では、武徳会で掌握されていた種目(剣道、柔道、弓道、銃剣道、居合術、杖術、薙刀術、槍

術、鎖鎌術、捕縄術、鉄扇術、遊泳術、空手術など)が何時どのような経緯で、再建されていったかを

検証することとした。

Eヨヨ
日本厚生大会の分析的研究

0加藤秀治[日本大学大学院]近藤克之[日本大学]津村博[日本大学]

キーワード:厚生運動、壮丁体位、体力、武道

1938年 7月 15日日中戦争激化に伴い、予定されていた東京オリンピック中止の声明、東京オリンピッ

クと同時開催予定で、あった第4回世界厚生大会開催も中止に至った。

1938年11月2日から3日日本厚生協会は東京明治神宮外苑の日本青年館で第一回日本厚生大会の開催、

さらに 1939年 11月 10日から 13日名古屋市公会堂を中心に第二回日本厚生大会を開催した。

この二度の国内大会の反省点として「体力j の特化が問題視された。要するに、芸術、文化活動が軽

視されたことである。

1940年 10月 16日から 20日「紀元 2600年奉祝j行事の一環として、大阪厚生協会の主催のもと興亜

厚生大会が開催された。

「興亜」とし、う話を聞いて国際色を強めるに至った背景には何があるのであろうか。

それはこの年に開催されるはずであった第4回世界厚生会議に代わるものとして考えられる。 1941年の

厚生大会は日中、日米の戦争の激化に伴い開催を見合せた。

1942年8月 18日から 20日奉天市の満州国医科大学を主会場として建国 10周年慶祝行事として「東亜

厚生大会」が開催された。 i大東亜競技会j等と同様に「東亜厚生大会Jもその一環であった。
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Ip 131 
要介護高齢者に対するレクリエーション活動に関する一考察

介護福祉学生の実習後レポートをもとに

O山内健次[佐野短期大学] 森千佐子[佐野短期大学]

介護福祉士養成課程におけるレクリエーションに関する科目は、 1987年に「レクリエーション指導

法 (60時間)Jが専門科目として位置づけられた。その後、 2000年のカリキュラム改正時には「レクリ

エーション活動援助法 (60時間)Jに名称変更され、さらに 2007年のカリキュラムの見直しにより、

レクリエーションを冠とする科目はなくなった。

今回、介護福祉学生のレポートをもとに、要介護高齢者への介護実践の場におけるレクリェーション

の現状と課題について検討することを目的とした。結果として、以下のことが明らかとなった。①通所

サービスにおいては、毎日レクリエーション活動が行われているが、施設での実施頻度はさまざまであ

る。②実施されているレクリエーション活動は、体操などの身体活動、音楽を楽しむ活動が多い。③集

団レクリェーションが多く、参加者は一定の利用者になりがちである。 今後、高齢者施設において、

生活のレクリエーション化を図り、個人の心身機能や好みに合わせた個別的なレクリエーション支援を

考える必要性、援助者としてのレクリエーションに対する考え方や姿勢を養う必要性が示唆された。こ

れらの結果を介護福祉士養成におけるレクリエーションに関する教育について検討する一助としたい。

E三日
土地所有者別面積割合にみる日本の国立公園

加藤幸真[日本大学大学院]

キーワード:土地所有、国立公園、日本

2012年3月、日本で30ヶ所目の国立公園である屋久島国立公園が霧島屋久国立公園から分離独立す

る形で誕生した。また環境省は東日本大震災で被害にあった東北地方の自然公園を三陸復興国立公園

(仮)として再編する構想、を発表するなど、近年、国立公園制度は大きな動きを見せている。

1934年にアメリカ合衆国の国立公園制度を参考にして指定された日本の国立公園は、固有地が大半

を占めるアメリカ合衆国の国立公園とは異なり、私有地を多く含むという特徴を持っている。

このような特徴をふまえ、土地所有者別面積割合を基に日本の国立公園の現状を明らかにすることを

本研究の目的とする。
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Eヨヨ
新潟県角田山における植生荒廃地の把握および復元候補地の選定

0伊藤竜太郎[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:植生復元、登山道、佐渡弥彦米山固定公園、角田山

わが国では古来から信仰を目的とする登山が盛んで、あった。しかし 1931年頃から信仰登山が次第に

すたれ、レクリエーションを目的とした登山が普及し始めた。佐渡弥彦米山固定公園に指定されている

新潟県・角田山(約 482m) は信仰登山もみられるが、気軽に山頂まで登れる山であり登山中に植物が

多く見られることから、他の地域における山と同様に多くの人々が踏みつけ等による植生の損傷・裸地

化、表土の浸食・流出、登山道の荒廃が問題となっている。そのため、新潟県事業として山頂付近を中

心に植生復元が近年に実施された。角田山は独立峰に近いことにも由来して登山道が多く、登山道周辺

の復元はあまり進んでいないので、今後の候補地の選定が必要となる。そこで現地調査により、登山道

の路面状態の把握、登山道に対する断面の図化(浸食の把握)、土壌硬度の測定を行い、自然環境の実

態を明らかにした。また、登山道の開削や利用の歴史や、それぞれに保全活動等に関わっている市民組

織の現状から、優先的に植生復元を行うべき候補地を選定した。

Eヨヨ
愛知県弥富市におけるカワウによる景観被害の調査研究

0栗生美紀[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:野鳥、カワウ、景観被害、自然保護

日本に生息するカワウ (Phalacrocoraxcarbo)は、主に本州以南の河川や湖沼などの環境で採食を

行い、集団で繁殖し、樹林に営巣地をしばしばコロニー状に形成する O 一時期、激減した個体数は保全

策により増加した。その後、漁業被害や大量の糞による樹林の被害が全国的に問題となり、各地で被害

軽減対策が行われている。本研究では愛知県にある弥富野鳥園に生息するカワウを対象とした。愛知県

弥富野鳥園は 1983年に初めてカワウの圏内での繁殖が確認されたあと急速に増加し、現在では生息数

が10，000羽を超える。 1990年代に入ると繁殖が確認されたエリアで樹木が枯れ始めたが、愛知県では

生息数に対して被害の把握・駆除がされていない。その理由として、被害樹木は野鳥圏内が多く、人家

からある程度離れているため、景観に影響を与えることが少ないと推測されていることと、匂いや騒音、

あるいは経済的被害が大きくないため住民の関心が少ない事が挙げられる。そこで、景観被害の実態を

現地調査により行った。また、全国の被害事例を文献調査により収集し、弥富市のカワウ問題に最適な

被害軽減対策の比較検討を行った。地元住民の、カワウに対する関心を持つ契機になれば幸いで、ある。
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Ip 171 
ナイトウォーキングの魅力を活かしたマップの制作

0杉山実希[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:夜景、ナイトウォーキング、ウォーキング、マップ

近年、健康思考の高まりにより、体への負担も少なく誰でも簡単に始められる運動として、ウォーキ

ングは色々な場で推奨されている。様々なイベントや大会が休日の昼間に開催されているが、社会人が

日常生活において、夜に通勤を兼ねてウォーキングをすることは多く見られる。夜間に歩くことでリラ

ックス効果を得ることができ、ダイエットにおいても最も効果的な時間帯といわれている。また、夜に

歩くということは昼間には見られない魅力の発見、都市部ならではの夜景の魅力を感じることができる

といえる。

他方で、東日本大震災や近年多くなったとされるゲリラ豪雨等の影響もあり、災害時等に外出先から

自宅まで徒歩で帰宅することが昼ではなく夜であることも想定され、夜の野外空聞が非日常であるとい

えない状況となり、慣れることも必要であると考えられる。

しかし、定点としての夜景に関する情報は多いものの、夜の時間帯に歩くことに関するマップは、い

まだ東京周辺にはないと考えられる。そこで、夜をプロモートすべく、安全面にも考慮したコースを設

定し、昼とは異なるビ、ュ一ポイントを結び、リフレッシュできるような夜のウォーキングの提案をし、

マップを作成することを目的とした。

Ip 1ij 
ウォーキングルートの趨勢および地形と活用資源に関係性について

埼玉県を事例として一

0田所聖子[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:ウォーキングルート、変遷、埼玉県、地形

国民の健康への関心が高まり、手軽にできるウォーキングをする人口が増加している。また、健康増

進法に基づいて 2000年に策定された「健康日本21Jで、健康増進のための数値目標が掲げられたこと

が契機となり、都道府県・地方自治体レベルで、健康づくり事業への取り組みが求められるようになった。

これを受け、地方自治体では健康づくり事業としてウォーキングをテーマとした事業が多く実施される

ようになり、ウォーキングマップの作成なども進んだと考えられる。一方で、埼玉県で開催される「日

本スリーデーマーチ」のように健康日本21の策定以前から独自に行われているイベントもある。

歩く行為としてのムーブメントが進む一方で歩く道に関する研究は極めて少ない。そこで本研究で

は埼玉県を対象地とし、まず、様々な指定がなされているウォーキングおよびウォーキングルートがど

のように広まっていったのか、歴史的要因を考慮しつつその趨勢について整理した。また、現状のノレー

トについて文献による調査および現地調査を行い、ルートの地形と活用資源の関係性を明らかにした。
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Ip 1~ 
映画に撮影された田園風景・里山の景観に関する研究

0松崎友宜[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:映画、ロケ地、田園、里山、風景、景観

映画は 19世紀に生まれ、制作されるようになってから約 120年経つが、現代でも人々の余暇を楽し

くする娯楽として親しまれている。近年、映画に映し出される風景には、セットやアニメーション、 CG

(コンヒ。ュータグラフィックス)など、現実には存在しないものもあり、現実にはない風景を視覚化す

ることで愉しさを増している。しかし一方で、実在の風景や場所、建物などに機材などを持ち出して撮

影するロケーション撮影は、現在あるいは、ある程度過去の懐かしい風景を捉えることで、共感を得よ

うとするものもあると考えられる。そのような風景の中には田園地帯や里山地域を選び、日本らしさや

郷愁を誘う風景を背景として使用する映画もある。そこで本研究では田園風景や里山の景観を映してい

る映画を抽出し、映像の分析をし、田園風景や里山の景観がどのような場面で使われているか、登場人

物の心情にどのように関わっているか、季節や天候による違いがあるかなどを調査した。また、ロケ地

を文献調査により割り出し、美しい、あるいは懐かしさを演出できる風景・景観の場所および要素を明

らかにすることで、日本の残すべき文化的な風景・景観の一端を示したい。

Eヨ
位置情報を活かしたソーシャル・ネットワーキング・サービス(SNS)による

地域振興策についての実験的研究

O山下哲[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:地域、 SNS、地域振興

近年、従来の携帯電話から多機能型携帯電話(スマートフォン)が普及してきている。中でも、情報

処理速度の高速化に伴って、位置情報が中心となってソーシャル・ネットワーキング・サービス (SNS)

を提供する Foursquare(フォースクエア、以下FS)と呼ばれる参加型ソフトウェアを利用し、観光客や

購買客を誘致したり、評判の書き込みを行ったりすることで情報交換を行う事例が海外では見受けられ

る。しかし、日本では独自の発展を遂げているため、会員特定の特典を受けるといった利用者・事業者

双方のメリットが必ずしも活かせず、その場所(居舗等)で自分が足跡を残す(チェックインする)ゲ

ーム的な内容に留まっている。そこで、本研究では東京都世田谷区の経堂駅南側に位置する経堂農大通

り商庖街を対象地とする。まず、利用者並びにチェックインができる場所の現状を既存の登録場所から

把握した。次に、チェックインできる場所を商届街全域に設定し、その前後のFS利用者がチェックイ

ンする人数を把握した。これにより、実際的あるいは潜在的に人気のある届舗や目立つランドマークと

なっているか否かを割り出した。さらに、 FSによる人気・不人気の要因を現地調査と比較し、考察を行

った。
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Ip 211 
研究室に所属する際に学生が考慮する要因とその特徴に関する研究

一東京農業大学造園科学科を事例として一

0佐藤祐代[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:研究室、造菌、所属、自由意志、目的意識、動機

東京農業大学地域環境科学部造園科学科は、非常に多くの専門領域に分化しており、現在(1998年以

来) I環境計画・設計分野JIランドスケープ資源・植物分野JI景観建設・技術分野」の 3分野、さら

にそれぞれの分野に属する 12研究室が設けられている。学科の学生は授業(単位取得)とは別に、研

究室に所属することが一般的である。主として 3年生より所属することで、更に専門特化した内容を学

習・追究することができる(1年生から入室は可能である)。在室中は、研究室毎による活動やゼミ等が

実施され、卒業論文を書く上でも、学生生活を送る上でも大変貴重な期間だとも考えられる。研究室の

所属ならびに選択は学生本人の自由意志に基づいていることから、入室時に迷うことも考えられる。し

かし、実際に研究室を選択した学生が、どのような理由で選択しているかは明らかにされていない。そ

こで、学生に対してアンケートにより研究室を選ぶ際の理由を調査し、研究室を選択した理由を分析し、

その特徴を明らかにした。

E三量
横浜市西部における緑の変遷の特質について

0石井宏征[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:緑地、農地、自然環境、変遷、横浜市中部

神奈川県東部に位置する横浜市は政令指定都市にも指定される大都市である。「横浜市水と緑の基本

計画J(2000)では 1970年における水緑率(都市面積辺りの緑地と水辺の合計面積)を現状 (2000年)

との主な比較対象として、 35%ある水禄率を更に向上させることを目標としている。横浜市全体として

行政の取り組みでは、公園等の用地取得や整備一方で緑地(率)の増加を実施してきたと考えられる。

しかし一方で、休耕地化や後継者不在などによる農地の減少も進んでいることが知られている。しかし、

ニュータウン計画などの大規模な開発とそれ以外ではどのように異なっているか、その変遷過程は明ら

かになっていなし、。そこで本研究では、 1970年当時などと現在 (2012年)の都市の緑の推移を、横浜

市を 4つの地域に大別して比較を行った。具体的には、臨海部を中心とした地域(神奈川区ほか)を東

部、現在農地が比較的多い地域(瀬谷区)を西部、三浦半島に繋がる地域(金沢区ほか)を南部、港北

ニュータウンを中心とした地域(都筑区ほか)を北部、と定義しそれぞれの緑地の変遷を比較した。
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Ip 231 
小中学校と大学の連携による五感を記録した地域発見マップの制作

石川県輪島市三井町を事例として

棟近貴之伊藤竜太郎栗田和弥上岡洋晴麻生恵

[東京農業大学自然環境保全学研究室、観光レクリエーション研究室]

キーワード:五感マップ、石川県輪島市、能登三井、グリーンツーリズム、ウォーキング

自然環境保全学研究室・観光レクリエーション研究室では2006年から石川県輪島市三井町地区を対

象に、環境教育・里山調査研究・地域づくりの実践の場などとして継続的に活動を実施している。 2012

年度には、地域在住の小中学生が大学生と共に里山を歩き、その時に印象に残った「五感j を地図にし

ていくデータ収集と中間報告を現地で行った。歩きながら目にするもの・こと(視覚)だけでなく、他

に耳に入ってくる音(聴覚)や香り・匂い(嘆覚)、道ばたで、見つかったものの手ざわり(触覚)、食べ

ることのできる草花や野菜の味(味覚)といった慣れ親しんだ風景の中から具体的に視覚化(図化)す

ることを実施した。本稿では、特に地元住民だからこそ知っているような場所、子どもの感覚だからこ

そ理解できるところ、当たり前のことだが他県や都市住民には気づかない点などが集められたことを報

告する。

E三週
観光地における賑わいのある空間構造に関する研究

0石川政志[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:温泉地、観光地、観光客、賑わい空間

観光客の志向の変化は、社会の成熟に伴い多様化した。特にこれまでの集客することだ、けが課題だっ

た団体による宴会型の観光から、個人や家族、小人数で、リピーターとして馴染みのある地域に滞在し体

験し交流する目的型旅行へと移り変わっていると考えられる。したがってこれからの観光地は何度でも

訪れたくなるような新たな魅力づくりが必要とされている。魅力ある空間は様々であるが、その一つに

は歩く人々が創りだす「賑わいのある空間jが形成されているという考え方がある。本研究ではどのよ

うな空間に人が集まり、歩き、賑わいが生まれるのかを検討するため、対象地として草津温泉、道後温

泉、湯布院温泉、黒川温泉の4カ所の観光地を事例とし、現地調査により観光客の人数カウント、空間

構造の特徴の記述を行った。中心地と繋がりのあるいくつかの通りを主な調査対象とし、 2時間毎に計

測を実施した。人数からみた結果としては、想定される日的地へとつながる通りが最も賑わいが創出さ

れていることが確認された。また、歩く空間の距離、歩く空間の幅員、地区の面積などの要素を含めて

賑わう空間の構造について考察を行った。

F
吋
U

可
E
i

唱
E
A



E三百
郵便局の風景印に表されている風景資産・文化資産に関する調査研究

0弥政麻佑子[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:風景印、郵便局、観光資源、地域資源

風景印(風景入り通信日付印)とは、郵便局・日本郵便局支屈に配備され、局名・支市名と年月日欄

とともに、当該局・支庖近辺の名所旧跡等にちなむ図柄が描かれている消印の一種である。 1931年7月

7日に制度が創設され、同年7月 10日に富士山郵便局と富士山北郵便局で使用が開始された。その後の

日本の統治下にあった関東州・樺太・台湾でも使用開始となり、その後も観光地を中心に 1，200局以上

に配備された。現在においては全国の郵便局の半分弱のおよそ 1万局が所有している。それらの歴史や

郵便局の消印であること、また、一度使用が開始されると廃止の広報が行われるまで半永久的に使用さ

れることから、描かれている名所旧跡は地域の重要な観光要素といえる。

そこで、東京都 23区に郵便局を対象に、配備されている風景印の数や描かれている観光資源といえ

る風景・文化資産を抽出・分類・分析、また、風景印を配備している郵便局とその風景印に描かれてい

る観光資源との物理的距離や位置関係を分析した。これにより、地域レベルで、認識されている(あるい

はアピールしている)観光資源あるいは地域資源としての風景資産・丈化資産の傾向や度合いが把握さ

れた。

E三宮
利用者の地域情報に基づいた歩くルートマップの作成

0柏崎智之[東京農業大学j ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード ウォーキング、地域の名所、穴場、ノレートマップ、再発見

近年、中高年者を中心に健康への関心が高まり適切な運動としてウォーキングが注目されている。ウ

ォーキングは身体への負担が軽減できるだけでなく、年齢に関係なく手軽に行えるスポーツとなってい

ると同時に風景や名所を巡りながら行うことができる。日本には、昔ながらの日本独特の地域に愛され

る場所が数多くあり時代に関わらず昔の姿のまま現代も存在している。しかし、時代の移り変わりとと

もに伝えていかなければならない地域の風景や名所を若い世代と文化の共有ができていないと考えら

れる。

そこで、東京都狛江市を通る小田急線の喜多見駅、狛江駅、和泉多摩川駅周辺を起点として、その地

域で歩いている人にヒアリング調査をすることで地域の名所やガイドブックには載らないような穴場

を把握し、歩くルートマップ作成を目的とした。具体的には、男女別、年齢別 (39 歳以下、 40~64 歳、

65歳以上)にした利用者の参考になるルート内に、地域の方が大切にしている場所、地域住民が薦める

飲食居や公園などの休憩場所、禄道や遊歩道を紹介し、トイレや案内板、バス停の位置などにも配慮し

た地図を作成した。
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Eヨヨ
狭山丘陵における散乱ごみの実態と清掃活動に関する研究

0加藤健太郎 f東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:狭山正陵、ごみ、清掃

狭山正陵は、埼玉県と東京都の 6市町にまたがり面積約 3，500haが一体となって保全されている縁地

である。狭山湖と多摩湖を囲み、雑木林と谷戸、畑、田んぼ等の里山環境が広がっている。カタクリや

キンラン等の草花、キツネやタヌキ等の日甫乳動物、オオタカやフクロウ等の鳥類をはじめ多くの動植物

が棲息し、都市近郊の緑地としては豊かであり、一部は水源地で、もあるために人の立入が規制されてい

るために貴重な自然環境がまとまって維持されている。 1960年代から結地面積が減少したものの、緑を

残したいと願う市民組織の努力等によって自然環境が守られてきた。また、一部は公有地化されて都市

公園や野外博物館として保全されている。利用面ではジョギングやウォーキング等のレクリエーション、

環境教育の場として利用される一方で、ごみの不法投棄などの問題を抱えている。そこで本研究では、

ごみの問題の解決に向け、市民組織や公園を管理する組織等に狭山正陵における清掃活動の実際をヒア

リングにより明らかにした。次に、散乱ごみがどのような場所にあるのか現地調査を行い、散策路等の

ノレートを中心としてその実態を地図上に布置した上で、ごみ等が捨てられやすい条件の整理を行った。

E三週
フロー体験の生成過程における相互作用に関する一考察

O 迫俊道[大阪商業大学]

心理学者のM・チクセントミハイは挑戦水準と技能水準の2つの座標軸から成り立つフローモデルを

構築し、フロー体験が生成される過程、フロー体験の構成要素や特徴を提示してきている。チクセント

ミハイによるフロー研究の中で今後より精査が必要となってくるのは、フロー体験の生成過程における

相互作用に関する議論ではなし、かと思われる。行為者と物理的環境との相互作用、行為者と他者との相

互作用を伴うフロー体験について、それぞれを整理して考察する必要があると思われる。

チクセントミハイのフロー研究の中では集団におけるフロー体験について、外科医やノ〈スケットボー

ル選手のインタビュー結果が掲載されているが、共同体におけるフロ一体験を主題として論じたものは

社会学者の亀山佳明の『生成する身体の社会学 スポーツ・パフォーマシス/フロー体験/リズム」に

収められている論考以外には存在しないのではなし、かと思われる。共同体におけるフロー体験の相互作

用を今後研究していくためにはどのような方向性が必要になってくるのであろうか、亀山により試みら

れているリズム論を中核に据えた研究、あるいはリズムと同様に個を超えた共同性を前提とした分析枠

組みを援用し理論化を目指すことであろうか、相互作用の実態から理論化へと繋がっていくフロー研究

の蓄積が不可欠であると思われる。
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Ip 291 
鎮守の杜の社会的位置付けと認識の変遷に関する考察

0小林和樹[東京農業大学] ム栗田 和弥[東京農業大学]

キーワード:鎮守の森神社林社叢変遷

神社の境内には神が降り立つ場として必ずといっていいほどに樹木が存在する。特に多くの樹木が植

えられたり、自然林として守られていたりする森林は鎮守の杜、社叢と呼ばれている。その鎮守の社は

昔から里の中心となり神々が住む森として人々に崇拝されながらも親しみをもって接しられてきたと

されている。しかし、現代に生きる我々にとって鎮守の杜はそのようなものである、その認識は異なっ

てきていると考えられる。崇拝することや親しみをもつどころか、その逆の接し方をしている場合もあ

るのではないだろうか。鎮守の杜のその背景には時代の流れによって変わってきた人々の生活や社会構

造の影響で鎮守の社に対する認識が以前と比べると弱し、ものになったという事が挙げられると考えら

れる。そこで本研究では「鎮守の杜JI神社林JI社叢JI神奈備」といわれる森を対象に、明治以降か

ら現代に至るまでの著書による文献調査を実施し、鎮守の社の位置付けの変遷を明らかにしてし、く O 生

物学・民俗学・宗教学・建築学といった様々な分野からの主張があり、それらを整理し、比較考察を行

った。

E三副
登山道の距離測定(測距)方法に関する基礎的研究

O小倉敬生[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード・登山道、距離、御岳山、秩父多摩甲斐国立公園、関東ふれあいの道

登山は、近代までは主として信仰の対象として、現代では余暇時間の増大と共に健康志向として注目

されたり、深田久弥の山岳随筆「日本百名山11(1964)が出版されたこと等に起因するとされる。また、

ごく最近では高尾山がミシュラン社により三ツ星の観光地に選出され、日本人が関心を持ったとされる。

ところで、登山を計画あるいは実施する場合には、市販されている山岳地図の表記や、登山道中の案内

板等の所要時間の表示を参考にする。しかし、それらには登山道の距離を記したものは多くない。ひい

ては、わが国の登山道の総延長はどれだけあるか未知であると考えられる。しかし、登山道の全長や距

離に着目した調査事例は、多くは見出せない。一方、イギリスではフットパスの総延長は 20万kmとも

言われ、一般的に知られている。そこで本研究では、簡便な方法で登山道の距離を把握する方法論の検

討を行った。対象地は秩父多摩甲斐国立公園で、距離が既知である関東ふれあいの道(首都圏自然歩道)

のノレートにもなっている東京都青梅市にある御岳山周辺の登山道を対象として、様々な直接的・間接的

距離測定方法で計測し、同時に計測時間や困難度・容易度も判定した。それらを元に簡便な計測方法の

検討を行った。
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E三面
伝説の生物を活かした地域おこしに関する研究

ーツチノコ等の事例の比較による一

0森芽衣[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:ツチノコ、カッパ、地域おこし、イベント、過疎地

ツチノコとは伝説の生物(未確認生物)で農具である鎚(っち)に似た寸胴のへビに似た生物とされ

る。北は岩手県から南は九州鹿児島まで全国各地で似ている形態の生き物として目撃情報がある。最古

の記述は古事記とされ、縄文土器にも描かれているとの説もある。ところで、ツチノコやカッパを始め

とする伝説の生物を活かした、ユニークな地域おこしを行っている地域がいくつかあることが知られて

いる。ツチノコ等を活かした夢とロマンにあふれる地域おこしがなされている。そこで本研究では地域

おこしの事例収集、変遷を明らかにし、これらの地域おこし活動について文献調査、現地調査、および

活動の主催者等の関係者にヒアリング調査を実施し、現状や今後の課題について地域別に比較を行った。

その結果、まず、ツチノコとカッパではその目撃例や地域おこしへの活用に地域差があることが明らか

となった。また、 1990年前後に最もピークを迎えたとされるツチノコを活かした地域おこしでは、現在

も継続して行われている地域が散在し、例えば、岐阜県東白川村、奈良県下北山村、新潟県糸魚川市で

はツチノコの生け獲りに賞金を懸け、ツチノコ探検などと称してイベントを開催し継続して地域おこし

に役立つていることが判った。

? 321 
江の島における歩く空間の利用に関する研究

0青木慶司[東京農業大学] ム栗田和弥[東京農業大学]

キーワード:江の島、門前町、歩く空間、階段、坂道、観光客

江の島は神奈川県藤沢市の南部に位置し、片瀬海岸から海の満潮時には独立した島となる陸繋島であ

る。 海から小高く釜えて目立つ存在であることからも古くから信仰の対象とされており、太平洋が見渡

せ片瀬海岸に隣接していることから観光地として人気のある場所である。江の島は「日本三大弁才天」

として、竹生島、厳島とならび称されてきた。現在は江の島の主な観光名所として江島神社の他、展望

灯台、植物園、温泉施設などがある。他にも湘南地域の地魚が食べられる飲食届やヨットハーパ一、老

舗旅館などがあり、多様な目的を満たせる門前町を形成している。しかし、以前の信仰目的とは異なり、

島の頂上部まで登って行くことが、坂道や階段や複雑な形状の参道により、阻害されていることが考え

られる(それを解消するために有料エスカレーターが設置されていると考えられる)。そこで本研究で

は、どのような傾斜・階段や景観によって阻害されるかの要因を解明する。そのため、まず現地調査に

より、場所別の観光客数の比率を計測した。次に、歩く空間(参道)の屈曲点や階段等の起終点等の標

高(差)等の数値を計測した。さらに参道距離、標高、観光客数、景観等により、観光客の江の島の利

用状況の特質を明らかにした。
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E三百
A study of the relationship between the restrictions on leisure， lifestyle and the quality of life on 

a fire-fighting officer who participates in leisure activity 

Su Taek Kang合・ JunHi Kim Yong In University Fumio Morooka Sophia 臼1ivers.丘y

Jong Dae Yoon・KyuChul Jung Kyungwoon 臼1iversity

In today's society， every risk factor and the disaster risk is increasing while the urbanization is growing 
due to the industrial development and the population concentration. It may be said that to handle it is 
the key part in the Government Administration and a local government. It is increasing to demand a 
fire司fightingofficer for dealing with a risk of every incident and disaster and for protecting. It has been 
known that the physiological and psychological stress degree of a fire-fighting official is higher regardless 
of internal and external. According to the National Commission on fire Prevention and Control， a 
fire-fighting official is classified into the most dangerous job in USA. According JRA (Job Rated Almanac)， 
it was investigated as the fourth job of the most stress jobs following a taxi driver， a player and a director. 
In general， the job rating of a fire-fighting official is 249th in 250 depending on stress， physical 
requirement， the potential growth， the occupational safety and the environmental factors (Krantz， 2002). 
However， most fire-fighting officials couldn't lead well their own personallife or family life because they 
execute a work in a harder condition physically and psychologically due to the nature of a work which 
they have to protect life of people and the property while coping with the dangerous circumstance that 
can't be previewed (Lee wan-gu， 1994). For solving these problems， a lot of scholar has been suggesting 
active participation in sports， in other words， participation in leisure. This article aims at studying 
which effect the restriction on leisure， lifestyle and the quality of life has on a fire-fighting official and 
which relations is between them， and then analyzing the relations between each factor， presenting data 
for th巴derivedproblem and finding the way to solve. 
This paper sent 330 copies of questionnaires to the fire岨fightingofficials considering the type of 
the fire station where are in Seoul and Gyunggi-do and collected 315copies for data. 300copies were 
used for the final analysis; exclusive of 13copies which it was not answered well or missed the 
answe 

*ksも824@凶四nailn巴t

-120一



日本レジャー・レクリ工ーション学会

会則及び諸規程他 ...・H ・-….122 

役員選出細則設置の趣旨他 …...・H ・..128 

投稿規程・原稿作成要領・投稿票 ・…....・H ・135

「日本レジヤ}・レクリエーション学会賞j学会賞規程 ...・H ・..… 141

学生会員に関わる規程 ………… 143 



日本レジャー・レクリエーション学会会則

〈第 1章総則〉
第1条 本会を日本レジャー・レクリエーション学会(英語名:Japan Socienty of Leisure and Recreation 

Studies) という。

第2条 本会の目的は、レジャー・レクリエーションに関する調査研究を促進し、レジャー・レクリエー

ションの普及・発展に寄与する。

第3条本会の事務局は、東京都世田谷区桜丘 1-1 -1 東京農業大学地域環境科学部造園学科観光

レクリエーション研究室内に置く O

〈第2章事業〉
第4条 本会は第2条の目的を達するため、次の事業を行う O

(1)学会大会の開催

(2) 研究会・講演会等の開催

(3) 学会誌の発行ならびにその他の情報活動

(4) 研究の助成

(5) 内外の諸国体との連絡と情報の交換

(6) 会員相互の親睦

(7) その他本会の目的に資する事業

第5条学会大会は、毎年I回以上開催し、研究成果を発表する。

〈第3章会員〉
第6条 本会は正会員の他、賛助会員、購読会員、学生会員、および名誉会員を置くことができる O

(1)正会員は第2条の目的に賛同し、正会員の推薦および¥理事会の承認を得て、規定の入会金およ

ぴ会費を納入した者とする。

(2) 賛助会員は、本会の事業に財政的援助をなした者で理事会の承認を得た者とする。

(3) 購読会員は、本会の学会誌を購読する機関・団体とする。

(4) 名誉会員は、本会に特別に貢献のあった者で、理事会の推薦を経て総会で承認された者とする O

(5) 学生会員に関しては、別に定める。

第7条 会員は、本会の編集・発行する学会誌等の配布を受け本会の営む事業に参加することができる。

第8条 会員にして会費の納入を怠った者および会の名誉を投損した者は、理事会の議を経て会員として

の資格を停止されることがある。

第9条 会員は原則として、いずれかの支部に所属するものとする。

〈第4章役員〉
第10条 本会を運営するために、役員選出規則により正会員の中から次の役員を選ぶ。理事25名以上

30名以内(内会長1名、副会長若干名、および理事長1名)、監事2名

第11条会長は、本会を代表し、会務を総括する。

2. 副会長は、会長を補佐し、会長に事故がある時、または会長が欠けたときは、会長が予め指名

した順序により会務を代行する。

3. 理事長は、理事会を総括し、理事は会務を執行する O

4. 監事は、会計および会務の執行状況について監査するO
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第12条役員の任期は3年とする。但し、再任を妨げない。役員の選出についての規則は別に定める。

第13条 本会に名誉会長および顧問を置くことができる。

2. 顧問は、本会の会長または副会長であった者および本会に功労のあった者のうちから理事会の

推薦により会長が委嘱する O

〈第5章会議〉
第14条本会の会議は、総会および理事会とする。

第15条 総会は、毎年1回開催し本会の運営に関する重要事項を審議決定するO

総会は、会長が招集し、当日の出席正会員をもって構成する。

議事(会則改正を除く)は、出席者の過半数をもって決定される。

第16条 理事会が必要と認めた場合、もしくは正会員の 1 3以上の開催請求があった場合、臨時総会

を聞くことができる O

第17条 理事会は理事長が招集し、幹事若干名および事務局員を選出し、会務を処理する。理事会は、

運営の円滑化をはかるため、常任理事会を置くことができる O

(第6章 支部および専門分科会〉
第四条 本会の事業を推進するために、支部ならびに専門分科会を置くことができる。

支部ならひ、に専門分科会についての規則は別に定める。

〈第7章会計〉
第四条 本会の経費は、会費、寄付金およびその他の収入をもって支弁する。

第20条会員の会費は次の通りとする。

(1) 入会金 2.000円(学生会員の申込者は免除)

(2) 正会員年度額 8，000円

(3) 賛助会員 ク 20，000円以上

(4) 購読会員 ク 8，000円

(5) 学生会員 ク 正会員の半額

第21条 本会の会計年度は毎年4月に始まり、翌年3月に終わる。

附則
1.本会の会則は、総会において出席正会員の 2/3以上を得た議決により変更することができる。

2.本会則は、昭和 46年3月21日より施行する O

附則
本会則は、昭和 46年 3月21日より一部改訂する。

本会則は、昭和51年 5月 1日より一部改訂する O

本会則は、昭和 55年 5月11日より一部改訂する。

本会則は、昭和田年 11月 8日より一部改訂する O

本会則は、昭和 57年 6月12日より一部改訂する O

本会則は、昭和 58年10月30日より一部改訂する。

本会則は、昭和 59年 6月 9日より一部改訂する O

本会則は、昭和 62年10月17日より一部改訂する O

本会則は、平成 3年11月10日より一部改訂する。
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本会則は、平成 5年10月17日より一部改訂する。

本会則は、平成 8年 11月24日より一部改訂するO

本会則は、平成 10年11月23日より一部改訂する。

本会則は、平成 17年12月10日より一部改訂する O

本会則は、平成 18年12月 3日より一部改訂する O

本会則は、平成21年 11月29日より一部改訂する。

本会則は、平成23年11月20日より一部改訂する O
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日本レジャー・レクリエーション学会

理事会の運営に関する規程

昭和 57年 6月12日制定

昭和 58年10月30日改訂

平成 7年12月10日改訂

平成 11年 4月26日改訂

1.会則第 17条の規定により、理事会の運営は、会則に定められているほか、この規程に基づいて行うも

のとする。

2.理事会は、原則として年に I回以上開催するものとし、理事長がその議長となる。

3.理事会の招集に当たっては、書面によって付議事項を明示しなければならない。

4.理事会は、理事の過半数の出席により成立し、議決は出席者の2分の 1以上の賛成を必要とする。

ただし、表決に当たっては、予め書面(署名捺印)を以って当該議事に対する意向を表示した者を、

出席者とみなす。

5.常任理事会の構成および業務は次のとおりとする。

(1)常任理事会構成員は若干名とする。

(2)常任理事会は、理事会の決定の方針にもとづき、日常業務の執行にあたる。

(3)常任理事会の議事録(概要)はできるだけすみやかに各理事に送付するものとする。

6.理事会は、業務を遂行するために次のような専門委員会を置く

(1)総務、 (2)研究企画、 (3)編集、 (4)広報渉外、 (5)財務

また専門委員会の委員は、理事会の承認を得て必要により会員の中から委嘱することができる。ただ

し当該専門委員の理事会への出席はできない。

7.理事会には、専門的に研究、調査および審議を必要とするような場合には、特別委員会には、理事以

外の適任者を委嘱することができるがその人選は理事会の承認を必要とする。

8.その他理事会の運営に必要な事項は、理事会で決定することができるものとする。
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日本レジャー・レクリエーション学会

専門分科会設置に関する規程

昭和 57年 6月12日制定

平成 7年12月 10日改訂

1.会則第 18条規定により、本会会員が専門分科会を設置しようとする場合は、この規程に基づいて行う

ものとする。

2.専門分科会の設置は、原則として研究分野を同じくする本学会正会員 20名以上の要請があった場合と

する。

3.専門分科会の設置を求めようとする正会員は下記により本学会会長に申請するものとする O

1.設立経過および主旨 2.名称、

3.発起人代表者 4.発起人名簿

5.連絡事務所 6.その他

4.専門分科会は次の事項について各年度こ、とに本部に報告する。

1.活動状況の概要 2.その他必要と認められる事項

126 -



日本レジャー・レクリエーション学会

支部に関する規程

昭和田年 11月 8日制定

1.本学会会員が、支部を設けようとする場合には、下記により、本学会会長に申請し、理事会の議を経

て総会の承認をえるものとする。

1.設立の経過概要 2.名称

3.支部長および役員 4.会則

5.会員名簿 6.その他

2.各支部の運営は、本部との関係については本規程に従って行われるが、その他の事項については各支

部規則においてこれを定めるものとする O

3.支部は原則として隣接する地域に在勤または在住する本会正会員 20名以上をもって構成する。

4.支部運営のため経費は支部会費によって賄うものとする O 支部会費の額は各支部毎に決定するものと

する O

5.支部の次の事項について各年度ご、とに本部に報告する O

1.役員の変更 2.活動状況の概要

3.その他必要と認められる事項
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日本レジャー・レクリ工ーション学会 役員選出細則設置の趣旨

“学会の活性化"と“学会の継続性"とのバランスから、次の項目について配慮した:

1)理事役員の半舷上陸という観点から、理事総数の半数にあたる 15名を正会員による直接選挙(順位

標記の5名連記による無記名投票)とした

2) 改選前理事 10名を、現行理事会での互選とした

3) 学会運営の強化を計るために、理事長推薦理事5名以内を設けた

4) 会長、副会長、監事は、選挙後初めての理事会で選出することとした

5) 会長、副会長は理事以外からの選出ができることとした

6) 理事長は、新役員に選出された理事 (25名)により、選挙後初めての理事会で互選により選出する

こととした

7)被選挙権及び、理事就任については、辞退を認めた

8)役員の欠員に対し、補充選挙は行わないこととした

(会長については本則に従い、理事については補充選挙は行わない)

9) 選挙管理委員会を設置し、その委員会 (5名)の推薦を理事会とした

10)会則の改正(第 10条)を必要することとなった

11)学会の活性化の側面的効果として、選挙権(人)及び被選挙権(人)の確認事項により、正会員に手

続きの明確化をはかった(会費手続き期日の指定)
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日本レジャー・レクリ工ーション学会役員選出細則

(趣旨)

第I条 この細則は、会則第 12条に規定する役員の選出に関し、必要な事項を定める。

(選出の時期)

第2条 すべて役員の選出は、その任期の前年のうちに行わなければならない。

(選出の種別と人数)

第3条 この細則により選出される役員の種別と人数は、会則第 10条の規定により次の通りとする O

(I)会長 1名

(2)副会長 若干名

(3) 理 事 25名以上30名以内

(4)監事 2名

(資格の制限)

第4条 選挙権、被選挙権は、選挙実施前年の 12月31日までに正会員としての資格を有し選挙実施年の

6月30日現在、当該年度の会費を納めている正会員とする。ただし6月30日以降に正会員の資

格を失った者を除く。

2 被選挙権の辞退は認めるが、あらかじめ選挙管理委員会に文書で選挙公示後 10日以内に届け出

るものとする。

(選出の形態)

第5条 会長、副会長、監事、現行理事から選出される理事(以下「改選前理事」という。)及び理事長

推薦理事を除く役員は、正会員の直接選挙により選出する。

(選出の方法)

第6条役員の選出方法は、次の通りとする。

(1) 会長、副会長、監事は、初めての理事会において選出する。

(2) 理事のうち、新理事 15名を正会員による順位標記の 5名連記で、郵送による直接無記名

投票とし、改選前理事 10名を現行理事会での互選とし、新理事長による推薦理事5名以

内を新理事長の任命によって選出する O

2 会長、副会長は、理事以外からの選出ができるO ただし理事以外から選出された会長、副会長は、

就任と同時に速やかに会則第 10条の規定により理事となるO

3 改選前理事は、新理事の選挙の前に選出し公表する。改選前理事に選出されない現行理事も細則

第4条の規定を満たす限り新理事としての被選挙権を有する O

4 理事長は、新役員に選出された理事 (25名)による初めての理事会での互選による O

(投票の有効性)

第7条投票のうち次のものは、無効とする。

(I)規定用紙以外のもの

(2) 定数を越えて記入したものは、その区分全部

(3) 氏名以外の丈字または記号を記入したものは全部
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(当選の決定)

第8条 選挙による新理事 (15名)の決定は、有効投票の最多得票者から 15名とする。ただし同点者が

ある場合は、順位標記による総得点の高得点者とし、なお同点の場合は順次高順位ごとの得票数

の多い者とする。

理事就任時に辞退者があるときは、次点者を繰り上げるO 次点者に同点者があるときも同じ得点

の算定によるO 順位ごとの得票数によっても同点のときは選挙管理委員会で推薦決定する。

2 順位標記による得点の算定は、高順位1位を 5点とし順次下位を減数し5位を I点として積算す

るO

(辞退の届出)

第9条 選挙により選出された新理事が、その就任を辞退しようとする時は、通知が到着した日から 5日

以内に正当な理由を示して選挙管理委員長に届け出なければならない。

(補充選挙)

第 10条 任期途中において役員に欠員が生じても、補充選挙は行わない。

(選挙管理委員会)

第 11条役員(会長、副会長、監事、改選前理事、理事長推薦理事を除く)の選挙を実施するため、選

挙管理委員会(以下「委員会」という。)を置く。

2 委員会は、 5名をもって構成する O

3 委員の選出は、理事会の推薦による O

4 委員の任期は、当該役員選挙年度の 5月1日から次期役員選挙年度の4月30日までの 3年間と

する O

5 委員会に委員長を置く。委員長は、委員の中から互選する。委員長は、この細則にしたがって

選挙を執行する責任と権限を持つものとする。

6 委員会は、投票の期日、方法等を選挙の 1ヵ月以前に、公示しなければならない。

7 委員会は、順位区分 (1 位~5 位)を明らかにした氏名記入用投票用紙を作成する。

8 委員会は、被選挙人名簿及ぴ投票用紙を、選挙の 14日以前に正会員届け出住所に送付しなけれ

ばならない。

9 委員会は、投票数が決定したとき投票数順に上位30位までの一覧表を作成し確認印を押し、そ

の結果を公示するとともに、理事会に報告する。

(細則の改廃)

第 12条 この細則の改廃は、理事会の過半数の賛成を得て総会の議決による。

2 この細則の変更は、会則の変更に準ずるものとする。

附則

I この細則は、平成 10年度の役員改選から適用する。

2 この細則は、平成8年 11月24日から施行し、従来の役員選出内規及び申し合わせ事項は廃止

する O

附則

この細則は、平成 18年12月3日から一部改訂する O
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日本レジャー・レクリ工ーション学会

現行理事会から選出される理事の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第I条 本学会の役員選出細則第6条第l項第2号の規定により現行理事会から選出される理事(以下「改

選前理事」という。)の選出にあたり、この申し合わせを定める。

(選出の時期)

第2条 改選前理事の選出は、役員改選前年度の最初に開催される理事会以前とする。

(選出の形態)

第3条 改選前理事の選出の形態は、現行理事による直接選挙とする。

(選出の方法)

第4条 改選前理事の選出の方法は、現行理事による順位標記の 10名連記で、郵送による直接無記名投

票による O

(投票の有効性)

第5条投票のうち次のものは、無効とする。

(1)規定用紙以外のもの

(2) 定数を越えて記入したものは、その区分全部

(3) 氏名以外の丈字または記号を記入したものは全部

(当選の決定)

第6条 改選前理事の当選の決定は、改選前理事選出理事会(役員改選前年度の最初に開催される理事会)

において郵便投票を開票し決定する O

2 改選前理事(10名)の決定は、有効投票の最多得票者から 10名とする。ただし同点者がある場

合は、順位標記による総得点の最高得点者とし、なお同点の場合は順次高順位ごとの得票数の多

い者とするO

理事就任時に辞退者があるときは、次点者を繰り上げるO 次点者に同点者があるときも同じ得点

の算定による。順位ごとの得票数によって同点のときは、役員改選前年度の最初に開催される理

事会において、出席者の投票により決定する。

3 順位標記による得点の算定は、高順位 l位を 10点とし順次下位を減数し 10位を l点として積算

する O

(選挙管理)

第7条選挙管理事務は、事務局が行う。

附則

(施行期日)

1.期日の申し合わせは、平成 10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月初日から施行する O

3. 第2条の規定に関わらず、平成 10年度の役員改選に伴う改選前理事の選出の時期は、役員改選前

年度の最初に開催される理事会以前でなくてもよいものとする。

旬
E
ょっd

可
E
i



日本レジャー・レクリエーション学会

新役員に選出された理事(25名)による理事長の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第1条 本学会の役員選出細則第6条第4項の規定により選出される理事長の選出にあたり、この申し合

わせを定める O

(選出の時期)

第2条 理事長の選出は、現行会長により招集される役員改選後の最初に開催される理事会(以下「新理

事会」という。)において互選する O

2 理事長が選出されるまでは、新理事会の議長は現行会長が暫定議長となる O

(選出の方法)

第3条 理事長の選出の方法は、現行会長及び会長、副会長、監事の選出に関する申し合わせ第2条によ

り構成されている候補者選定委員会の意見を聴収し審議・決定する。

附則

(施行期日)

1. この申し合わせは、平成 10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月26日から施行する。
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会長、副会長、監事の選出に関する申し合わせ

(趣旨)

第1条 本学会の役員選出細則第6条第 1項第 1号の規定により選出される会長、副会長、監事の選出に

あたり、この申し合わせを定める。

(候補者の選定)

第2条 会長、副会長、監事の候補者の選定は、役員改選後の最初に開催される理事会(以下「新理事会」

という。)以前に、現行の会長、副会長、理事長、及び常任理事会で選任された常任理事若干名

を含む7名により候補者選定委員会(以下「委員会」という。)を構成し、それぞれ複数の候補

者を選定する。

2 委員会は現行会長が招集し、委員長は初回の委員会において互選とし、委員長が議長となり以後

の委員会を必要に応じ招集する。

(候補者の推薦)

第3条 会長、副会長、監事の候補者の推薦は、委員会が新理事会に推薦する。

(選出の形態)

第4条 会長、副会長、監事の選出の形態は、委員会の報告に基づき新理事会により審議・決定する。

(選出の方法)

第5条 会長、副会長、監事の選出の方法は、最初の新理事会において新理事による単記の直接無記名投

票による O

2 新理事が最初の新理事会に欠席する場合は、前項の投票は郵便による投票ができる。

(当選の決定)

第6条 会長、副会長、監事の当選の決定は、それぞれ有効投票の最多得票者からとする。ただし同点の

場合は、委員会の推薦により決定する。

附則

(施行期日)

1. この申し合わせは、平成 10年度の役員改選から適用する。

2. この申し合わせは、平成9年5月26日から施行する O
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日本レジャー・レクリエーション学会

役員選出方法及びプロセス(図説)

〔注〕図説中の①~⑤の数字は、新役員の選出される順序を示す。

新役

I
l「
1
1
1
1

4
1
1
1
1
」

1 1 
役員の種別

副会長 会長

(若干名) c1名)

r 
新理事会

選出母体及び

選出主並
理事25名による韮塵

〈各役員選挙投票用紙〉

[改選前理事選出投票用紙[a]] 

学会会則第10条及び第12条、役員
選出細則第6条第1項第2号、現行理
事から選出される理事の選出に関す
る申し合わせ第4条、の各規定による
「改選前理事J10名の選出投票用紙
[a ](順位標記の10名速記)

[新理事選出投票用紙[b]] 

学会会則第10条及び第12条、
役員選出細則第6条第l項第2号、
の各規定による正会員による新
理事15名の選出投票用紙[b 1 
(順位標記の5名速記)

[会長、副会長、監事選出投票用紙[c 1] 
学会会則第10条及び第12条、役
員選出細則第6条第1項第l号、会
長、副会長、監事の選出に関する申
し合わせ第5条第1項及び第2項、
の各規定による会長(1名)、副会長
(若干名)、監事(2名)の選出投票用

紙[c ](無記名単記)

1. 

2. 

3. 会長

4. 

5. 

6. 副会長

7. 

8. 

9. 監事

10. 
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「レジャー・レクリエーション研究」投稿規程

昭和46年 3月21日制定

昭和 57年 6月12日改訂

昭和田年 7月 1日改訂

平成元年 2月 2日改訂

平成 8年 4月 1日改訂

平成 15年 2月 8日改訂

平成20年11月29日改訂

1.投稿資格

本誌に寄稿できる原稿の筆頭著者は、本学会々員に限る。但し、編集委員会が認めた場合は、この限り

でない。

2.原稿種類と審査

(1)原稿に用いる言語は原則として、和文もしくは英文とするO 但し、編集委員会が認めた場合は、こ

の限りでない。

(2) 原稿の種類は、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域における総説、原著、研究資料、

実践研究、評論、その他とし、他誌に未投稿、未発表のものに限る。なお、上記のうち総説、原著、

研究資料、実践研究は、編集委員会が依頼する複数の査読者による審査を経た学術論文である。

(3) 原稿の定義は以下の通りである O

1)総説とは、レジャー・レクリエーションを対象とした研究領域に関わる特定のテーマを、文献レ

ビューなどに基づいて大局的かつ客観的に総括したもの。

2) 原著とは、客観性、論理性、普遍性を備えた学術的価値の高い内容を持つオリジナルな研究成果

をまとめたもの。

3) 研究資料とは、学術的な資料性が高い研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに検討の余

地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるものO

4) 実践研究とは、実践的な事例調査をまとめた研究成果などで、客観性・論理性・普遍性などに検

討の余地が残されているものの、速報性等があり公表する価値が認められるもの。

5) 評論とは、ある特定の事項に関する評価、善悪、優劣などを批評し論じたもの。

6) その他の原稿とは、書評や紹介記事、用語解説、シンポジウム・講演会の記録などで、編集委員

会が掲載を認めたもの。

(4) 原稿の長さは、原則として、総説、原著については刷り上がり 12ページ以内、研究資料、実践研究、

評論については同6ページ以内とする(1ページは 2，016字に相当)。ただし、やむを得ない場合に

は規定ページ数のl.5倍まで認めるO その他の原稿については、編集委員会で認められたページ数

とする O

(5) 原稿の採否および掲載時期については、編集委員会が最終的な決定を行う O なお、学術論文の採否

については、査読者による審査結果に基づく。

(6) 大会発表論文集への投稿規定は別に定める。

3.原稿の提出

(1)原稿の提出にあたっては以下に従うこと。

1)投稿原稿は、別に定められた原稿作成要領に従い、原文の鮮明なコピー3部を提出する。原文は、
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郵送事故などに備えて投稿者が保管する。

2)投稿原稿は、各部ごとに、標題、抄録(総説、原著、研究資料、実践研究の場合)、本文(註・

文献を含む)、図(写真を含む)、表の順にまとめ、ダブルクリップ等で留めて提出すること O

3) 原稿の郵送は簡易書留や宅配便など、配達記録が証明できる方法で行う。本学会ならびに編集委

員会は、郵送事故には責任を持たない。

4)提出先は、別途これを定める。

5) 原稿および図表は原則として返却しない。

6) 投稿の際には、本誌掲載の「レジャー・レクリエーション研究投稿票」に必要事項を記入し、

投稿原稿と合わせて 1部提出する。なお、投稿票にコピーを用いても構わない。

4掴費用

(1)審査料・掲載料は原則として無料とするが、次の場合には投稿者にその実費を負担してもらうこと

があるO

1)カラー印刷など特殊な印刷を要したり、分量が規定を超過する場合など。

2)別刷を必要とする場合。別刷りは 50部までは無料とするが、それ以上必要な場合には 50部単位

で購入できる。

5. その他

(1) 原稿の作成に当たっては、別に定める原稿作成要領に従う O

(2) その他、当規程の問い合わせは、学会事務局宛に行う。

原稿提出先

干151-8677

東京都渋谷区富ケ谷2-28-4

東海大学観光学部観光学科

(日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会)

田中伸彦宛

TEL: 03-3467-2211内4308
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「レジャー・レクリエーション研究」原稿作成要領

(平成 15年2月8日制定)

1.原稿の作成

(1)原稿は、原則としてワードプロセッサーなどを使用し、下記にしたがって作成すること。

1)用紙はA4判を縦長に使用し、横書きで作成すること。

2) 書式は、和文の場合には 1頁に 800字詰め (25字 x32行)、欧文の場合にはダブルスペース

(30行)とする。また、それぞれ左40mm、右80mm、上下30mm程度の余白を残すこと。

3) 欧文、数字、小数点、および斜線(;)は半角文字を使用すること。

4) 句読点は、マル (0)およびテン(、)を使用することO

(2) 原稿の採用決定後に、フロッピーディスク等に保存された文章ファイルの提供を要請する。

(3) 手書きで原稿を作成する場合には、 400字詰め原稿用紙 (20宇 x20行)を用いること O

2.原稿の体裁

(1)投稿原稿は、①標題、②抄録、③本丈(註・文献を含む)、④図、⑤表の順番で体裁を整える。

1)標題頁には、①原稿の種類、および②タイトル(和文・英文の両方)を記入する O この頁に著者

名や所属などは一切記入しない。

2) 抄録頁には、総説・原著論文・研究資料・実践研究では、英文投稿・和文投稿にかかわらず、英

文抄録 (250語程度)と和文抄録 (500字以内)添える。これらは、刷り上がり時に本文と一緒

に印刷される O 評論およびその他の原稿については抄録は必要ない。

3) 本文頁には、本文・註・文献などを記入する O なお、本文の作成にあたっては以下の点に留意す

ること。

①本文の中央下に頁番号を記入するO

②本文の左側に、可能な限り、 5行おきに行番号を記入する。

③母国語ではない言語による投稿では、投稿前にネイティブによる文章校聞を受ける。

④和文原稿では必要以上の専門外来語の使用を控える。用いる場合は、片仮名書きとする O

⑤見出し記号を用いる際は、大見出しから順に、1.、 2. …、(1)、 (2)…、1)2)…、①、②…、

とする O

⑥学術用語は、学術会議制定の用語に準じ、度量衡単位は SI単位 (m、cm、mm、kg、g、mgな

ど)とする。

⑦本文中の文献表記は、引用箇所の後に、九 2)4)ヘ5-71のように、該当する文献番号を上付き
にする。註をつける場合も同様にする。

⑧本文欄外に図表の挿入箇所を朱筆により明示するO

⑨謝辞、および付記(研究費交付等)は本文の末尾におく。

⑩註は、本文の末尾と丈献の聞に、註1)、註2)…というように番号順に一括して記載する。

⑪文献は、筆頭著者の姓のアルファベット順に並べるか、ないしは引用順に、1)、 2)、3)…と

通し番号を付ける。
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⑫文献の記載方法は以下を参考にする O

<学術誌・雑誌の場合>

著者名、論文名、雑誌名巻号:頁数(始頁終頁)、西暦年号の順

[例1]西野仁・知念嘉史、 ESM(経験標本抽出法)を用いた日常生活におけるレジャー行動研

究の試み、レジャー・レクリエーション研究38:1・15、1998

[例2JEeva Karjalainen and Liisa Tyrvainen， Visualization in forest landscape prefl巳nceresearch: a 

Finnish perspective， Landscape and Urban Planning 59 (1) : l3-28， 2002 

<単著などの場合>

著者名、書名、発行社、発行地:頁数(始頁ー終頁)、西暦年号 の順

[例3Jヨゼフ・ビーバー(稲垣良典訳)、余暇と祝祭、講談社、東京:120pp、1988

[例4JSimon Bell， Element of visual design in the landscape， E & FN Spon， London， 11・30，1933

<共著書などの場合>

著者名、論文名、(編集者名、「書名」、発行社、発行地)、頁数(始頁ー終頁)、西暦年号 の順

[例5J下村彰男:リゾート景観の保全と創造、(日本造園学会編、「ランドスケープの計画」、技

報堂出版、東京)、 217-227、1998

[例6JRichard Broadhurst and Paddy Harrop， Foerst tourism: Putting policy into practice in the Forestry 

Commission， (In Xavier Font and John Tribe Eds.， Forest tourism and recreation， CABI publishing， New 

'(ork)， 183-199， 1999 

4) 図・表の作成にあたっては以下の点に留意すること O

①図・表は、それぞれl点につき l枚の用紙を使用する。

②表は、表l、Table2のように通し番号を付け、題名を表の上部に記載する。

③図は、図3、Fig.4のように通し番号を付け、題名を図の下部に記載する。

④図表の作成にあたっては、刷り上がり時の巾 (2段にまたがる場合は横幅最大 14cm、1段の

場合は 6.5cm)、および縮尺を考慮し、明瞭に作成する。

⑤写真を掲載する者は、原稿の採用決定後にEL版以上の紙焼き写真を提出する。

⑥採用決定後、オリジナルの図表を提出する際には、裏面に、図表の番号、上下の印、および筆

頭著者名を鉛筆で薄く書き込んでおく。

⑦特殊なオリジナル図表は、 トレーシングペーパーをかけるなどして、できるだけ汚損対策を施

す。
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レジャー・レクリエーション研究 投稿票

ぺ五 月/沙<<

JæM~圧.g

郵便送付先

T 

JaM 活 TEL 

E-mail 

タグ"ノル

~lf著.g

J台。Eα房厚
(JeJt;要ffetJノ

FAX 

受付年月日

受付番号

語字肩の屋嘉手
総説、原著、研究資料、実践研究、評論

その他(具体的に:

初稿 2 稿 3 稿 N JIj~ の

標題 枚 枚 枚 ブO:Yど-~ゲ

原膚の!XOi
抄録 枚 枚 枚

本丈 枚 枚 枚
カラ-JCPJi!J 

図 枚 枚 枚

理耳耳可t 枚 枚 枚
jJ!JJPザf)若草毅

原稿の動き A B C 初稿印刷

著者→編集委員会 著者送付

編集委員会→審査者 著者校正

審査者→編集委員会 2校印刷

半リ ，疋i手 2校校正

編集委員会→著者 3校印刷
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(投稿票 1/2) 

有 主正

有 主正

昔日



(投稿票 2/2) 

表ilX要 E

{活ゲゲ(tRJ)

確認したら口にチェックしてください。

標題ページ 口原稿の種類は記入しであるか

ロタイトル(和・英)は記入しであるか

口著者名・所属は未記入であるか

本文ページ 口本文の体裁は原稿作成要領に即しているか

原膚"N荷車の 口註の体裁は原稿作成要領に即しているか

デ .I:Yク
口文献の体裁は原稿作成要領に即しているか

口ページ番号(本文中央下)を記入したか

グス" 口行番号を記入したか(本文左)

ロ母国語でない場合、文章校闘を受けたか

口見出し記号は原稿作成要領に即しているか

口図表挿入箇所の表示をしたか

図 表口図l表点につき 1枚の用紙が使用されているか

口図のタイトルは適切か

ロ表のタイトルは適切か

グタグァク要EのjJfJ7f 1:1 /Jl.肩著~)'%èλ ず~ζ éo
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日本レジャー・レクリエーション学会賞規程

平成 19年12月 2日制定

(目的)

第1条 日本レジャー・レクリエ}ション学会(以下「本賞」という。)は、会員の優れた活動を顕彰かっ

奨励することを目的として日本レジャー-レクリエーション学会賞を設ける。

(日本レジャー・レクリエーション学会賞)

第2条 日本レジャー・レクリエーション学会(以下「本賞」という。)は、次の 4賞を設けるO

(1) 学会賞

(2 ) 研究奨励賞 論文部門、一般発表部門、ポスター発表部門一

( 3 ) 支援実践奨励賞

(4 ) 貢献賞

(学会賞)

第3条 「学会賞」は、正会員によって前年度(審査確定年度)に発表された学会誌「レジ、ャー・レクリエー

ション研究」およびその他のレジャー・レクリエーション研究に関する学術誌、著書、論文を対

象として顕著な功績があったものに対して授与することができる。

(研究奨励賞 一論文部門、発表部門、ポスター発表部門 ) 

第4条 「研究奨励賞一論文部門、一般発表部門一」は、大学院生等の学生を対象に、その前年度(審査

該当年度)に筆頭著者として発表された学会誌「レジャー・レクリエーション研究」の論文の中

から「研究奨励賞一論文部門一」を、また、学会大会において筆頭著者として発表された一般研

究発表(口頭)の中から「研究奨励賞一一般発表部門一」を授与することができる。さらに、学

会大会において学生(大学院生、大学生、短期大学生、専門学校生等)が筆頭著者として発表し

たポスター発表の中から「研究奨励賞ーポスター発表部門一」を授与することができる。

(支援実践奨励賞)

第5条 「支援実践奨励賞」は、正会員の優れたレジャー・レクリエーション支援実践に対して授与する

ことができる。

(貢献賞)

第6条 「貢献賞Jは、長年にわたり本会運営ならびに本会に対して優れた功績が認められた者あるいは
団体に対して授与することができるO

(表彰)

第7条 「学会賞JI研究奨励賞一論文部門、一般発表部門、ポスター発表部門一JI支援実践奨励賞JI貢
献賞」の各賞は学会大会において賞状を授与する O

(選考)

第8条 「学会賞JI研究奨励賞一論文部門、一般発表部門-J I支援実践奨励賞」は、選考委員会におい
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て審議、決定し、理事会の議を経て総会に報告する o I研究奨励賞ーポスター発表部門一」は、
選考委員会において審議、決定し、会長、理事長の承認を得て総会に報告する。また「貢献賞」

については理事会において審議、決定し、総会に報告する。

(選考委員会)

第9条 選考委員会の構成、委員選考の方法は別に定める。

(規程の改廃等)

第 10条 その他、本規程に定められていない事項に関しては、理事会において審議し、総会の議を経て

決定する。

附則

この規程は平成20年 4月 1日から施行する O

この規程は平成23年 11月18日より一部改訂するO
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学生会員に関わる規程

平成23年 11月20日制定

本規程は学会会則第3章会員第6条5を受けて定めるものとする。

(学生会員の登録条件)

第1条 学生会員は、本会の会則第 1章総則第2条の定める目的に賛同し、日本国の管轄省庁の認可によ

り所在する大学院博士前期課程(修士課程)、大学学部、短期大学、専門学校(専修学校専門課程)、

高等専門学校の満 18歳以上の在学(校)生とする。

2 大学院博士後期課程(博士課程)、通信教育課程、科目履修生、大学研究生等の所属者はこれを

認めない。

(学生会員の権限・制限)

第2条 学生会員の権限として、学会誌への投稿資格、学会大会への参加と発表(口頭発表、ポスター発

表)申し込みの資格を有する。

2 本会が発行する学会誌の配布。

3 本会が運営するホームページの登録(ユーザー IDと仮パスワードの発行)0

4 学生会員の制限として、役員の選挙権(含、被選挙権)、総会での発言権、総会議事録署名人、

学会賞推薦者(連名を含む)の資格は認めない。

(入会)

第3条 本会の学生会員になろうとするものは、次の手続きをとり、理事会(含、常任理事会)の承認を

得た者とする。

2 学生会員としての入会申込書を事務局に提出する。入会金は学会会則第7章会計第20条 1の規

程により免除する。

3 2に在学(校)証明書を添付し提出する O

(登録期間)

第4条 学生会員の資格(登録期間)は 1年間とし、その当該年度末までとする。なお、継続することも

できるO

2 継続手続は、在学(校)証明書を添付して継続届を事務局に提出する。

(会費)

第5条学生会員は、年会費を納める。

2 年会費は学会会則第7条会計第20条5が定める年度額として正会員の半額とするO

3 会計年度は学会会則第7章会計第21条による。

(大会参加費等)

第6条 学生会員の大会参加費は、会場受付時に第1条の定める身分を証明する学生証を提示することで

無料とするO 但し、学生証の提示がない場合は正会員の半額を納めることとする。

2 地域研究に参加する学生会員は、その参加費を納めるものとする。
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(退会)

第7条 学会会則第7章会計第21条の定める期間を以つてなされる。

2 学生会員の登録期間内において、退会届の提出があった場合には退会を認める O

3 学会会則第3章会員第8条に抵触した場合には、理事会(合、常任理事会)の審議を経て退会措

置を講ずる O

(申請受付の取消)

第8条 学生会員の入会申込書あるいは学生会員の継続届を提出後、定められた期間内に年会費の支払手

続が確認できない場合は、事務局において申込受付の取消を行なう O

附則

1.本規程は平成23年 11月20日より施行する O
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「レジャー・レクリ工ーション研究Jへの投稿について

投稿は、常時受け付けておりますが、審査を要するジャンルの原稿の場合には審査期

間、発刊時期等を見計らって、投稿してください。積極的な投稿をお待ちしております。

投稿論文送付先

千15ト 8677 東京都渋谷区富ケ谷2-28-4

東海大学観光学部観光学科

(日本レジャー・レクリエーション学会編集委員会)

田中伸彦宛

TEL: 03-3467-2211内4308
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日本レジャー・レクリエーション学会とは…

レジャー・レクリエーションに関するあらゆる

科学的研究をなし、 レジャー・レクリエーション

の発展をはかり、それらの実践に寄与することを

目的として昭和46年3月に設立された学術研究団

体です。学会設立までには、過去6年に渡り、「日

本レクリエーション研究会」として地道な実績を

かため、その基礎の上に学会として発展してきま

した。

いうまでもなく、現代の急激な社会変化は、 レ

ジャー・レクリエーション研究の重要性を一層増

大させております。従来までの研究に加え、 より

広範囲で多角的な研究を推進し、人間生活の質的

向上を目指しているのが、この学会の特徴です。

このようなことから、この学会は、レジャー問題、

レクリエーション研究に直接たずさわる研究者、

専門家はもちろんのこと、レクリエーション環境、

組織、指導など実践家の総合体ともいえましょう。

学会では、着実にその研究の質的深化を目指し

つつ、現代から将来にかけてのこの大きな人類の

ニーズにこたえていこうとしております。

事務局

Japan Society of Leisure and 
Recreation Studies 

〒156-8502 東京都世田谷区桜丘1-1-1

東京農業大学 地域環境科学部造園学科

観光レクリエーシヨン研究室

麻生恵気付

日本レジャー・レクリエーション学会事務局

電話 (03)5477-2436 

郵便振替 00150-3-602353 

口座名 「日本レジャー・レクリエーション学会」
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日本レジャー・レクリ工ーション学会の

会員となったら……

日本レジャー・レクリエーション学会は、次の

事業を行っております。メンバーとなったら、ご

自分の研究や指導に役に立っと共に、レジャー・

レクリエーション界に大いに貢献することができ

ます。

。学会大会の開催……年一度の学会大会です。研

究発表をはじめ、シンポジウムなど意見交換の

機会です。

。研究集会の開催…・・・年数回、研究会を開き、メ

ンバーのニーズ、に合う問題を提供し、相互研究

の機会を作っております。

。学会ニュースの発行……年2回、ニュース・レ

ターを配布し、学会内のできごとはもちろん、

広く情報を提供しております。

。「レジャー・レクリエーション研究」の発行・

学会における研究発表、論文発表誌です。 レ

ジャー・レクリエーションにおける学問レベルの

向上がこの研究誌を通して期待されています。

。研究・調査資料の発行・…・・レジャー・レクリエー

ション問題を中心に、研究・調査資料を適宜発

行します。

。受委託研究の実施……レジャー・レクリエー

ションに関する研究を学会が受委託し、チーム

を組んで研究の進める体制ができております。

。情報交換…・・学会員相互の研究交流を推進する

ために、お互いに情報をとりかわす機会をつ

くっております。

。共同研究……学会員が協力して、一つの問題に

対して、あらゆる角度から研究できる機会があ

ります。



学会大会号編集企画

鈴木秀雄 (学会会長) 高橋伸 (学会常任理事)

小田切毅一(学会副会長) 田中伸彦 (学会常任理事)

坂口正治 (学会副会長) 土屋薫 (学会常任理事)

西田俊夫 (学会副会長) 沼津秀雄 (学会常任理事)

麻生恵 (学会理事長) 前橋明 (学会常任理事)

浮田 千枝子(学会常任理事) 松尾哲矢 (学会常任理事)

小椋一也 (学会常任理事) 師岡文男 (学会常任理事)

上岡洋晴 (学会常任理事) 山崎律子 (学会常任理事)

嵯峨寿 (学会常任理事) 横内靖典 (学会常任理事)

下嶋聖 (学会常任理事) 古城建一 (学会監事)

菅原成臣 (学会常任理事) 上野直紀 (学会監事)

第 42回学会大会号 (No.70)編集委員

田中伸彦(委員長)

嵯峨寿 (副委員長)

池良弘

土屋薫

下嶋聖

菅原成臣

遠藤晃弘(幹事)

小津考人(幹事)

Editorial Committee for Papers of the 42nd National Congress 

N. Tanaka(ChiefEditor) 

H. Saga 

y. Ike 

K. Tsuchiya 

H. Shimojima 

N.Sugawara 

A. Endo 

T. Ozawa 

Adress: Subscription Manager， Japan Society ofLeisure and Recreation Studies (JSLRS). 

c/o: Tokyo University of Agriculture 

1-1・1Sakuragaoka Setagaya Tokyo， Japan 

Tel. & Fax. yo町 countηTcode +81+03-5477・2436
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